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解

題

一
、
書
誌

こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
長
谷
川
端
蔵

『

源
氏
物
語』

五
十
四
帖
揃
、
付

『

源
氏
物
語
筆
者
目
録』

『

源
氏
物
語
秘
訣

(

１)』

各
一
冊

の
中
の
宗
具
筆

｢

蛍｣
、
石
井
了
倶
筆

｢

常
夏｣

、
北
畠
殿
筆

｢

篝
火｣

、
能
舜
筆

｢

野
分｣

、
水
無
瀬
中
将
殿
筆

｢

藤
袴｣

で
あ
る
。

｢

蛍｣

は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。

題
簽
は
、
幹
や
枝
を
朱
で
、
金
銀
で
花
房
を
描
い
た
二
本
の
藤
の
下
絵
に

｢

ほ
た
る｣

と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
二
十
五
丁
、
墨

付
二
十
二
丁
、
遊
紙
は
前
一
丁
、
後
二
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を

続
け
て
い
る
。
字
数
は
二
〜
二
十
四
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。

｢

常
夏｣

は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ

る
。
題
簽
は
、
上
部
か
ら
下
部
に
金
銀
で
葉
を
朱
で
枝
や
幹
を
描
い
た
山
の
景
の
下
絵
に
、｢

と
こ
な
つ｣

と
墨
書
き
す
る
。
全
丁

数
は
二
十
七
丁
、
墨
付
二
十
五
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の

ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
五
〜
二
十
四
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。

｢

篝
火｣

は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ

る
。
題
簽
は
、
中
央
部
に
三
つ
の
篝
火
と
思
わ
れ
る
構
図
の
下
絵
に｢
か
ゝ
り
火｣

と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
六
丁
、
墨
付
五
丁
、

遊
紙
後
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
五
〜
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二
十
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。

｢

野
分｣

は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ

る
。
題
簽
は
、
多
く
の
細
い
線
に
て
野
の
草
叢
を
描
い
た
下
絵
に
、｢

野
わ
き｣

と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
二
十
二
丁
、
墨
付
二

十
一
丁
、
遊
紙
後
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字

数
は
二
〜
二
十
三
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。

｢

藤
袴｣

は
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ

る
。
題
簽
は
、
上
部
と
中
央
部
よ
り
少
し
下
の
二
箇
所
に
野
の
花
を
配
し
、
下
部
に
は
細
い
線
に
て
草
々
を
描
い
た
下
絵
に
、｢

ふ

ち
は
か
ま｣

と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
十
七
丁
、
墨
付
十
五
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行

し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
五
〜
二
十
六
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。

な
お
、
こ
の

『

源
氏
物
語』

五
十
四
帖
揃
の
昌
琢
筆

｢

桐
壺

(

２)｣

、
玄
陳
筆

｢

帚
木

(

３)｣
｢

関
屋

(

４)｣

、
玄
的
筆

｢

空
蝉

(

５)｣

、
岡
本
主
水
筆

｢

夕
顔

(

６)｣
｢

若
紫

(

７)｣
｢

賢
木

(

８)｣
｢

明
石

(

９)｣
｢

澪
標

(
�)｣

｢
蓬
生

(

�)｣
｢

薄
雲

(

�)｣
｢

少
女

(

�)｣
｢

玉
鬘

(

�)｣
｢

橋
姫

(

�)｣
｢

手
習

(

�)｣

、
石
井
了
倶
筆

｢

末
摘
花

(

�)｣

、

西
山
宗
因
筆

｢

紅
葉
賀

(

	)｣
｢

宿
木

(


)｣

、
左
馬
助
筆

｢
花
宴

(

�)｣

、
東
寺
観
智
院
筆

｢

葵

(

�)｣

、
北
左
平
次
行
生
筆

｢

花
散
里

(

)｣

、
大
鳥
居
信
岩

筆

｢

須
磨

(

�)｣

、
宗
琢
筆

｢

絵
合

(

�)｣

、
玄
仍
息
女
筆

｢
松
風

(
�)｣
、
伴
与
九
郎
紀
金
筆

｢

朝
顔

(

�)｣

、
昌
俔
筆

｢

初
音

(

�)｣

、
八
幡
田
中
殿
筆

｢

胡

蝶

(

�)｣

は
既
に
解
題
を
付
し
翻
刻
し
た
。

二
、
宗
具

『

狭
衣
物
語
下
紐』

に
宗
具
本
と
呼
ば
れ
る
写
本
が
あ
る
。
押
小
路
家
旧
蔵
で
、
現
在
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
。
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そ
の
奥
書
に
は
、

右
抄
、
法
眼

(

紹
巴)

述
作
之
時
分
、
相
伝
也
□
此
物
語
義
理
之
濫
觴
歟
、
尤
可
仰
可
信
、
後
年
奥
書
与
嫡
子
者
也
、
慶
長
己

亥
林
鍾
中
旬

宗
具

と
記
さ
れ
て
お
り
、
宗
具
が
嫡
子
に
残
す
た
め
に
書
写
し
た
本
で
あ
る
と
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
あ
る

｢

慶
長
己
亥
林
鍾
中
旬｣

は
、
慶
長
四
年

(

一
五
九
九)

六
月
中
旬
で
あ
り
、『

狭
衣
物
語
下
紐』

を
著
し
た
紹
巴
が
存
命
中
の
年
号
で
、
こ
の
写
本
を
書
写

し
た
宗
具
が
、
紹
巴
と
同
時
代
人
で
あ
る
と
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
紹
巴
が
出
座
し
た
幾
つ
か
の
連
歌
会
に
宗
具
も
名
を
連
ね
て
い
る

点
か
ら
も
首
肯
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
連
衆
と
し
て
紹
巴
と
一
座
し
て
い
る
宗
具
と
、『

狭
衣
物
語
下
紐』

の
書
写
者
の
宗
具
は
同
一
人
物
と
し
た
上
で
、

宗
具
と
い
う
人
物
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
上
野
英
子
氏

(

�)

と
川
崎
佐
知
子
氏

(

�)

に
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
上
野
氏
は
、

宗
具
は
儒
医
と
し
て
加
藤
清
正
に
仕
え
た
江
村
専
斎

(

永
禄
八
年
〜
寛
文
四
年)

の
号
。
和
歌
を
よ
く
し
、
細
川
幽
斎
や
木
下

長
嘯
子
と
も
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う
。

と
述
べ
、
川
崎
氏
は
、

奈
良
連
歌
師
宗
具
を
、
加
藤
清
正
に
仕
え
た
江
村
専
斎

(

諱
宗
具)

と
同
一
人
物
と
す
る
説
が
あ
る
。
活
躍
時
期
は
ほ
ぼ
重
な

る
が
、(

中
略)

宗
具
の
奈
良
で
の
軌
跡
を
勘
案
す
れ
ば
、
同
名
の
別
人
物
と
と
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

と
い
う
よ
う
に
、
宗
具
に
江
村
専
斎
を
当
て
る
か
ど
う
か
で
意
見
が
わ
か
れ
る
。
川
崎
氏
は
ま
た
宗
具
に
つ
い
て

｢

活
動
の
実
態
は

未
分
明｣

と
も
記
し
、
木
藤
才
蔵
氏

(

�)

が
、

明
翰
抄
に
興
福
寺
と
注
記
の
あ
る
宗
具
も
、
天
正
十
二
年
十
月
十
二
日
に
、
順
慶
追
善
法
文
連
歌
を
張
行
し
て
い
る
竹
田
宗
具

と
同
一
人
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
。
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と
述
べ
る
よ
う
に
、
宗
具
と
い
う
人
物
の
特
定
に
は
、
問
題
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
川
崎
氏
や
木
藤
氏
の
引
用

文
に
あ
る

『

明
翰
抄

(

�)』
『

顕
伝
明
名
録

(

�)』

な
ど
の
史
料
や
連
歌
会
の
記
録
等
を
具
体
的
に
掲
げ
て
、
蛍
巻
の
書
写
者
で
あ
る
宗
具
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

連
歌
師
と
し
て
の
宗
具
と
い
う
名
前
は
、
先
ず

『

明
翰
抄』

第
四
十
二

｢

奈
良
連
歌
師｣

の
中
に
見
ら
れ
る
。

宗
具

興
福
寺
成
林
坊

こ
れ
と
同
じ
記
載
は

『

顕
伝
明
名
録』

下
に
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
同
名
の
も
う
一
人
の
人
物
も
記
し
て
い
る
。

宗
具

興
福
寺
成
林
坊

(

波

(

�))

一
乗
院
坊
官

二
人
目
の
宗
具
の
注
記
に
あ
る

｢
一
乗
院｣

は
興
福
寺
の
子
院
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

『

顕
伝
明
名
録』

に
は
、
宗
具
と
し
て
興
福

寺
に
関
係
す
る
二
人
の
人
物
を
載
せ
る
。

ま
た
、『

近
世
畸
人
伝

(

�)』
｢

江
村
専
斎｣
に
は
、

専
斎
は
江
村
氏
、
諱
宗
具
、
倚
松
庵
と
号
せ
る
は
、
そ
の
庭
に
古
松
拾
余
株
あ
り
け
る
故
な
り
。
祖
、
栄
基
は
備
前
三
ツ
石
の

城
主
に
し
て
、
落
城
の
後
京
に
登
り
、
宗
具
に
及
ぶ
ま
で
、
新
在
家
と
い
ふ
街
に
住
り
。
父
既
在
は
和
歌
連
歌
を
好
み
、
殊
に

聞
香
の
伎
に
名
あ
り
。
宗
具
初
て
学
業
に
こ
ゝ
ろ
ざ
し
、
か
ね
て
医
を
学
ぶ
。
始
加
藤
肥
後
侯

(

清
正
朝
臣
也
。)

に
仕
へ
、

の
ち
森
美
作
侯
に
仕
ふ
。
さ
れ
ど
も
身
は
京
に
住
り
。
寿
百
歳
を
た
も
ち
け
れ
ば
、
後
水
尾
上
皇
仙
洞
に
召
て
、
修
養
の
法
を

勅
問
あ
り
し
に
、
奏
す
ら
く
、
平
生
唯
一
の
些
の
字
を
持
す
。
食
を
喫
も
些
、
食
欲
を
節
に
す
る
も
亦
些
、
養
生
も
ま
た
些
、

此
外
に
別
の
術
な
し
と
。
帝
大
に
感
じ
思
召
て
、
鳩
杖
、
銀
、
絹
、
茶
、
酒
な
ど
を
さ
へ
下
し
賜
し
と
か
や
。(

此
一
条
は
東

涯
の
盍
簪
録
に
出
。)

そ
の
年
の
九
月
、
彼
庭
の
松
の
も
と
に
、
松
覃
数
茎
を
生
ず
。
奇
異
の
こ
と
な
り
と
人
も
て
は
や
し
ぬ
。
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寛
文
四
年
、
百
歳
に
充
る
元
日
に
口
号
の
詩
歌
あ
り
。

も
ゝ
と
せ
も
猶
あ
き
た
ら
ず
行
末
を
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
ぞ
物
笑
ひ
な
る

と
い
へ
る
が
、
中
に
は
ま
さ
り
た
ら
ん
と
ぞ
。
此
翁
の
話
を
書
し
老
人
雑
話
と
い
へ
る
あ
り
。
お
も
し
ろ
き
昔
が
た
り
な
り
。

と
記
さ
れ

｢
諱
宗
具｣

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
専
斎
の
生
涯
は

｢

寛
文
四
年
、
百
歳｣

と
あ
り
、
永
禄
八
年

(

一
五
六
五)

か
ら
、

寛
文
四
年

(
一
六
六
四)

九
月
二
十
六
日
と
わ
か
る
。
没
年
の
月
日
は
、『

京
都
名
家
墳
墓
録

(

�)』

第
二
編
に
、

江
村
専
斎
、
宗
貝
又
以
倚
／
松
名
菴
、
寛
文
甲
辰
九
月
／
二
十
六
日
卒
壽
一
百

と
い
う
京
都
岡
崎
の
善
正
寺
に
あ
る
墓
碑
に
よ
る
。
こ
こ
に
あ
る

｢

宗
貝｣

は

｢

宗
具｣

の
誤
記
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
宗
具
に
関
す
る
四
つ
の
史
料
を
掲
げ
た
。
そ
こ
か
ら
は
、

①

興
福
寺
成
林
坊

『

明
翰
抄』
『

顕
伝
明
名
録』

②

一
乗
院
坊
官

『

顕
伝
明
名
録』

③

江
村
専
斎

『

近
世
畸
人
伝』

『
京
都
名
家
墳
墓
録』

三
人
の
宗
具
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
①
と
②
の
人
物
は

『

顕
伝
明
名
録』

が
併
記
し
て
い
る
点
か
ら
、
言
う
ま
で
も
な
く
別
人
で
あ

る
が
、
③
の
江
村
専
斎
に
つ
い
て
は
、
宗
具
本
の
書
写
者
と
し
て
①
と
同
一
人
物
と
す
る
と
い
う
見
解
を
、
上
野
氏
は
示
し
て
い
る

が
、
京
都
と
奈
良
と
い
う
居
所
の
違
い
や
、
専
斎
に
つ
い
て
記
し
た

『

近
世
畸
人
伝』

や
、
後
に
触
れ
る
が
専
斎
の
回
顧
談
で
も
あ

る

『

老
人
雑
話

(

�)』

に
奈
良
に
関
す
る
記
述
が
な
い
点
か
ら
川
崎
氏
と
同
様
、
別
人
と
考
え
て
お
き
た
い
。

こ
こ
ま
で
宗
具
の
伝
記
に
関
す
る
史
料
な
ど
を
列
記
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
次
に
連
歌
会
に
出
座
し
て
い
る
宗
具
を
見
て
み

た
い
。『

連
歌
総
目
録

(

�)』

に
よ
る
と
宗
具
が
連
衆
と
な
っ
て
い
る
連
歌
会
は
二
十
一
あ
り
、
年
月
日
と
連
衆
と
な
っ
て
い
る
人
物
を

先
ず
掲
げ
て
お
き
た
い
。
網
か
け
に
な
っ
て
い
る
人
物
は
、
奈
良
の
連
歌
関
係
者
で
あ
る
。
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①

天
正

九
年
十
二
月

一
日

紹
巴
・
和
忠
・
心
前
・
覚
祐
・
玄
桂
・
祐
範
・
円
専
・
宗
杜
・
宗
具
・
有
俊
・
為
政
・
清
政
・

重
朝

②

天
正

十
年
十
二
月

六
日

昌
叱
・
和
忠
・
紹
巴
・
覚
祐
・
心
前
・
松

(

豊
大
閣)

・
江
三
位
・
慶
尊
・
祐
範
・
有
俊
・

宗
具
・
為
政
・
於
次

③

天
正
十
二
年

十
月

十
二
日

紹
巴
・
昌
叱
・
心
前
・
宗
具
・
英
怙
・
紹
与
・
一
利
・
正
順
・
全
底
・
紹
清
・
能
札
・
道
為
・

宗
知
・
玄
仍

④

文
禄

五
年

一
月

十
六
日

菊
・
祐
範
朝
臣
・
楊
・
宗
仙
・
紹
九
・
宗
具
・
永
春
・
東
林
院
僧
正
・
覚
情
上
人
・
重
弘
・

元
知
・
寿
閑
・
能
成

⑤

慶
長

三
年

七
月
二
十
一
日

義
光
・
景
敏
・
昌
叱
・
友
益
・
能
札
・
光
高
・
竺
依
・
喜
吽
・
久
安
・
了
以
・
宗
具
・
能
舜
・

滋
和
・
能
伯

⑥

慶
長

三
年

八
月

十
四
日

紹
巴
・
宗
治
・
玄
仍
・
紹
九
・
景
敏
・
宗
具
・
玄
佐
・
玄
仲
・
為
正
・
重
弘
・
慶
純
・
行
弘
・

玄
実

⑦

慶
長

四
年

九
月

十
八
日

紹
巴
法
眼
・
宗
具
・
菊
・
玄
仍
・
松
林
院
僧
都
・
祐
範
朝
臣
・
覚
情
上
人
・
元
知
・
有
俊
・

宗
治
・
玄
佐
・
重
弘
・
行
弘
・
幸
治

⑧

慶
長

五
年

八
月

十
一
日

友
貞
・
宗
具
・
了
味
・
底
相
・
玄
与
・
了
倶
・
英
知
・
実
右
・
玄
春
・
清
杲
・
景
乗
・
林
□
・

玄
仲
・
紹
巴
・
玄
仍
・
令
・
能
円

⑨

慶
長

五
年
十
一
月

十
一
日

林
□
・
了
味
・
竺
依
・
宗
具
・
能
円
・
英
知
・
了
倶
・
底
相
・
玄
与
・
友
直
・
清
杲
・
令
・
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玄
仍
・
友
省
・
紹
巴
・
実
右

⑩

慶
長

五
年
十
二
月
二
十
三
日

紹
巴
・
他
阿
上
人
・
教
山
上
人
・
果
空
上
人
・
昌
叱
・
玄
仍
・
昌
琢
・
友
益
・
玄
仲
・
慶
純
・

梅
松
・
助
慶
・
宗
具
・
実
右

⑪

慶
長

六
年

二
月

三
日

楊
・
紹
意
・
祐
範
・
宗
具
・
永
俊
・
元
知
・
為
正
・
玄
左
・
宗
冶
・
成
政

⑫

慶
長

九
年

四
月
二
十
四
日

昌
茂
・
昌
琢
・
生
・
玄
仍
・
喬
・
禅
高
・
芳
・
玄
仲
・
紹
景
・
宗
具
・
貞
繁
・
景
次
・
玄
常

⑬

慶
長
十
二
年

六
月

十
二
日

紹
意
・
貞
次
・
楊
・
祐
範
朝
臣
・
松
林
院
法
印
・
宗
具
・
重
・
元
知
・
永
春
・
清
玄

⑭

慶
長
十
五
年

八
月
二
十
四
日

英
滋
・
宗
通
・
英
知
・
禅
昌
・
能
札
・
宗
順
・
喬
・
芳
・
了
倶
・
宗
先
・
宗
具
・
慶
純
・
玄

岑
・
玄
陳
・
既
在
・
元
通
・
昌
□
・
昌
琢
・
宣
滋

⑮

慶
長
十
六
年
十
一
月

親
政
・
来
祐
・
宗
吟
・
宗
具
・
宗
伝
・
宗
純
・
宗
徳
・
三
次

⑯

寛
永

六
年

二
月
二
十
二
日

昌
琢
・
正
方

(

加
藤
右
馬
殿)

・
玄
仲
・
道
白

(

天
野
佐
左
衛
門)

・
宗
具
・
能
柏
・
能
泉
・

賞
白
・
吉
真
・
能
喜
・
昌
悦
・
犬
公

⑰

寛
永

六
年
閏
二
月

二
日

玄
仲
・
正
方
・
昌
琢
・
頼
立
・
昌
俊(

佐
川
喜
六)

・
宗
具
・
賞
白
・
能
柏
・
昌
悦
・
吉
真
・

道
哲
・
犬
公

⑱

年
月
日
不
明

昌
叱
・
宗
具
・
紹
巴
・
松(

松
林
院
殿)

・
覚
祐
・
心
前
・
江
三
位
・
兼
如
・
祐
範
・
慶
尊
・

宗
治
・
円
専
・
有
俊
・
和
忠
・
宗
慶
・
定
直

⑲

年
月
日
不
明

宗
仙
・
紹
九
・
宗
具

⑳

年
月
日
不
明

菊
・
祐
範
朝
臣
・
宗
仙
・
紹
九
・
宗
具
・
永
春
・
東
林
院
僧
正
・
覚
情
上
人
・
重
弘
・
元
知
・

寿
閑
・
能
成

8



�

年
月
日
不
明

楊
・
覚
祐
・
宗
具
・
祐
範
・
正
珠

こ
の
連
歌
会
を
見
て
、
次
の
二
点
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
先
ず
、
概
観
す
る
と
網
か
け
に
な
っ
て
い
る
奈
良
連
歌
関
係
者
と
宗
具

の
同
座
が
、
年
代
の
早
い
時
期
の
連
歌
会
と
年
月
日
不
明
の
連
歌
会
に
多
い
と
わ
か
る
。
こ
の
奈
良
の
連
歌
関
係
者
の
多
く
は
、

『

明
翰
抄』
が

｢
奈
良
連
歌
師｣

と
し
て
列
挙
す
る
人
々
で
あ
り
、
前
掲
の
よ
う
に
宗
具
も
そ
の
中
に

｢

興
福
寺
成
林
坊｣

と
記
さ

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
一
つ
目
と
し
て
、
宗
具
の
連
歌
活
動
は
、
奈
良
の
連
歌
関
係
者
の
中
で
な
さ
れ
て
い
る
状
況
が
如
実
に
わ
か
る

点
を
捉
え
て
お
き
た
い
。

そ
れ
に
関
連
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
連
歌
会
で
宗
具
と
同
座
し
た
回
数
の
最
も
多
い
連
衆
と
し
て
、
奈
良
連
歌
関
係
者
の
祐
範
が
い

る
。
宗
具
と
の
同
座
の
回
数
を
三
回
以
下
は
省
略
し
て
、
多
い
順
に
並
べ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

九
回

紹
巴
・
祐
範

七
回

玄
仍
・
昌
琢

(

昌
琢
と
し
て
五
回
、
景
敏
と
し
て
二
回)

六
回

玄
仲

五
回

元
知
・
昌
叱

四
回

覚
祐
・
重
弘
・
紹
九
・
心
前
・
有
俊
・
楊

(
一
乗
院
尊
敬
法
親
王)

紹
巴
、
玄
仍
、
昌
琢
、
玄
仲
、
昌
叱
と
里
村
一
族
と
の
同
座
が
多
い
と
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、『

明
翰
抄』

｢

奈
良
連
歌
師｣

の
中
に
、｢

祐
範

若
宮
社
家｣

と
名
前
が
見
ら
れ
る
祐
範
と
の
九
回
の
同
座
が
看
過
で
き
な
い
。
祐
範
は

｢

若
宮
社
家｣

と
あ
る

よ
う
に
、
春
日
社
の
神
官
で
、
島
津
忠
夫
氏

(

�)

に
よ
る
と
、
生
没
年
未
詳
で
永
禄
か
ら
慶
長

(

一
五
五
八
〜
一
六
一
五)

に
活
動
し
た

紹
巴
の
門
人
で
あ
る
。
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こ
の
祐
範
と
宗
具
と
の
関
係
で
、
特
に
注
目
し
た
い
の
が
二
人
と
も

『

狭
衣
物
語
下
紐』

を
書
写
し
、
そ
の
二
つ
の
写
本
が
同
系

統
の
本
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
宗
具
本
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
提
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
祐
範
本
も
紹
巴
が
こ
の
注
釈
書
を

書
き
上
げ
た
後
の
早
い
時
期
に
写
し
た
本
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
宗
具
と
同
座
が
多
い
祐
範
が

『

狭
衣
物
語

下
紐』
を
書
写
し
、
そ
れ
が
同
系
統
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
宗
具
本
の
書
写
者
は
奈
良
連
歌
師
の

｢

興
福
寺
成
林
坊｣

の
宗
具
だ

と
い
う
確
認
が
で
き
る
。
そ
し
て
宗
具
は
祐
範
と
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
二
つ
目
の
留
意
点
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
宗
具
の
出
座
し
た
連
歌
会
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
先
の
史
料
等
も
含
め
、
一
応
、
宗
具
を
考
察
す
る
材
料
は
列
記
し

た
。
以
下
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
不
明
な
点
も
残
る
が
、
蛍
の
巻
の
書
写
者
の
宗
具
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
て
み
た
い
。

宗
具
の
書
写
に
か
か
る
蛍
の
巻
を
含
む
こ
の

『

源
氏
物
語』

揃
が
書
写
さ
れ
た
の
は
、
寛
永
四
年

(

一
六
二
七)

か
ら
六
年

(

一

六
二
九)

と
考
え
ら
れ

(

�)

、
そ
う
す
る
と
⑯
⑰
に
あ
る
寛
永
六
年

(

一
六
二
九)

の
連
歌
会
に
出
座
し
て
い
る
宗
具
は
、
年
代
的
に
蛍

の
巻
の
書
写
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

そ
の
⑯
⑰
の
連
歌
会
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
加
藤
正
方

(

�)

の
張
行
で
あ
っ
た
。
正
方
は
加
藤
清
正
を
支
え
続
け
た
可
重
が
父
で
あ

り
、
加
藤
家
の
重
臣
と
し
て
八
代
城
主
と
な
り
、
清
正
没
後
、
主
家
改
易
に
よ
り
牢
人
と
な
っ
た
。
西
山
宗
因
は
正
方
に
よ
っ
て
京

都
の
里
村
家
に
留
学
し
、
里
村
玄
的
は
改
易
後
に
正
方
に
従
い
江
戸
に
旅
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
里
村
家
の
人
々
と
も
親
し

い
人
物
で
あ
る
。

こ
の
加
藤
家
と
の
繋
が
り
で
い
え
ば
、
江
村
専
斎
も
前
に
掲
げ
た
、『

近
世
畸
人
伝』

の
中
に｢

始
加
藤
肥
後
侯(

清
正
朝
臣
也
。)

に
仕
へ
、｣

と
あ
り
、
専
斎
は
永
禄
八
年

(

一
五
六
五)

の
生
ま
れ
で
、
⑯
⑰
の
正
方
の
連
歌
会
が
催
さ
れ
た
寛
永
六
年

(

一
六
二

九)

に
は
、
六
十
五
歳
で
存
命
で
あ
る
。
そ
の
た
め
昌
琢
や
玄
仲
と
同
じ
く
江
戸
に
行
き
宗
具
と
し
て
名
を
連
ね
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
丁
度
こ
の
頃
、
蛍
の
巻
の
書
写
も
行
な
わ
れ
た
と
い
う
見
方
も
可
能
と
な
る
。
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更
に
、
こ
の

『

源
氏
物
語』

揃
の
書
写
作
業
は
、
昌
琢
を
中
心
と
し
た
里
村
家
の
主
導
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
、
専
斎
と
里
村

家
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
け
ば
、
専
斎
が
口
述
し
孫
の
伊
藤
坦
庵
が
筆
記
し
た

『

老
人
雑
話』

と
い
う
随
筆
の
冒
頭
近
い
部

分
に
、連

歌
師
の
次
第

昌
休

昌
叱

(

紹
巴
の
弟
子)

昌
琢

昌
程

紹
巴

(

昌
休
の
弟
子)

玄
仍

(

昌
叱
の
婿)

玄
的

と
い
う
里
村
家
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、『

近
世
畸
人
伝』

に
は
、

京
に
登
り
、
宗
具
に
及
ぶ
ま
で
、
新
在
家
と
い
ふ
街
に
住
り
。

と
い
う
宗
具
の
居
所
に
触
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
あ
る

｢

新
在
家｣

は
鈴
木
棠
三
氏

(

�)

が
、

新
座
池
と
も
書
く
。
烏
丸
通
と
東
洞
院
と
の
間
、
出
水
と
長
者
町
と
の
間
の
地
を
い
う
。
宗
祇
が
住
ん
で
以
来
連
歌
師
の
住
居

が
多
か
っ
た
。

と
記
す
、
現
在
の
京
都
市
上
京
区
の
地
名
で
あ
る
。｢

連
歌
師
の
住
居
が
多
か
っ
た
。｣

と
い
う
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
、
蛍
の
巻
の
二

つ
前
に
位
置
す
る
初
音
の
巻
を
書
写
し
た
、
昌
琢
の
弟
の
昌
俔
も
住
ん
で
い
た

(

�)

。
そ
う
す
る
と
、
宗
具
と
昌
俔
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ

た
と
い
う
推
察
も
可
能
と
な
る
。

こ
こ
ま
で
、
蛍
の
巻
が
書
写
さ
れ
た
頃
に
生
存
が
確
実
に
わ
か
る
人
物
と
い
う
観
点
か
ら
、
⑯
⑰
の
連
衆
で
あ
る
宗
具
と
江
村
専

斎
を
蛍
の
巻
の
書
写
者
と
想
定
し
て
考
え
て
み
た
が
、
⑯
⑰
の
連
衆
で
あ
る
宗
具
と
江
村
専
斎
が
別
人
で
あ
る
可
能
性
等
、
な
お
不

明
な
点
も
残
る
と
い
え
る
。

た
だ
、
蛍
の
巻
を
書
写
し
た
宗
具
は
、
も
う
一
つ
早
蕨
の
巻
の
書
写
も
担
っ
て
お
り
、｢

筆
功｣

と
い
う
書
写
専
門
家
の
岡
本
主
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水
を
除
け
ば
、
複
数
の
巻
の
書
写
を
担
当
す
る
人
物
が
少
な
い
中
に
あ
っ
て
、
二
つ
の
巻
の
書
写
を
担
当
で
き
た
宗
具
は
、
こ
の
書

写
作
業
を
主
導
し
た
里
村
家
に
何
ら
か
の
意
味
で
近
い
人
物
で
あ
っ
た
点
は
間
違
い
な
い
と
い
え
る
。

宗
具
の

｢

蛍｣

に
続
く

｢

常
夏｣

の
書
写
者
で
あ
る
石
井
了
倶
に
つ
い
て
は
、
既
に
翻
刻
し
た

｢

末
摘
花｣

も
了
倶
の
書
写
で
あ

り
、
以
前
、
そ
ち
ら
で
触
れ
た
の
で
省
略
す
る
。

三
、
能
舜
・
北
畠
殿
・
水
無
瀬
中
将
殿

『

奥
の
細
道』

の
旅
に
お
い
て
、
松
尾
芭
蕉
は
元
禄
二
年

(

一
六
八
九)

七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
小
松
に
滞
在
し
、

そ
の
時
、
梅
林
院

(

小
松
天
満
宮)
に
能
順
を
訪
問
し
た

(

�)

。
能
順
は
寛
永
五
年

(

一
六
二
八)

に
生
ま
れ
、
長
じ
て
連
歌
界
の
第
一

者
で
、
小
松
天
満
宮
の
初
代
別
当
に
も
な
り
、
京
都
と
小
松
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
芭
蕉
と
の
邂
逅
を
得
た
晩
年
は
小
松
在
住

で
、
同
所
で
没
し
墓
所
も
小
松
に
残
っ
て
い
る
。

こ
の
能
順
の
父
が

｢

野
分｣

の
書
写
者
、
能
舜
で
あ
る
。
棚
町
知
彌
氏

(

�)

が
翻
刻
し
た

『

能
順
自
筆
発
句
書
留

(

抄)』

の
中
に
、

元
禄
三
午
元
三

63
歳

能
舜
法
師
五
十
年
忌

｢

能
舜
五
十
回
忌｣

わ
か
身
こ
そ
古
き
形
見
の
忍
草

元
禄
十
三
庚
辰
年

73
歳
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八
月
八
日
亡
父
能
舜
大
徳
六
十
年
忌

し
た
ひ
み
る
程
や
雲
井
の
西
の
月

と
あ
り
、
能
順
の
父
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
そ
の
没
年
に
つ
い
て
同
氏
は

｢

六
十
年
忌
、
五
十
年
忌
よ
り
逆
算
す
れ
ば
寛
永
十
七
年

没
と
な
る
が
、
寛
永
十
九
年
春
ま
で
は
生
存｣

と
述
べ
る
。
没
年
に
つ
い
て
は

『

連
歌
総
目
録』

に
よ
る
と
、
能
舜
の
最
も
遅
い
年

代
が
わ
か
る
連
歌
会
の
記
録
は
、
寛
永
十
六
年

(

一
六
三
九)

一
月
二
十
八
日
の
百
韻
で
あ
り
、
や
は
り
、
寛
永
十
年
代
の
後
半
に

没
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の

｢

野
分｣

が
書
写
さ
れ
た
寛
永
四
年

(

一
六
二
七)

か
ら
寛
永
六
年

(

一
六
二
九)

頃
は
晩
年
に
あ
た
る
と
い
え
る
。

そ
の
頃
、
能
舜
が
出
座
し
た
連
歌
会
は
、

寛
永
三
年

(

一
六
二
六)
四
月
十
二
日

臨
江
斎
、
紹
巴
法
眼
、
廿
五
回
忌

懐
旧
百
韻

発
句

花
や
あ
は
れ
無
か
こ
と
葉
の
名
取
草

玄
仲
十
三
・
玄
的
九
・
玄
陳
九
・
昌
俔
十
・
慶
純
十
・
宗
順
九
・
了
倶
九
・
友
継
八
・
能
舜
八
・
吉
真
七
・
宣
滋
七
・
能
吉
一

の
み
で
あ
り
、
こ
の
連
歌
会
に
名
前
が
見
ら
れ
る
玄
仲
、
玄
的
、
玄
陳
、
昌
俔
、
宗
順
、
了
倶
は
、
こ
の

『

源
氏
物
語』

揃
の
書
写

者
で
も
あ
る
。

こ
の
能
舜
の
連
歌
活
動
に
つ
い
て
触
れ
れ
ば
、
最
も
早
い
連
歌
会
の
記
録
は
、
天
正
九
年

(

一
五
八
一)

四
月
一
日
で
あ
り
、
こ

れ
以
降
、
幾
つ
か
の
連
歌
会
に
出
座
し
て
、
前
出
の
寛
永
十
六
年(
一
六
三
九)

一
月
二
十
八
日
の
百
韻
が
最
も
遅
い
記
録
と
な
る
。

こ
の
間
、
五
十
八
年
、
こ
の
年
数
か
ら
没
年
齢
は
恐
ら
く
七
十
歳
を
過
ぎ
て
い
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
能
舜
の
家
族
が
わ
か
る
記
述
も
あ
る
。『

加
能
俳
諧
史

(

�)』

に
は
、
子
息
能
順
の
菩
提
寺
で
あ
る
誓
円
寺
過
去
帳
の
抄
録
と
し

て
、
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浄
室
清
山
大
姉

元
禄
四
年

十
月

五
日
没

能
順
母

(

能
舜
妻)

雪
香
能
拝
大
徳

元
禄
四
年
十
二
月

六
日
没

能
順
兄

(

能
舜
子
息)

紫
光
清
雲
大
姉

元
禄
五
年

六
月
廿
三
日
没

能
順
姉

(

能
舜
子
女)

最
蓮
社
勝
誉
法
橋
能
順
大
徳

宝
永
三
年
十
一
月
廿
八
日
没

(

能
舜
子
息)

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
括
弧
内
は
、
能
舜
か
ら
見
た
関
係
を
補
足
し
て
お
い
た
。

と
こ
ろ
で

｢
野
分｣

の
書
写
を
担
当
し
た
能
舜
と
同
じ
く
、
こ
の

『

源
氏
物
語』

揃
の

『

筆
者
目
録』

に

｢

北
野
衆｣

と
注
記
が

あ
る
人
物
と
し
て
は
、｢
匂
宮｣

の
能
通
、｢

紅
梅｣

の
能
円
の
二
人
が
い
る
。
こ
の

｢

北
野
衆｣

の
三
人
が
担
当
し
て
い
る
巻
を
見

る
と
、
分
量
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
巻
の
書
写
者
と
し
て
抜
擢
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
北
野
社
関
係
者
の
三
人
の
中
の
最
年

長
者
が
能
舜
で
あ
り
、
残
り
の
二
人
が
書
写
し
た

｢

匂
宮｣

｢

紅
梅｣

に
先
立
つ

｢

野
分｣

の
書
写
者
に
選
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、｢

篝
火｣

の
書
写
者
で
あ
る
北
畠
殿
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。『

信
長
公
記

(

�)』

巻
二
に
あ
る
永
禄
十
二
年(

一
五
六
九)

の
記
述
に
、

十
月
四
日
、
大
河
内
の
城
、
滝
川
左
近
・
津
田
掃
部
両
人
に
相
渡
し
、
国
司
父
子
は
笠
木
・
坂
な
い
と
申
す
所
へ
退
城
候
な
り
。

然
間
、
田
丸
の
城
初
め
と
し
て
国
中
城
々
破
却
の
御
奉
行
万
方
へ
仰
付
け
ら
る
。

と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
織
田
信
長
の
伊
勢
進
攻
に
よ
り
、｢
国
司
父
子｣

の
北
畠
具
教
、
同
具
房
が
降
伏
し
開
城
し
た
様
子
を
記
し

て
い
る
。
こ
の
引
用
の
直
前
に
は
、｢

九
月
九
日
、(

中
略)
種
々
御
詫
言
候
て
、
信
長
公
の
御
二
男
お
茶
箋
へ
家
督
を
譲
り
申
さ
る

る
御
堅
約
に
て｣

と
あ
り
、
こ
の
約
束
に
よ
り
天
正
三
年

(

一
五
七
五)

具
房
は
、
信
長
の
次
男
信
雄
に
北
畠
の
家
督
を
譲
っ
た
。

そ
の
翌
年
、
具
教
、
具
房
は
信
長
の
策
謀
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
南
朝
の
名
臣
、
北
畠
親
房
の
流
れ
で
あ
る
北
畠
家
は
滅
亡
し
た
。

そ
の
北
畠
家
を
再
興
し
た
の
が
中
院
通
勝
の
二
男
、
親
顕
で
あ
る
。
遡
れ
ば
北
畠
家
は
中
院
家
の
別
れ
で
あ
り
、
本
流
か
ら
養
子
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を
迎
え
た
と
い
え
る
。『

公
�
補
任

(

�)』
(『

系
図
纂
要

(

�)』

も
参
考)

に
よ
っ
て
、
親
顕
の
主
な
経
歴
を
ま
と
め
年
譜
に
す
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。年

月

日

年
齢

事

項

慶
長

八
年

(

一
六
〇
三)

九
月
二
十
八
日

１

中
院
通
勝
の
二
男
と
し
て
誕
生
。

十
二
年

(

一
六
〇
七)

正
月

六
日

５

叙
爵
。

十
七
年

(

一
六
一
二)

十
二
月
二
十
八
日

10

元
服
、
昇
殿
。
侍
従
従
五
位
上
。

元
和

八
年

(
一
六
二
二)

正
月

十
一
日

20

左
中
将
。

寛
永

三
年

(

一
六
二
六)

八
月

十
二
日

24

正
四
位
下
。

四
年

(

一
六
二
七)

九
月
二
十
四
日

25

参
議
。
北
畠
流
相
続
。

七
年

(

一
六
三
〇)
八
月

三
日

28

没
。

こ
の
年
譜
に

｢

篝
火｣

が
書
写
さ
れ
た
寛
永
四
年

(

一
六
二
七)

か
ら
寛
永
六
年

(

一
六
二
九)

を
当
て
は
め
て
み
る
と
、
北
畠
家

を
相
続
し
、
参
議
に
補
せ
ら
れ
た
二
十
五
歳
か
ら
二
十
七
歳
の
間
と
な
る
。
連
歌
会
へ
の
出
座
も
確
認
で
き
ず
、
周
知
の
よ
う
に

『

源
氏
物
語』

で
最
も
短
い
巻
で
あ
る

｢

篝
火｣

の
書
写
者
へ
の
登
用
は
、｢

北
畠
殿｣

と
敬
称
が
付
さ
れ
て
い
る
通
り
、
公
�
で
あ

る
親
顕
が
書
写
者
に
加
わ
り
、
こ
の

『

源
氏
物
語』

揃
の
価
値
を
よ
り
高
め
る
と
い
う
意
味
合
い
が
濃
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
親
顕
の
父
、
中
院
通
勝
は

『

岷
江
入
楚』

を
著
し
た
高
名
な
源
氏
学
者
で
あ
り
、
中
院
を
相
続
し
た
実
兄
道
村
は
、
こ
の

書
写
が
行
な
わ
れ
た
頃
に
近
い
寛
永
元
年

(

一
六
二
四)

に
は
、
朝
廷
と
幕
府
の
連
絡
役
で
あ
る
武
家
伝
奏
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の

『

源
氏
物
語』

揃
が
徳
川
家
所
縁
の
品

(

�)

で
あ
っ
た
点
な
ど
も
勘
案
す
る
と
、
親
顕
の
書
写
へ
の
参
加
の
背
景
に
は
中
院
家

の
存
在
も
窺
え
る
の
で
あ
る
。

15



こ
の
北
畠
親
顕
と
同
様
、
堂
上
家
の
書
写
者
と
し
て
、｢

藤
袴｣

を
担
当
し
た

｢

水
無
瀬
中
将
殿｣

が
い
る
。｢

藤
袴｣

の
書
写
が

お
こ
な
わ
れ
た
寛
永
四
年

(

一
六
二
七)

か
ら
寛
永
六
年

(

一
六
二
九)

の
期
間
を
念
頭
に
お
い
て
考
え
る
と
、
水
無
瀬
家
で
こ
の

当
時

｢
中
将｣

で
あ
っ
た
の
は
、
兼
俊
で
あ
る
。

そ
の
兼
俊
の
主
な
経
歴
を

『

公
�
補
任

(

�)』
(『

系
図
纂
要

(

�)』

も
参
考)

に
よ
っ
て
年
譜
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

年

月

日

年
齢

事

項

文
禄

二
年

(

一
五
九
三)

九
月

一
日

１

水
無
瀬
氏
成
の
嫡
男
と
し
て
誕
生
。

慶
長

二
年

(
一
五
九
七)

正
月

五
日

５

叙
位
。

八
年

(

一
六
〇
三)

十
一
月
二
十
四
日

11

侍
従
。

十
九
年

(

一
六
一
四)

正
月

十
一
日

22

左
少
将
。

元
和

二
年

(

一
六
一
六)
正
月

十
一
日

24

左
中
将
。

寛
永

五
年

(

一
六
二
八)

正
月

六
日

36

非
参
議
、
従
三
位
。

慶
安

元
年

(

一
六
四
八)

十
二
月
二
十
二
日

56

権
中
納
言
、
従
二
位
。
翌
年
辞
退
す
る
。

明
暦

二
年

(

一
六
五
六)

正
月

一
日

64

没
。

こ
の
年
譜
か
ら
兼
俊
が

｢

藤
袴｣

の
書
写
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
寛
永
四
年

(

一
六
二
七)

か
ら
寛
永
六
年

(

一
六
二
九)

は
、

兼
俊
の
年
齢
で
は
、
三
十
五
歳
か
ら
三
十
七
歳
に
あ
た
り
、
左
中
将
や
兵
衛
督
で
あ
っ
た
頃
だ
と
い
え
る
。

ま
た
こ
の
時
期
の
兼
俊
の
連
歌
会
出
座
は
見
ら
れ
な
い
が
、
父
氏
成
は
、
幾
つ
か
の
連
歌
会
に
も
出
座
し
て
い
る
。
次
に｢

藤
袴｣

が
書
写
さ
れ
た
頃
を
含
む
寛
永
元
年

(

一
六
二
四)

か
ら
五
年

(

一
六
二
八)

ま
で
の
氏
成
が
出
座
し
た
連
歌
会
と
、
そ
こ
で
連
衆

と
な
っ
て
い
る
こ
の

『

源
氏
物
語』

揃
の
題
僉
を
書
い
た
八
条
宮
と
、
書
写
者
を
掲
げ
て
お
く
。
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こ
れ
を
見
る
と
、
殆
ど
が
八
条
宮
と
里
村
一
族
と
の
同
座
で
あ
り
、
こ
の
書
写
作
業
の
主
幹
に
当
た
る
人
々
と
の
交
流
が
窺
え
る
。

こ
の
父
、
氏
成
の
連
歌
会
に
お
け
る
繋
が
り
に
よ
っ
て
、
兼
俊
は

｢

藤
袴｣

の
書
写
者
と
な
り
、
前
出
の
北
畠
親
顕
と
共
に
、
こ
の

『

源
氏
物
語』

揃
の
書
写
者
に
堂
上
家
の
名
前
を
加
え
て
、
そ
の
価
値
を
高
め
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

四
、
本
文
の
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
等

こ
こ
で
は
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
等
に
着
目
し
て
、
今
回
翻
刻
し
た

｢

蛍｣
｢

常
夏｣

｢

篝
火｣

｢

野
分｣

｢

藤
袴｣

の
五
巻
に
お
け
る
そ

の
数
を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
参
考
の
た
め
、
以
前
調
査
し
た

｢

桐
壺｣

か
ら

｢

胡
蝶｣

に

｢

宿
木｣

｢

橋
姫｣

｢

手
習｣

を
加
え
た
表
も
掲
げ
た
。

17

年

月

日

氏
成

八
条

昌
琢

昌
俔

玄
陳

玄
的

宗
順

玄
仲

寛
永
三
年

(

一
六
二
六)

三
月

十
日

○

○

○

○

○

○

○

五
月

四
日

○

○

○

十
月

九
日

○

○

○

○

○

○

四
年

(
一
六
二
七)

一
月
二
十
一
日

○

○

○

○

三
月

○

○

○

○

○

○

五
年

(

一
六
二
八)

八
月

十
日

○

○

○

○

○

○

九
月

○

○

○

○

六
年

(

一
六
二
九)

十
月

九
日

○

○

○

○

○



18

巻

蛍

常
夏

篝
火

野
分

藤
袴

書
写
者

宗
具

了
倶

親
顕

能
舜

兼
俊

ミ
セ
ケ
チ

36

20

１

18

０

補
入

49

28

5

24

０

傍
書

24

７

8

９

０

合
点

１

17

2

４

０

朱
点

38

20

０

21

０

総
計

148

92

16

76

０

巻

桐
壺

帚
木

空
蝉

夕
顔

若
紫

末
摘
花

紅
葉
賀

花
宴

葵

書
写
者

昌
琢

玄
陳

玄
的

岡
本
主
水

岡
本
主
水

了
倶

宗
因

左
馬
助

観
智
院

ミ
セ
ケ
チ

２

０

０

76

70

２

48

７

４

補

入

７

０

１

48

49

０

29

３

４

傍

書

０

２

０

２

10

１

４

１

８

合

点

１

０

０

14

14

０

７

10

３

朱

点

47

０

０

113

150

０

28

２

０

総

計

57

２

１

253

293

３

116

23

19

巻

賢
木

花
散
里

須
磨

明
石

澪
標

蓬
生

関
屋

絵
合

松
風

書
写
者

岡
本
主
水

行
生

信
岩

岡
本
主
水

岡
本
主
水

岡
本
主
水

玄
陳

宗
琢

玄
仍
息
女

ミ
セ
ケ
チ

94

２

34

79

55

71

４

51

４

補

入

55

２

33

40

17

28

５

26

０

傍

書

６

１

11

９

６

５

２

２

４

合

点

21

１

55

25

５

６

２

０

０

朱

点

59

４

84

99

64

14

６

30

０

総

計

235

10

217

252

147

124

17

109

８



今
回
翻
刻
し
た
五
巻
に
つ
い
て
見
る
と
、
最
終
丁
に

｢

一
校
了
・
兼
校
了｣

と
注
記
の
あ
る
巻
は
な
い
。
ま
た
、｢

蛍｣
｢

常
夏｣

｢

野
分｣

は
、
分
量
と
し
は
同
程
度
の
長
さ
で
あ
る
が
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
の
総
数
を
見
る
と
宗
具
の
書
写
し
た

｢

蛍｣

に
特
に

多
い
と
い
え
る
。
更
に
、｢

常
夏｣
を
担
当
し
た
了
倶
は
、
表
で
わ
か
る
よ
う
に

｢

末
摘
花｣

も
書
写
し
て
い
る
が
、｢

末
摘
花｣

は

そ
の
総
数
が
三
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
今
回
の

｢

常
夏｣

の
総
数
は
九
十
二
で
あ
り
、
そ
の
数
が
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
特
に
目
を
引
く
の
が
氏
成
が
書
写
し
た

｢
藤
袴｣

に
は
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
が
全
く
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
に
つ
い
て
の
見
解
や
結
論
は
、
や
は
り
、
す
べ
て
の
巻
の
調
査
の
後
、
ま
た
、
更
に
多
く
の
巻
の
傾

向
を
把
握
し
た
後
に
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
氏
成
が
書
写
し
た

｢

藤
袴｣

に
は
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
が
存
在
せ
ず
、
了
倶
の
担

当
し
た
二
つ
の
巻
に
お
い
て
、
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
等
の
数
が
大
き
く
違
う
と
い
う
現
状
の
認
定
に
留
め
て
お
き
た
い
。
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巻

薄
雲

朝
顔

少
女

玉
鬘

初
音

胡
蝶

橋
姫

宿
木

手
習

書
写
者

岡
本
主
水

紀
金

岡
本
主
水

岡
本
主
水

昌
俔

八
幡
田
中

岡
本
主
水

宗
因

岡
本
主
水

ミ
セ
ケ
チ

90

57

134

93

７

53

101

22

120

補

入

34

６

35

26

10

17

25

19

64

傍

書

２

４

５

13

６

９

17

12

11

合

点

15

11

13

８

14

４

10

０

18

朱

点

55

18

60

55

30

27

49

０

143

総

計

196

96

247

195

67

110

202

53

356



五
、
結
語

前
田
利
家
の
四
男
で
、
加
賀
藩
の
三
代
藩
主
利
光
が
能
舜
に
宛
て
た
書
簡

(

�)

が
小
松
天
満
宮
に
現
存
す
る
。
ま
た
、
元
和
八
年

(

一

六
二
二)
六
月
十
七
日
に
は
、
時
の
将
軍
徳
川
秀
忠
の
発
句
で
前
田
家
の
人
々
が
連
歌
を
興
行
し
た
際
、
能
舜
も
一
座
し
て
い
る
連

歌
会
の
記
録

(

�)

も
あ
る
。

元
和
八
年
六
月
十
七
日

賦
何
路
連
歌

涼
し
さ
の
こ
ゝ
ろ
の
松
や
千
代
の
陰

御

上

み
ど
り
そ
ひ
ゆ
く
門
の
わ
か
竹

利

光

さ
か
え
す
む
宿
は
い
ら
か
の
か
さ
な
り
て

龜

鶴

つ
く
る
や
ひ
ろ
き
み
ぎ
り
な
る
ら
ん

犬
千
代

友
鶴
の
な
れ
よ
る
池
の
水
き
よ
み

千

勝

い
は
ほ
づ
た
ひ
の
ひ
か
り
し
づ
け
し

宮

松

月
も
た
ゞ
色
に
や
な
び
く
を
田
の
原

御

萬

さ
か
り
し
ら
る
ゝ
は
な
の
萩
が
え

御
ふ
う

す
ゑ
も
猶
は
れ
ゆ
く
霧
の
ま
が
き
に
て

惣

代

こ
て
ふ
吹
き
た
つ
野
邊
の
あ
き
風

能

舜
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草
む
ら
の
下
も
え
や
ま
だ
あ
さ
か
ら
ん

久

悦

雪
の
こ
り
ぬ
る
み
ち
の
か
た
は
ら

能

運

(
下
略)

こ
の
連
歌
会
や
書
簡
に
よ
っ
て
、
能
舜
は
前
田
公
と
親
し
い
様
子
が
窺
え
る
。
そ
う
す
る
と
時
代
が
下
り
子
息
能
順
が
小
松
天
満
宮

の
初
代
別
当
と
し
て
、
加
賀
へ
来
る
素
地
は
、
既
に
父
の
代
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の

『
源
氏
物
語』

揃
の
書
写
者
で
あ
る
能
舜
が
前
田
公
に
繋
が
る
連
歌
師
で
あ
っ
た
点
は
、
石
井
了
倶
と
伊
達
家
、

西
山
宗
因
と
加
藤
家
、
大
鳥
居
信
岩
と
黒
田
家
と
い
う
書
写
者
の
背
景
に
は
有
力
大
名
が
い
る
と
い
う
図
式
に
前
田
家
も
加
わ
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
回
は
公
家
の
書
写
者
の
参
画
も
見
ら
れ
た
。｢

篝
火｣

の
書
写
者
、
北
畠
親
顕
は
参
議
で
あ
り
、
実
父
は
よ
く
知
ら

れ
た
源
氏
学
者
の
中
院
通
勝
で
あ
る
。
ま
た
、｢

藤
袴｣

の
書
写
者
、
水
無
瀬
兼
俊
は
、
権
中
納
言
で
あ
っ
た
父
の
氏
成
を
通
し
て
、

八
条
宮
や
後
水
尾
院
に
も
繋
が
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の

『

源
氏
物
語』

揃
の
書
写
者
を
通
し
て
、
今
回
も
寛
永
期
に

活
躍
し
た
多
彩
な
人
々
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

21



翻
刻
凡
例

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
仮
名
遣
は
原
本
通
り
と
し
た
が
、
異
体
字
・
略
体
字
は
通
行
の

字
体
に
改
め
た
。

一
、
和
歌
は
改
行
を
し
、
二
字
下
げ
と
し
た
。

一
、
ミ
セ
ケ
チ
は
文
字
の
中
央
に
棒
線
を
付
し
、
訂
正
文
字
は
右
に
記
し
た
。

一
、
本
文
の
傍
書
は
原
本
通
り
と
し
た
。

一
、
補
入
記
号
が
あ
る
場
合
は
該
当
箇
所
に

｢

○｣

を
付
し
、
補
入
文
字
は
右
に
記
し
た
。

一
、
漢
字
の
踊
字

｢

�
�｣
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
本
文
の
朱
点
は

｢

・｣

で
示
し
た
。

一
、
朱
合
点
は
、
傍
線
で
示
し
た
。
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(
ほ
た
る)

い
ま
は
か
く
お
も
�
�
し
き
ほ
と
に
よ
ろ
つ
の
と
や
か

に
お
ほ
し
し
つ
め
た
る
御
あ
り
さ
ま
な
れ
は
た
の
み

聞
え
さ
せ
給
へ
る
人
々
さ
ま
�
�
に
つ
け
て
み
な

お
も
ふ
さ
ま
に
さ
た
ま
り
た
ゝ
よ
は
し
か
ら
て
あ
ら

ま
ほ
し
く
て
す
く
し
給
・
ふ
た
い
の
ひ
め
君
こ
そ
い
と
お

し
く
お
も
ひ
の
ほ
か
な
る
思
ひ
そ
ひ
て
い
か
に
せ
ん

と
お
ほ
し
み
た
る
め
れ
か
の
け
ん
か
う
か
り
し
さ
ま
に

は
な
す
ら
ふ
へ
き
け
は
ひ
な
ら
ね
と
か
ゝ
る
す
ち

に
か
け
て
も
人
の
お
も
ひ
よ
り
き
こ
ゆ
へ
き
こ
と

な
ら
ね
は
心
ひ
と
つ
に
お
ほ
し
つ
ゝ
さ
ま
こ
と
に
う
と

１
オ

ま
し
と
思
ひ
聞
え
給
な
に
こ
と
を
も
お
ほ
し
し
り
に
た

る
御
よ
は
ひ
な
れ
は
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に
お
ほ
し
あ
つ

め
つ
ゝ
は
ゝ
君
の
お
は
せ
す
な
り
に
け
る
く
ち
お
し

さ
も
又
と
り
か
へ
し
お
し
く
か
な
し
く
お
ほ
ゆ
お

と
ゝ
も
う
ち
い
て
そ
め
給
て
は
中
�
�
く
る
し
く

お
ほ
せ
と
人
め
を
は
ゝ
か
り
給
ひ
つ
ゝ
は
か
な
き
こ
と

を
も
え
聞
え
給
は
す
く
る
し
く
も
お
ほ
さ
る
ゝ
ま
ゝ

に
し
け
く
わ
た
り
給
ひ
つ
ゝ
お
ま
へ
の
人
と
を
く

の
と
や
か
な
る
お
り
は
た
ゝ
な
ら
す
け
し
き
は
み
聞
え

給
こ
と
に
む
ね
つ
ふ
れ
つ
ゝ
け
さ
や
か
に
は
し
た
な
く

１
ウ

聞
ゆ
へ
き
に
は
あ
ら
ね
は
た
ゝ
み
し
ら
ぬ
さ
ま
に

も
て
な
し
き
こ
え
給
人
さ
ま
の
わ
ら
ゝ
か
に
け
ち

か
く
も
の
し
給
へ
は
い
た
く
ま
め
た
ち
心
し

給
へ
と
猶
を
か
し
く
あ
い
き
や
う
つ
き
た
る
け

は
ひ
の
み
み
え
給
へ
は
兵
部
�
○の

宮
な
と
は
ま
め
や
か
に

せ
め
き
こ
え
給
御
ら
う
の
ほ
と
は
い
く
は
く
な
ら
ぬ
に

さ
み
た
れ
に
な
り
ぬ
る
う
れ
へ
を
し
給
て
す
こ
し

け
ち
か
き
ほ
と
を
た
に
ゆ
る
し
給
は
ゝ
お
も
ふ
こ
と

を
も
か
た
は
し
は
る
け
て
し
か
な
と
聞
え
給
へ
る
を

殿
こ
覧
し
て
な
に
か
は
こ
の
君
た
ち
の
す
き
給

２
オ
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は
ん
は
み
と
こ
ろ
○も

イ

あ
り
な
ん
か
し
も
て
は
な
れ
て
な

聞
え
給
ひ
そ
と
を
し
へ
て
御
か
へ
り
と
き
�
�

き
こ
え
給
へ
と
の
た
ま
へ
と
い
と
ゝ
う
た
て
覚
え

給
へ
は
み
た
り
心
ち
あ
し
○く
イ

と
て
き
こ
え
給
は
す

人
々
も
こ
と
に
や
ん
こ
と
な
く
よ
せ
お
も
き
な
と
も
お

さ
�
�
な
し
た
ゝ
は
ゝ
君
の
御
お
ち
な
り
け
る
宰
相

は
か
り
の
人
の
む
す
め
に
て
心
は
せ
な
と
く
ち
お
し

か
ら
ぬ
か
よ
に
を
と
ろ
へ
残
り
た
る
を
た
つ
ね
と

り
給
へ
る
そ
さ
い
将
の
君
と
て
手
な
と
も
よ
ろ
し

く
か
き
大
か
た
も
お
と
な
ひ
た
る
人
な
れ
は
さ
る

２
ウ

へ
き
お
り
�
�
の
御
か
へ
り
な
と
か
ゝ
せ
給
へ
は
め
し

い
て
ゝ
こ
と
葉
な
と
の
給
て
か
ゝ
せ
給
・
も
の
な
と
の

給
さ
ま
を
ゆ
か
し
と
お
ほ
す
な
る
へ
し
・
さ
う
し

み
は
か
く
う
た
て
あ
る
も
の
な
け
か
し
さ
の
ゝ
ち

は
こ
の
宮
な
と
あ
は
れ
け
に
聞
え
給
と
き
は
す

こ
し
み
い
れ
給
と
き
も
あ
り
け
り
な
に
か
と
お

も
ふ
に
は
あ
ら
す
か
く
こ
ゝ
ろ
う
き
御
け
し
き
見
ぬ

わ
さ
も
か
な
と
さ
す
か
に
さ
れ
た
る
所
つ
き
て

お
ほ
し
け
り
・
と
の
は
あ
い
な
く
を
の
れ
心
け
さ
う
し

て
宮
を
待
聞
え
給
も
し
り
給
は
て
よ
ろ
し
き
御

３
オ

返
り
○の

あ
る
を
め
つ
ら
し
か
りく

イ

て
い
と
忍
や
か
に
○て

お

は
し
ま
し
た
り
つ
ま
戸
の
ま
に
御
し
と
ね
ま

い
ら
せ
て
御
几
丁
は
か
り
を
へ
た
て
に
て
ち
か
き

ほ
と
な
り
い
と
い
た
く
心
し
て
そ
ら
た
き
も
の
心

に
く
き
ほ
と
に
匂
は
し
て
つ
く
ろ
ひ
お
は
す
る
さ
ま

お
や
に
は
あ
ら
て
む
つ
か
し
き
さ
か
し
ら
人
の
さ
す

か
に
あ
は
れ
に
み
え
給
さ
い
将
の
君
な
と
も
人
の

御
い
ら
へ
聞
え
ん
こ
と
も
お
ほ
え
す
は
つ
か
し
く
て

ゐ
た
る
を
む
も
れ
た
り
と
ひ
き
つ
み
給
へ
は
い
と

わ
り
な
し
・
夕
や
み
す
き
て
お
ほ
つ
か
な
き
空

３
ウ

の
け
し
き
の
く
も
ら
は
し
き
に
う
ち
し
め
り
た
る

宮
の
御
け
は
ひ
も
い
と
え
ん
な
り
う
ち
よ
り

ほ
の
め
く
を
ひ
か
せ
も
い
と
ゝ
し
き
御
匂
ひ
の
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た
ち
そ
ひ
た
れ
は
い
と
ふ
か
く
か
ほ
り
み
ち
て

か
ね
て
お
ほ
し
ゝ
よ
り
も
お
か
し
き
御
け
は
ひ

を
心
と
ゝ
め
給
ひ
け
り
う
ち
い
て
ゝ
お
も
ふ
心
の
ほ
と
○を

の
た
ま
ひ
つ
ゝ
け
た
る
こ
と
の
葉
お
と
な
�
�
し
く

ひ
た
ふ
る
に
す
き
�
�
し
く
は
あ
ら
て
い
と
け
は
ひ

こ
と
な
り
お
と
ゝ
い
と
お
か
し
と
ほ
の
き
ゝ
お
は
す
姫

君
は
ひ
ん
か
し
お
も
て
に
ひ
き
い
り
て
お
ほ
と
の

４
オ

こ
も
り
に
け
る
を
さ
い
将
の
君
○の

御
せ
う
そ
こ
つ
た
へ

に
いゐ

さ
り
い
り
た
る
に
つ
け
て
い
と
あ
ま
り
あ

つ
か
は
し
き
御
も
て
な
し
な
り
よ
ろ
つ
の
事

さ
ま
に
し
た
か
ひ
てた
る
イこ

そ
め
や
す
け
れ
ひ
た
ふ
る
に

わ
か
ひ
給
ふ
へ
き
さ
ま
に
も
あ
ら
す
こ
の
宮
た
ち

を
さ
へ
さ
し
は
な
ち
た
る
人
つ
て
に
聞
え
給
ま
し

き
こ
と
な
り
か
し
御
こ
ゑ
こ
そ
お
し
み
給
ふ
と
も

す
こ
し
け
ち
か
く
た
に
こ
そ
な
と
い
さ
め
聞
え

給
へ
は
い
と
わ
り
な
く
て
こ
と
つ
け
て
も
は
ひ
い
り

給
ぬ
へ
き
御
こ
ゝ
ろ
は
へ
な
れ
は
と
さ
ま
か
う
さ
ま
に

４
ウ

わ
ひ
し
け
れ
は
す
へ
り
い
て
ゝ
も
や
の
き
は
な
る
み

き
丁
の
も
と
に
か
た
は
ら
ふ
し
給
へ
り
な
に
く
れ
と

こ
と
な
か
き
御
い
ら
へ
聞
え
給
ふ
こ
と
も
な
く
お
ほ
し

や
す
ら
ふ
に
よ
り
給
て
御
几
張
の
か
た
ひ
ら
をを
イ

ひ
と
へ
う
ち
か
け
給
ふ
に
あ
は
せ
て
さ
と
ひ
か
る

も
の
し
そ
く
を
さ
し
出
た
る
か
と
あ
き
れ
た
り
蛍

を
う
す
き
か
た
に
こ
の
夕
つ
か
た
い
と
お
ほ
く
つ
ゝ
み

を
き
て
ひ
か
り
を
つ
ゝ
み
か
く
し
給
へ
り
け
る
を

さ
り
け
な
く
と
か
く
ひ
き
つ
く
ろ
ふ
や
う
に
て

俄
に
か
く
け
ち
え
ん
に
ひ
か
れ
る
に
あ
さ
ま
し

５
オ

く
て
あ
ふ
き
を
さく

し
か
さ
し
給
へ
る
か
た
は
ら
め
い
と

お
か
し
け
な
り
お
と
ろ
�
�
か
イ

し
き
ひ
か
り
み
え
は
宮

も
の
そ
き
給
な
ん
わ
か
む
す
め
と
お
ほ
す
は
か
り
の

お
ほ
え
に
か
く
ま
て
の
給
な
め
り
人
さ
ま
か
た

ち
な
と
い
と
か
く
し
も
く
し
た
ら
ん
と
は
え
を
し

は
か
り
給
は
し
い
と
よ
く
す
き
給
ぬ
へ
き
心を
イ

ま
と
は
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さ
ん
と
か
ま
へ
あ
り
き
給
な
り
け
り
ま
こ
と
の
わ
か

姫
君
を
は
か
く
し
も
ゝ
て
○い
て

さ
は
き
給
は
し
○

か
し
イ

う
た
て

あ
る
御
心
な
り
け
り
こ
と
か
た
よ
り
や
を
ら
す

へ
り
出
て
わ
た
り
給
ひ
ぬ
・
宮
は
人
の
お
は
す
る

５
ウ

ほ
と
さ
は
か
り
と
を
し
は
か
り
給
か
す
こ
し
け
ち
か

き
○御

け
は
ひ
す
る
に
御
心
と
き
め
き
せ
ら
れ
給
て

え
な
ら
ぬ
う
す
も
の
ゝ
か
た
ひ
ら
の
ひ
ま
よ
り

み
い
れ
給
へ
る
に
ひ
と
ま
は
か
り
へ
た
て
た
る
見
わ
た

し
に
か
く
お
ほ
え
な
き
ひ
か
り
の
う
ち
ほ
の
め
く
を
お

か
し
と
見
給
ほ
と
も
な
く
ま
き
ら
は
し
て
か
く
し
つ

さ
れ
と
ほ
の
か
な
る
ひ
か
り
え
ん
な
る
こ
と
の
つ
ま
に
も

し
つ
へ
く
み
ゆ
ほ
の
か
な
れ
と
そ
ひ
や
か
に
ふ
し

給
へ
り
つ
る
や
う
た
い
の
を
か
し
か
り
つ
る
を
あ
か
す

お
ほ
し
て
け
に
あ
の
こ
と
御
心
に
し
み
○
に
イ
無
け
り

６
オ

な
く
こ
ゑ
も
聞
え
ぬ
む
し
の
思
ひ
た
に
人
の

け
つ
に
は
き
ゆ
る
も
の
か
は
お
も
ひ
し
り
給
ぬ
や
と
き

こ
え
給
か
や
う
の
御
返
し
を
お
も
ひ
ま
は
さ
ん
も
ね
ち

け
た
れ
は
と
き
は
か
り
を
そ

こ
ゑ
は
せ
て
身
を
の
み
こ
か
す
ほ
た
る
こ
そ
い
ふ

よ
り
ま
さ
る
思
ひ
な
る
ら
め
な
と
は
か
な
く
き
こ
え

な
し
て
御
み
つ
か
ら
は
ひ
き
い
り
給
に
け
れ
は
い
と
は
る

か
に
も
て
な
し
給
う
れ
は
し
さ
を
い
み
し
う
う
ら
み

聞
え
給
す
き
�
�
し
き
や
う
な
れ
は
ゐ
立
給ひ

も
あ
か
さ
て

軒
の
雫
も
く
る
し
さ
に
ぬ
れ
�
�
夜
ふ
か
く
い
て

６
ウ

給
ぬ
ほ
と
○と

き
す
○

な
と
イ
無か

な
ら
す
う
ち
啼
け
ん
か
し
う
る
さ

け
れ
は
こ
そ
き
ゝ
も
と
ゝ
め
ね
・
御
け
は
ひ
な
と
の
な
ま

め
か
し
さ
は
い
と
よ
く
お
と
ゝ
の
君
に
に
た
て
ま
つ
り

給
へ
り
と
人
々
も
め
て
聞
ゆ
え
け
り

・
よ
へ
い
と
め
お
や
た
ち

て
つ
く
ろ
ひ
給
ひ
し
御
け
は
心
は
へ
イ

ひ
を
う
ち
�
�
は
し
ら
て

哀
に
か
た
し
け
な
し
と
み
な
い
ふ
・
ひ
め
君
は
か
く

さ
す
か
な
る
御
け
し
き
を
わ
か
み
つ
か
ら
の
う
さ
そ

か
し
お
や
な
と
に
し
ら
れ
奉
るり

よ
の
人
め
き
た
る
さ

ま
に
て
か
や
う
な
る
御
心
は
へ
な
ら
ま
し
か
は
な
と
か
は
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い
と
に
け
な
く
も
あ
ら
ま
し
人
に
に
ぬ
あ
り
さ
ま
こ
そ

７
オ

つ
ゐ
に
世
か
た
り
に
や
な
ら
ん
と
お
き
ふ
し
お
ほ
し
な

や
む
・
さ
る
は
ま
こ
と
に
ゆ
か
し
け
な
き
さ
ま
に
は

も
て
な
し
は
て
し
と
お
と
ゝ
は
お
ほ
し
け
り
猶
さ
る

御
こ
ゝ
ろ
く
せ
な
れ
は
中
宮
な
と
も
い
と
う
る
は
し
く
や

は
思
ひ
聞
え
給
へ
る
こ
と
に
ふ
れ
つ
ゝ
た
ゝ
な
ら
す
き

こ
え
う
こ
か
し
○
な
と
し

給
へ
と
や
ん
こ
と
な
き
か
た
の
を
よ
ひ
な

きさ

に
わ
つ
ら
は
し
く
て
お
り
た
ち
あ
ら
は
し
き
こ
え

給
は
ぬ
を
こ
の
君
は
人
の
御
さ
ま
も
け
ち
か
く
い
ま
め

き
た
る
に
を
の
つ
か
ら
お
も
ひ
忍
ひ
か
た
き
○
に
イ
無

お
り
�
�

人
見
奉
り
つ
け
は
う
た
か
ひ
を
ひ
ぬ
へ
き
御
も
て
な
し

７
ウ

な
と
○は

う
ち
ま
し
る
わ
さ
な
れ
と
あ
り
か
た
く
お
ほ
し

か
へ
し
つ
ゝ
さ
す
か
な
る
御
中
な
り
け
り
・
五
日

に
は
馬
は
の
お
と
ゝ
に
出
給
け
る
つ
い
て
に
わ
た
り

給
へ
り
い
か
に
そ
や
宮
は
よ
や
ふ
か
し
給
ひ
し
い
た

く
も
な
ら
し
き
こ
え
し
わ
つ
ら
は
し
き
け
そ
ひ
給

へ
る
人
そ
や
人
の
心
や
ふ
り
も
の
ゝ
あ
や
ま
ち
す

ま
し
き
人
は
か
た
く
こ
そ
あ
れり

け
れ
な
と
い
け
み
こ
ろ

し
み
い
ま
し
め
お
は
す
る
御
さ
ま
つ
き
せ
す
わ
か
く

き
よ
け
に
み
え
給ふ

つ
や
も
色
も
こ
ほ
る
は
か
り
な
る

御
そ
に
○
う
す
き
イな

を
し
は
か
な
く
か
さ
な
れ
る
あ
は
ひ
も
い

８
オ

つ
こ
に
く
は
ゝ
れ
る
き
よ
ら
に
か
あ
ら
ん
こ
の
よ
の
人

の
そ
め
い
た
し
た
る
と
み
え
す
つ
ね
の
色
も
か
へ
ぬ

あ
や
め
も
け
ふ
は
め
つ
ら
か
に
お
か
し
う
お
ほ
ゆ
る

か
ほ
り
な
と
も
お
も
ふ
こ
と
な
く
は
お
か
し
か
り
ぬ
へ
き

御
あ
り
さ
ま
か
な
と
姫
君
は
お
ほ
す
・
宮
よ
り
御
ふ
み

あ
り
白
き
う
す
や
う
に
て
御
手
は
い
と
よ
し
あ
り

て
か
き
な
し
給
へ
り
み
る
ほ
と
こ
そ
お
か
し
か
り

け
れ
ま
ね
ひ
い
つ
れ
は
こ
と
な
る
こ
と
な
し
や

け
ふ
さ
へ
や
ひ
く
人
も
な
き
み
か
く
れ
に

お
ふ
る
あ
や
め
の
ね
の
み
な
か
れ
ん
た
め
し
に
も
ひ

８
ウ

き
い
て
つ
へ
き
ね
に
結
ひ
つ
け
給
へ
れ
は
け
ふ
の
御
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か
へ
り
な
と
そ
ゝ
の
か
し
聞
ゆ
れ
と
を
き
て
出
給

ぬ
こ
れ
か
れ
も
猶
と
聞
ゆ
れ
は
御
心
に
も
い
か
ゝ
お
ほ
し

け
む

あ
ら
は
れ
て
い
と
ゝ
あ
さ
く
も
み
ゆ
る
か
な

あ
や
め
も
わ
か
す
な
か
れ
け
る
ね
の
わ
か
�
�
し
く
と

は
か
り
ほ
の
か
に
そ
あ
ん
め
る
手
を
い
ま
す
こ
し

ゆ
へ
つ
け
た
ら
は
と
宮
は
こ
の
ま
し
き
御
心
に
い
さ
ゝ
か

も
あ
か
ぬ
こ
と
にと
イ

見
給
け
ん
か
し
く
す
玉
な
と
え
な

ら
ぬ
さ
ま
に
て
と
こ
ろ
�
�
よ
り
お
ほ
か
り
お
ほ
し

９
オ

し
つ
み
つ
る
と
し
比
の
名
残
な
き
御
あ
り
さ
ま
に
て

こ
ゝ
ろ
ゆ
る
ひ
給
ふ
こ
と
も
お
ほ
か
る
に
お
な
し
く
は

人
の
き
す
つ
く
は
か
り
の
こ
と
な
く
て
も
や
み
に
し

か
な
と
い
か
ゝ
お
ほ
さ
ゝ
覧
・
殿
は
ひ
む
か
し
の
御
か
た

に
も
さ
し
の
そ
き
給
て
中
将
の
け
ふ
の
つ
か
さ
の
て

つ
か
ひ
の
つ
ゐ
て
に
を
の
こ
と
も
ひ
き
つ
れ
て
物

す
へ
き
さ
ま
に
い
ひ
し
を
さ
る
こ
ゝ
ろ
し
給
へ
ま
た

あ
か
き
ほ
と
に
き
な
ん
も
の
そ
あ
や
し
く
こ
ゝ
に
は

わ
さ
と
な
ら
す
忍
ふ
る
こ
と
を
も
こ
の
み
こ
た
ち
の
聞

つ
け
て
と
ふ
ら
ひ
も
の
し
給
へ
は
を
の
つ
か
ら
こ
と
�
�

９
ウ

し
く
な
ん
あ
る
を
よ
う
ゐ
し
給
へ
な
と
聞
え
給

む
ま
は
の
お
と
ゝ
は
こ
な
た
の
ら
う
よ
り
見
と

を
す
ほ
と
遠
か
ら
す
わ
か
き
人
々
わ
た
と
の
ゝ
戸

あ
け
て
も
の
み
よ
や
左
の
つ
か
さ
に
い
と
よ
し

あ
る
官
人
あ
る

お
ほ
か
る
イ

こ
ろ
な
り
せ
う
�
�
の
殿
上
人
に

を
と
る
ま
し
と
の
給
へ
は
も
の
見
ん
こ
と
を
い
と
お
か
し
と

お
も
へ
ふ
あ
イ

り
・
た
い
の
御
か
た
よ
り
も
わ
ら
は
へ
な
と
物
見
に

わ
た
り
き
て
ら
う
の
と
く
ち
に
み
す
あ
を
や
か
に

か
け
わ
た
し
て
い
ま
め
き
た
る
す
そ
こ
の
御
几
張

と
も
た
て
わ
た
し
わ
ら
は
し
も
つ
か
へ
な
と
さ
ま
よ
ふ

10
オ

さ
う
ふ
か
さ
ね
の
あ
こ
め
ふ
た
あ
ゐ
の
う
す
も
の
ゝ
か
さ

み
き
た
る
わ
ら
は
へ
そ
に
し
の
た
い
の
な
め
る

こ
の
ま
し
く
な
れ
た
る
か
き
り
四
人
し
も
つ
か
へ
は

あ
ふ
ち
の
す
そ
こ
の
も
な
て
し
こ
の
わ
か
は
の
色
し
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た
る
か
ら
き
ぬ
け
ふ
の
よ
そ
ひ
と
も
な
り
・
こ
な
た

の
は
こ
き
ひ
と
○へ
イ

か
さ
ね
に
な
て
し
こ
か
さ
ね
の
か

さ
み
な
と
お
ほ
と
か
に
て
○

め
や
す
き
わ
ら
は
へ
イ

を
の
�
�
い
と
み
か
ほ
な
る
も

て
な
し
み
所
あ
り
わ
か
や
か
な
る
殿
上
人
な
と
は

め
を
た
て
つ
ゝ
け
し
き
は
む
ひ
つ
し
の
と
き
○
に
は
か
り
イ

む
ま
は
の
お
と
ゝ
に
出ゐ

て

給
て
け
に
み
こ
た
ち
お
は
し

10
ウ

つ
と
ひ
た
り
・
手
つ
か
ひ
の
と
も
イ

お
ほ
や
け
こ
と
に
は
さ
ま

か
は
り
て
す
け
た
ち
か
き
○
て
イ
無

つ
れ
ま
い
り
て
さ
ま
こ
と
に

今
め
か
し
く
あ
そ
ひ
く
ら
し
給
・
女
は
な
に
の
あ
や

め
も
し
ら
ぬ
こ
と
な
れ
と
ゝ
ね
り
と
も
さ
へ
え
ん
な
る
さ
う

そ
く
を
つ
く
し
て
身
を
な
け
た
る
て
ま
と
は
し
な
と

を
み
る
そ
お
か
し
か
り
け
る
み
な
み
の
ま
ち
も
と
を
し

て
は
る
�
�
と
あ
れ
は
あ
な
た
に
も
か
や
う
の
わ
か
き
人

と
も
は
見
け
り
打
毬
楽
ら
く
そ
ん
な
と
あ
そ
ひ
て

か
ち
ま
け
の
ら
ん
さ
う
と
も
の
ゝ
し
る
も
夜
に
入
は
て
ゝ

な
に
事
も
み
え
す
な
り
は
て
ぬ
と
ね
り
と
も
の
ろ
く

11
オ

し
な
�
�
給
は
る
い
た
く
ふ
け
て
人
々
み
な
あ
か
れ
給
ぬ
・

お
と
ゝ
は
こ
な
た
に
お
ほ
と
の
こ
も
り
ぬ
物
か
た
り
○
な
と
イ

き

こ
え
給
て
兵
部
�
○の

宮
の
人
よ
り
は
こ
よ
な
く
も
の
し
給

か
な
か
た
ち
○な
と

は
す
く
れ
ね
と
よ
う
い
け
し
き
な
と
よ
し

あ
り
あ
い
き
や
う
つ
き
た
る
君
な
り
忍
ひ
て
見
は

給
つ
や
よ
し
と
い
へ
と
な
を
こ
そ
あ
れ
と
の
給
御
を
と
う

と
に
こ
そ
物
し
給
へ
と
ね
ひ
ま
さ
り
て
そ
見
え
給

け
る
年
こ
ろ
か
く
お
り
す
く
さ
す
わ
た
り
む
つ
ひ
き

こ
え
給
ふ
と
き
ゝ
侍
○つ
イ

れ
と
む
か
し
の
内
わ
た
り
に
て
ほ
の

み
奉
り
し
後
お
ほ
つ
か
な
し
○
か
し
本
無い

と
よ
く
こ
そ
か
た
ち

11
ウ

な
と
ね
ひ
ま
さ
り
給
に
け
れ
そ
ち
の
み
こ
よ
く
物

し
給
め
れ
と
け
は
ひ
を
と
り
て
お
ほ
君
け
し
き

に
そ
も
の
し
給
ひ
け
る
と
の
給
へ
は
ふ
と
見
し
り

給
に
け
り
と
お
ほ
せ
と
ほ
ゝ
ゑ
み
て
な
を
あ
る
を

は
よ
し
と
も
あ
し
と
も
か
け
給
は
す
・
人
の
う
へ
を
な
ん

つ
け
お
と
し
め
さ
ま
の
こ
と
い
ふ
人
を
は
い
と
お
し
き
物

に
し
た
ま
へ
は
右
大
将
○な
と

を
た
に
心
に
く
き
人
に
す
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め
る
を
な
に
は
か
り
か
は
あ
る
ち
か
き
よ
す
か
に
て
み
ん

は
あ
か
ぬ
こ
と
に
や
あ
ら
ん
と
み
給
はと

こ
と
に
あ
ら
は
し

て
も
の
給
は
す
今
は
た
ゝ
大
か
た
の
御
む
つ
ひ
に
て
お

12
オ

ま
し
な
と
も
こ
と
�
�
に
て
お
ほ
と
の
こ
も
りる

な
と
て
か
く

は
な
れり
イ

そ
め
し
なそ

と
殿
は
く
る
し
か
り
給
大

か
た
な
に
や
か
や
と
も
そ
は
み
聞
こ
え
給
は
て
年

比
か
く
お
り
ふ
し
に
つ
け
た
る
御
あ
そ
ひ
と
も
を
人
つ
て

に
の
み
み
き
ゝ
給
け
る
に
け
ふ
め
つ
ら
し
か
り
つ
る
こ
と

は
か
り
を
そ
こ
の
ま
ち
の
お
ほ
え
き
ら
�
�
し
と
お
ほ
し
た
る

そ
の
駒
も
す
さ
め
ぬ
草
と
名
に
た
て
る
み
き

は
の
あ
や
め
け
ふ
や
ひ
き
つ
る
と
お
ほ
と
か
に
聞
え

給
な
に
は
か
り
の
こ
と
に
も
あ
ら
ね
と
あ
は
れ
と
お
ほ
し
た
り

に
ほ
と
り
に
か
け
を
な
ら
ふ
る
わ
か
駒
は
い
つ
か

12
ウ

あ
や
め
に
ひ
き
わ
か
る
へ
き
あ
い
た
ち
な
き
御
こ
と

と
も
な
り
や
朝
夕
の
へ
た
て
あ
る
や
う
な
れ
と

か
く
て
み
奉
る
は
心
や
す
く
こ
そ
あ
れ
と
た
は
ふ

れ
こ
と
な
○れ

と
の
と
や
か
に
お
は
す
る
人
さ
ま
な
れ
は
し

つ
ま
り
て
聞
え
な
し
給
ゆ
か
を
は
ゆ
つ
り
聞
え
給
て

御
き
丁
○ひ
き

へ
た
て
ゝ
お
ほ
と
の
こ
も
る
け
ち
か
く
な
と

あ
ら
ん
す
ち
を
は
い
と
に
け
な
か
る
へ
き
こ
と
に
お
も
ひ

は
な
れ
は
て
き
こ
え
給
へ
れ
は
あ
な
か
ち
に
も
き
こ
え
給

は
す
・
な
か
雨
れ
い
の
と
し
よ
り
も
い
た
く
し
て
は
る
ゝ

か
た
な
く
つ
れ
�
�
な
れ
は
御
か
た
�
�
絵
な
と
物
か
た
り

13
オ

な
と
の
す
さ
ひ
に
て
あ
か
し
く
ら
し
給
あ
か
し
の
御
か
た

は
さ
や
う
の
こ
と
を
も
よ
し
あ
り
て
し
な
し
給
て

姫
君
の
御
か
た
に
奉
り
給
・
に
し
の
た
い
のに

は
ま
し
て

め
つ
ら
し
く
お
ほ
え
給
こ
と
の
す
ち
な
れ
は
あ
け
く
れ

か
き
よ
み
い
と
な
み
お
は
す
つ
き
な
か
ら
ぬ
わ
か
人

あ
ま
た
あ
り
さ
ま
�
�
に
め
つ
ら
か
な
る
人
の
う
へ
な
と

を
ま
こ
と
に
や
い
つ
は
り
に
や
い
ひ
あ
つ
め
た
る
中
に
も

わ
か
あ
り
さ
ま
の
や
う
な
る
は
な
か
り
け
り
と
見

給
す
み
よ
し
の
姫
君
の
さ
し
あ
た
り
け
ん
お
り
は

さ
る
も
の
に
て
い
ま
の
世
の
お
ほ
え
も
な
を
心
こ
と
な
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13
ウ

め
る
に
か
そ
へ
の
か
み
か
ほ
と
�
�
し
か
り
け
ん
な
と
そ
か

の
け
ん
か
ゆ
ゝ
し
さ
を
お
ほ
し
な
す
ら
へ
給
・
と
の
も

こ
な
た
に
か
な
た
に
か
ゝ
る
も
の
と
も
の
ち
り
つ
ゝ
御
め
に

は
な
れ
ね
は
あ
な
む
つ
か
し
女
こ
そ
物
う
る
さ
か
ら
す
人

に
あ
さ
む
か
れ
ん
と
む
ま
れ
た
る
も
の
な
れ
こ
ゝ
ら

の
中
に
ま
こ
と
は
い
と
す
く
な
か
ら
ん
を
か
つ
し
る
�
�

か
ゝ
る
す
ゝ
ろ
こ
と
に
心
を
う
つ
し
は
か
ら
れ
○給

て
あ
つ
か

は
し
き
さ
み
た
れ
の
か
み
の
み
た
る
ゝ
も
し
ら
て
か
き
給

よ
と
て
わ
ら
ひ
給
も
の
か
ら
又
か
ゝ
る
よ
の
ふ
る
こ
と

な
ら
て
は
け
に
な
に
を
か
ま
き
る
ゝ
こ
と
な
き
つ
れ
�
�

14
オ

を
な
く
さ
め
ま
し
さ
て
も
こ
の
い
つ
は
り
と
も
の
中

に
け
に
さ
も
あ
ら
ん
と
あ
は
れ
を
み
せ
つ
き
�
�
し
う

つ
ゝ
け
た
る
は
た
は
か
な
し
こ
と
ゝ
し
り
な
か
ら
い

た
つ
ら
に
こ
ゝ
ろ
う
こ
き
ら
う
た
け
な
る
姫
君
の
物

お
も
へ
る
み
る
に
か
た
心
つ
く
か
し
・
ま
た
い
と
あ
る

ま
し
き
こ
と
か
な
と
み
る
�
�
お
と
ろ
�
�
し
うく

と
り

な
し
け
る
か
め
お
と
ろ
き
て
し
つ
か
に
又
き
く
た
ひ

にそ

に
く
け
れ
と
ふ
と
お
か
し
き
ふ
し
あ
ら
は
な
る

な
と
も
あ
る
へ
し
こ
の
こ
ろ
お
さ
な
き
人
の
女
は
う

な
と
に
と
き
�
�
よ
ま
す
る
を
た
ち
き
け
は
物

14
ウ

よ
く
い
ふ
も
の
ゝ
世
に
あ
む
へ
き
か
○
な
イ
ら
イそ

ら
こ
と
を
よ
く

し
な
れ
た
る
く
ち
つ
き
よ
り
そ
い
ひ
出
す
ら
ん
と
お

ほ
ゆ
れ
と
さ
し
も
あ
ら
し
や
と
の
給
へ
は
・
け
に
い
つ

は
り
な
れ
た
る
人
や
さ
ま
�
�
に
さ
も
く
み
侍
ら
ん

た
ゝ
い
と
ま
こ
と
の
事
と
こ
そ
お
も
ひ
給
へ
ら
れ
け
れ
と
て

す
ゝ
り
を
ゝ
し
や
り
給
へ
は
・
こ
ち
な
く
も
聞
え
お
と

し
て
け
る
か
な
神
代
よ
り
世
に
あ
る
こ
と
を
し
る
し

を
き
け
る
な
ゝ
り
日
本
記
な
と
は
た
ゝ
か
た
そ
は
そ

か
し
こ
れ
ら
に
こ
そ
み
ち
�
�
し
く
く
は
し
き
こ
と
は

あ
ら
め
と
て
わ
ら
ひ
給
そ
の
人
の
う
へ
と
て
あ
り
の
ま
ゝ

15
オ

に
い
ひ
い
つ
る
こ
と
こ
そ
な
け
れ
よ
き
も
あ
し
き
も

世
に
ふ
る
人
の
あ
り
さ
ま
の
み
る
に
も
あ
か
す
聞
に
も

31



あ
ま
る
こ
と
を
後
の
世
に
も
い
ひ
つ
た
へ
さ
せ
ま
ほ

し
き
ふ
し
�
�
を
心
に
こ
め
か
た
く
○て

い
ひ
を
き
は
し
め
た

る
な
り
よ
き
さ
ま
に
い
ふ
と
て
は
よ
き
こ
と
の
か
き
り

え
り
い
て
人
に
し
た
か
は
ん
と
て
は
又
あ
し
き
さ
ま
にの
イ

め
つ
ら
し
き
こ
と
を
と
り
あ
つ
め
た
る
み
な
か
た
�
�
に

つ
け
て
たて
イ

る
こ
の
世
の
ほ
か
の
こ
と
な
ら
す
か
し
人
の

み
か
と
の
さ
え
つ
く
り
や
うは
イ

か
は
○れ

イ

る
お
な
し
や
ま
と
の

国
の
こ
と
な
れ
はと
イ

む
か
し
い
ま
の
に
か
は
る
○

な
る
イ

へ
し
ふ
か
き
事

15
ウ

あ
さ
き
こ
と
の
け
ち
め
こ
そ
あ
ら
め
ひ
た
ふ
る
に
空

こ
と
と
い
ひ
いは
イ

て
ん
も
こ
と
の
心
た
か
ひ
て
な
ん
あ
り
け
る
・

ほ
と
け
の
い
と
う
る
は
し
き
こ
ゝ
ろ
に
て
と
き
を
き

給
へ
る
御
法
も
は
う
へ
ん
と
い
ふ
こ
と
あ
り
て
さ
と
り

な
き
も
の
は
こ
ゝ
か
し
こ
た
か
ふ
う
た
か
ひ
を
ゝ
き

つ
へ
く
な
ん
は
う
と
う
経
の
中
に
お
ほ
か
れ
と
い
ひ

も
て
ゆ
け
は
ひ
と
つ
む
ね
に
あ
り

さ
た
ま
り
イ
て
○
ほ
た
い
とほ
ん
な
う
と

の
へ
た
ゝ
り
な
ん
こ
の
人
の
○
う
へ
の
イよ
し
あ
し
き
は
か
り
の
こ
と

は
か
は
り
け
る
・
よ
く
い
へ
は
す
へ
て
な
に
事
も
む

な
し
か
ら
す
な
り
ぬ
や
と
物
か
た
り
を
い
と
わ
さ
と
の

16
オ

こ
と
に
の
給
ひ
な
し
つ
さ
て
か
ゝ
る
ふ
る
こ
と
の
中
に
ま

こ
と
ろ
イ

か
や
う
に
し
ほ
う
な
る
し
れ
も
の
ゝ
物
か
た
り
は

有
や
い
み
し
う
け
と
を
き
も
の
ゝ
姫
君
も
○御

心
の
や
う

に
つ
れ
な
く
そ
ら
お
ほ
め
き
し
た
る
は
よ
に
あ
ら
し

な
い
さ
た
く
ひ
な
き
も
の
か
た
り
に
し
て
世
に
つ
た

へ
さ
せ
ん
と
さ
し
よ
り
て
聞
え
給
へ
は
か
ほ
を
ひ

き
い
れ
て
・
さ
ら
す
と
も
か
く
め
つ
ら
か
な
る
こ
と
は

世
か
た
り
に
こ
そ
は
な
り
侍
り
ぬ
へ
か
め
れ
と
の
た

ま
へ
は
め
つ
ら
か
に
や
お
ほ
え
給
け
に
こ
そ
又
な
き

こ
ゝ
ち
す
れ
と
て
よ
り
ゐ
給
へ
る
さ
ま
い
と
哀
な
あ
さ
れ
た

り

16
ウ

お
も
ひ
あ
ま
り
む
か
し
の
あ
と
を
た
つ
ぬ
れ
と

お
や
に
そ
む
け
る
子
そ
た
く
ひ
な
き
ふ
け
うふ

な

る
は
ほ
と
け
の
み
ち
に
も
い
み
し
く
こ
そ
い
ひ
た
れ

と
の
た
ま
へ
と
か
ほ
○も

も
た
け
給
は
ね
は
御
く
し
を
か

き
や
り
つ
ゝ
い
み
し
う
う
ら
み
給
へ
は
か
ら
う
し
て
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ふ
る
き
あ
と
を
た
つ
ぬ
れ
と
け
に
な
か
り
け
り

こ
の
よ
に
か
ゝ
る
お
や
の
こ
ゝ
ろ
は
と
き
こ
え
給
も
こ
ゝ

ろ
は
つ
か
し
け
れ
は
い
と
い
た
く
も
み
た
れ
給
は
す
・
か

く
し
て
い
か
な
る
へ
き
御
あ
り
さ
ま
な
ら
ん
・
む
ら
さ

き
の
う
へ
も
姫
君
の
御
あ
つ
ら
へ
に
こ
と
つ
け
て
も
の

17
オ

か
た
り
は
す
て
か
た
く
お
ほ
し
た
り
こく
イ

ま
の
ゝ
も
の

か
た
り
の
ゑ
に
て
あ
る
を
い
と
よ
く
か
き
た
る
ゑ
か
な

と
て
こ
ら
ん
す
ち
い
さ
き
女
君
の
な
に
こ
ゝ
ろ
も
な
く
て

ひ
る
ね
し
給
へ
る
と
こ
ろ
を
む
か
し
の
あ
り
さ
ま
お

ほ
し
い
て
ゝ
女
君
は
み
た
ま
ふ
・
か
ゝ
る
わ
ら
は
と
ち

た
に
い
か
に
さ
れ
た
り
け
りむ
イ

ま
ろ
こ
そ
な
を
た
め
し

に
し
つ
へ
く
心
の
と
け
さ
は
人
に
ゝ
さ
り
け
れ
と

き
こ
え
い
て
給
へ
り
け
に
た
く
ひ
お
ほ
か
ら
ぬ
事

と
も
は
こ
の
み
あ
つ
め
給
へ
り
け
り
か
し
姫
君
の

御
ま
へ
に
て
こ
の
よ
な
れ
た
る
物
か
た
り
な
と
な
よ
み

17
ウ

き
か
せ
給
ひ
そ
み
そ
か
心
つ
き
た
る
も
の
ゝ
む
す

め
な
と
は
お
か
し
と
に
は
あ
ら
ね
と
か
ゝ
る
こ
と
世
に

は
あ
り
け
り
と
み
な
れ
給
は
ん
そ
ゆ
ゝ
し
き
や

と
の
給
も
こ
よ
な
し
と
た
い
の
御
か
た
き
ゝ
給
は
ゝ

心
を
き
給
つ
へ
く
な
ん
・
う
へ
心
あ
さ
け
な
る
人

ま
ね
と
も
は
み
る
に
も
か
た
は
ら
い
た
く
こ
そ
う
つ

ほ
の
藤
は
ら
○
の
イ
無

君
の
む
す
め
こ
そ
い
と
お
も
り
か
に
は
か

�
�
し
き
人
に
て
あ
や
ま
ち
な
か
め
れ
と
す
く
よ
か
に

い
ひ
出
た
る
○
こ
と
も
イし

わ
さ
も
女
し
き
と
こ
ろ
な
か
め
る
そ

ひ
と
や
う
な
め
る
と
の
給
へ
は
・
う
つ
ゝ
の
人
も
さ
そ

18
オ

あ
る
へ
か
め
る
人
々と
イ

し
く
た
て
た
る
お
も
む
き

こ
と
に
て
よ
き
ほ
と
に
か
ま
へ
ぬ
や
・
よイ

し
な
か
ら
ぬ

お
や
の
こ
ゝ
ろ
と
ゝ
め
て
お
ほ
し
た
て
た
る
人
の
こ
め

か
し
き
を
い
○つ
イ

け
る
し
る
し
に
て
を
く
れ
た
る
こ
と

お
ほ
か
る
は
な
に
わ
さ
をを
イ

し
て
か
し
つ
き
し

そ
か
し
と
お
や
の
し
わ
さ
さ
へ
思
ひ
や
ら
る
ゝ
こ
そ

い
と
を
し
け
れ
け
に
さ
い
へ
と
そ
の
人
の
け
は
ひ

よ
と
み
え
た
る
は
か
ひ
あ
り
お
も
た
ゝ
し
か
し
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こ
と
葉
の
か
き
り
ま
は
ゆ
く
ほ
め
を
き
た
る
に

し
い
て
た
る
わ
さ
い
ひ
出
た
る
こ
と
の
中
に
け
に

18
ウ

と
み
え
聞
ゆ
る
こ
と
な
き
い
と
見
を
と
り
す
る
わ

さ
な
り
す
へ
て
よ
か
ら
ぬ
人
に
い
か
て
人
ほ
め
さ
せ

し
な
と
た
ゝ
こ
の
ひ
め
君
のの
イ

て
ん
つ
か
れ
給
ま
し
きく

と
よ
ろ
つ
に
お
ほ
し
の
給
ふ
ま
ゝ
は
ゝ
の
は
ら
き
た

な
き
む
か
し
も
の
か
た
り
も
お
ほ
か
る
を
心
み
え

に
こ
ゝ
ろ
つ
き
な
し
と
お
ほ
せ
は
い
み
し
く
え
り

つ
ゝ
な
ん
か
き
と
ゝ
の
へ
さ
せ
絵
な
と
に
も
か
ゝ
せ
給

け
る
・
中
将
の
君
を
こ
な
た
に
は
け
と
を
く
も
て
な
し

聞
え
給
へ
れ
と
ひ
め
君
の
御
か
た
に
は
さ
し
は
な
ち

聞
え
給
は
す
な
ら
は
し
給
わ
か
世
の
ほ
と
は
と
て
も

19
オ

か
く
て
も
お
な
し
こ
と
な
れ
と
な
か
ら
ん
よ
を
思
ひ

や
る
に
○な
を

見
つ
き
思
ひ
し
み
ぬ
る
こ
と
ゝ
も
こ
そ
と
り

わ
き
て
は
お
ほ
ゆ
へ
け
れ
と
て
み
な
み
お
も
て
の
み
す

の
う
ち
は
ゆ
る
し
給
へ
り
た
い
は
ん
所
の
女
は
う

の
な
か
は
ゆ
る
し
給
は
す
あ
ま
た
○も
イ

お
は
せ
ぬ
御
な
か
ら
ひ

に
て
い
と
心
も
ち
ゐ
な
と
も
や
ん
こ
と
な
く
か
し
つ
き

聞
え
た
ま
へ
り
大
か
た
の
こ
ゝ
ろ
も
ち
ゐい

な
と
も
○

い
と
も

の
�
�

し
く
ま
め
や
か
に
も
の
し
た
ま
ふ
君
な
れ
は
う
し
ろ

や
す
く
お
ほ
し
ゆ
つ
れ
り
ま
た
い
は
け
た
る
御
ひ

い
な
あ
そ
ひ
な
と
の
け
は
ひ
の
み
ゆ
れ
は
か
の
人
の
も

19
ウ

ろ
と
も
に
あ
そ
ひ
て
す
ゝく

し
くし

年
月
の
ま
つ
思
ひ

出
ら
る
れ
は
ひ
い
な
の
と
の
ゝ
宮
つ
か
ひ
い
と
よ
く
し

給
て
お
り
�
�
に
う
ち
し
ほ
た
れ
給
け
り
・
さ
も
あ
り

ぬ
へ
き
あ
た
り
に
は
は
か
な
し
こ
と
も
の
給
ふ
る
ゝ
は

あ
ま
た
あ
れ
と
た
の
み
か
く
へ
く
も
し
な
さ
す
さ

る
か
た
に
な
と
か
は
み
さ
ら
ん
と
心
と
ま
り
ぬ
へ
き
を
○も

し
ゐ
て
な
を
さ
り
こ
と
に
し
な
し
て
な
を
か
の
み
と

り
の
袖
を
み
え
な
を
し
て
し
か
な
と
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ

の
み
そ
や
ん
こ
と
な
き
ふ
し
に
は
と
ま
り
け
る
あ
な

か
ち
に
な
と
か
ゝ
つ
ら
ひ
ま
と
は
ゝ
た
ふ
る
ゝ
か
た

20
オ
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に
ゆ
る
し
給
も
し
つ
へ
か
め
れ
と
つ
ら
し
と
お
も
ひ
し

お
り
�
�
い
か
て
人
に
も
こ
と
は
ら
せ
奉
ら
ん
と
思
ひ
を

き
し
○
こ
と
イ

わ
す
れ
か
た
く
て
さ
う
し
み
は
は
か
り
にに

イ

は

を
ろ
か
な
ら
ぬ
あ
は
れ
を
つ
く
し
み
せ
て
お
ほ
か
た
に

は
い
ら
れ
お
も
へ
ら
す
・
せ
う
と
の
君
た
ち
な
と
も
な
ま

ね
た
し
な
と
の
み
思
ふ
こ
と
お
ほ
か
り
・
た
い
の
姫
君
の

御
あ
り
さ
ま
を
右
の
中
将
は
い
と
ふ
か
く
○
お
も
ひ

し
み
て

い
ひ
よ
る
た
よ
り
も
い
と
は
か
な
け
れ
は
こ
の
君
を
そ

か
こ
ち
よ
り
け
れ
と
人
の
う
へ
に
て
は
も
と
か
し

き
わ
さ
な
り
け
り
と
つ
れ
な
く
て
い
ら
へ
て
そ
も
の
し

20
ウ

給
け
る
む
か
し
の
ち
ゝ
お
と
ゝ
た
ち
の
御
な
か
ら
ひ
に

に
た
り
・
内
の
お
と
ゝ
は
○
御
子
と
も
イは

ら
�
�
い
と
お
ほ
か
る
に
そ
の

お
ひ
出
た
る
御
人
お
ほ
え
イ

か
ら
に
し
た
か
ひ
つ
ゝ
心
に
ま
か
せ

た
る
や
う
な
る
御
い
き
ほ
ひ
に
て
み
な
な
し
た
て

給
女
は
あ
ま
た
も
お
は
せ
ぬ
を
女
御
も
か
く
お
ほ

し
ゝ
こ
と
の
と
ゝ
こ
ほ
り
給
ふひ
イ

ひ
め
君
も
か
く
こ
と

た
か
ふ
さ
ま
に
て
も
の
し
給
へ
は
い
と
く
ち
お
し
と

お
ほ
す
か
の
な
て
し
こ
を
わ
す
れ
給
は
す
物
の
お
り

に
も
か
た
り
出
給
し
こ
と
な
れ
は
い
か
に
な
り
に
け
ん

物
は
か
な
か
り
け
る
お
や
の
こ
ゝ
ろ
に
ひ
か
れ
て

21
オ

ら
う
た
け
な
り
し
人
を
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
す
成
に

た
る
こ
と
す
へ
て
女
こ
と
い
は
ん
物
な
ん
い
か
に
も
�
�

め
は
な
つ
ま
し
か
り
け
る
さ
か
し
ら
に
わ
か
こ
と
い
ひ

て
あ
や
し
き
さ
ま
に
て
は
ふ
れ
や
す
ら
ん
と
て
も
か
く

て
も
聞
え
出
こ
は
と
あ
は
れ
に
お
ほ
し
わ
た
る
君
た

ち
に
も
も
し
さ
や
う
な
る
名
の
り
す
る
人
あ
ら
は

み
ゝ
と
ゝ
め
よ
心
の
す
さ
ひ
に
ま
か
せ
て
さ
る
ま
し

き
こ
と
も
お
ほ
か
り
し
中
に
こ
れ
は
い
と
し
か
を
し

な
へ
て
の
き
は
に
も
思
は
さ
り
し
人
の
は
か
な
き
物

う
む
し
を
し
て
か
く
す
く
な
か
り
け
る
も
の
ゝ
く
さ

21
ウ

は
ひ
ひ
と
つ
を
う
し
な
ひ
た
る
こ
と
の
く
ち
お
し
き

こ
と
ゝ
つ
ね
に
の
給
い
つ
中
比
な
と
は
さ
し
も
あ

ら
す
う
ち
わ
す
れ
給
け
る
を
人
の
さ
ま
�
�
に
つ
け
て
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女
こ
か
し
つ
き
給
へ
る
た
く
ひ
と
も
に
わ
か
お
も
ほ
○す

に
し
も
か
な
は
ぬ
い
と
こ
ゝ
ろ
う
く
ほ
い
な
く
お
ほ
す

成
け
り
夢
み
給
て
い
と
よ
く
あ
は
す
る
も
の

め
し
て
あ
は
せ
給
け
る
に
も
と
し
比
御
こ
ゝ
ろ
に

し
ら
れ
給
は
ぬ
御
子
を
人
の
も
の
に
な
し
て
き
こ
し

め
し
い
て
ん
や
と
聞
え
た
り
け
れ
は
女
こ
の
人
の

こ
に
な
る
こ
と
は
お
さ
�
�
な
し
い
か
な
る
こ
と
に
か

22
オ

あ
ら
ん
な
と
こ
の
比
そ
お
ほ
し
の
給
へ
か
め
る

22
ウ
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(
と
こ
な
つ)

い
と
あ
つ
き
日
ひ
ん
か
し
の
つ
り
と
の
に
出
給
て
す
ゝ

み
給
ふ
中
将
の
君
も
さ
ふ
ら
ひ
給
し
た
し
き
殿

上
人
あ
ま
た
さ
ふ
ら
ひ
て
に
し
川
よ
り
た
て
ま
つ
れ
る

あ
ゆ
ち
か
き
河
の
い
し
ふ
し
や
う
の
物
お
ま
へ
に
て
て
う

し
て
ま
い
ら
す
れ
い
の
お
ほ
と
の
ゝ
き
ん
た
ち
中
将
の
御

あ
た
り
た
つ
ね
て
ま
い
り
給
へ
り
さ
う
�
�
し
く
ね
ふ
た

か
り
つ
る
お
り
よ
く
も
の
し
給
へ
る
か
な
と
て
お
ほ
み
き

ま
い
り
ひ
み
つ
め
し
て
す
い
は
ん
な
と
と
り
�
�
に
さ
う

と
き
つ
ゝ
く
ふ
風
は
い
と
よ
く
ふ
け
と
日
の
と
か
に

く
も
り
な
き
空
の
に
し
日
に
な
る
ほ
と
せ
み
の
こ
ゑ

１
オ

な
と
も
い
と
く
る
し
け
に
聞
ゆ
れ
は
水
の
う
へ
む
と
く

な
る
け
ふ
の
あ
つ
か
は
し
さ
か
な
む
ら
い
の
つ
み
は

ゆ
る
さ
れ
な
ん
や
と
て
よ
り
ふ
し
給
へ
り
い
と
も
か
ゝ

る
こ
ろ
は
あ
そ
ひ
な
と
も
す
さ
ま
し
く
さ
す
か
に

く
ら
し
か
た
き
こ
そ
く
る
し
け
れ
宮
つ
か
へ
す
る
わ

か
き
人
々
た
へ
か
た
か
ら
ん
な
をお

ひ
ひ
も
と
か
ぬ
ほ
と

よ
こ
ゝ
に
て
た
に
う
ち
み
た
れ
こ
の
こ
ろ
世
に
あ
ら
ん

こ
と
の
す
こ
し
め
つ
ら
し
く
ね
ふ
た
さ
さ
め
ぬ
へ
か
ら
ん

か
た
り
て
き
か
せ
給
へ
な
に
と
な
く
お
き
な
ひ
○に
イ

た
る
心

ち
し
て
せ
け
ん
の
事
も
お
ほ
つ
か
な
し
や
な
と
の

１
ウ

た
ま
へ
と
め
つ
ら
し
き
事
と
て
う
ち
い
て
聞
え
ん

物
か
た
り
も
お
ほ
え
ね
は
か
し
こ
ま
り
た
る
や
う
に
て

み
な
い
と
す
ゝ
し
き
か
う
ら
ん
に
せ
な
か
を
し
つ
ゝ

さ
ふ
ら
ひ
給
い
か
て
き
ゝ
し
事
そ
や
お
と
ゝ
の

ほ
か
は
ら
の
む
す
め
た
つ
ね
い
て
ゝ
か
し
つ
き
給
な
る

と
ま
ね
ふ
人
あ
り
し
は
ま
こ
と
に
や
と
弁
の
少
将
に
と

ひ
給
へ
は
さ
ま
て
い
ひ
な
す
へ
き
事
に
も
侍
ら
さ

り
け
る
を
こ
の
春
の
こ
ろ
ほ
ひ
夢
か
た
り
し
給
ひ

け
る
を
ほ
の
き
ゝ
つ
た
へ
侍
け
る
女
の
わ
れ
な
ん
か
こ

つ
へ
き
事
あ
る
と
な
の
り
○い
て

侍
け
る
を
中
将
の
朝
臣

２
オ
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な
ん
き
ゝ
つ
け
て
ま
こ
と
に
さ
や
う
に
ふ
れ
は
ひ
ぬ
へ
き

し
る
し
や
あ
る
と
た
つ
ね
と
ふ
ら
ひ
侍
け
る
く
は
し
き

さ
ま
は
え
し
り
侍
ら
す
け
に
こ
の
こ
ろ
め
つ
ら
し
き

世
か
た
り
に
な
ん
人
々
も
し
侍
る
な
る
か
や
う
の
事
に
そ

人
の
た
め
を
の
つ
か
ら
け
そ
ん
な
る
わ
さ
に
侍
け
れ
と
き

こ
ゆ
ま
こ
と
な
り
け
り
と
お
ほ
し
て
い
と
お
ほ
か
め
る
つつ

ら

に
は
な
れ
て
た
ら
ん

を
く
る
ゝ
か
り
を
し
ゐ
て
た
つ
ね
給
ふ
か
ふ

く
つ
け
き
そ
い
と
と
も
し
き
に
さ
や
う
な
ら
ん
も
の

の
く
さ
は
ひ
見
い
て
ま
ほ
し
け
れ
と
名
の
り
も
も
の

う
き
き
は
と
や
お
も
ふ
ら
ん
さ
ら
に
こ
そ
聞
え
ね
さ
て
○も

２
ウ

も
て
は
な
れ
た
る
事
に
は
あ
ら
し
ら
う
か
は
し
く
と

か
く
ま
き
れ
給
ふ
め
り
し
ほ
と
に
そ
こ
き
よ
く
す
ま

ぬ
水
に
や
と
れ
る
月
は
く
も
り
な
き
や
う
の
い
か
て
か

あ
ら
ん
と
ほ
ゝ
ゑ
み
て
の
た
ま
ふ
中
将
の
君
も
く

は
し
うく

き
ゝ
給
へ
る
事
な
れ
は
え
し
も
ま
め
た
ゝ

す
少
将
と
侍
従
と
は
い
と
か
ら
し
と
お
も
ひ
た
り
朝

臣
や
さ
や
う
の
お
ち
は
を
た
に
ひ
ろ
へ
人
わ
ろ
き

名
の
後
の
世
に
の
こ
ら
ん
よ
り
は
お
な
し
か
さ
し
に
て

な
く
さ
め
ん
に
な
て
う
事
か
あ
ら
ん
と
ろ
う
し
給

や
う
な
り
か
や
う
の
事
に
て
そ
う
は
へ
は
い
と
よ
き
御

３
オ

中
の
む
か
し
よ
り
さ
す
か
に
ひ
ま
あ
り
け
る
に
ま
い
て

中
将
を
い
た
く
は
し
た
な
め
て
わ
ひ
さ
せ
給
ふ
つ
ら
さ
を

お
ほ
し
あ
ま
り
て
な
ま
ね
た
し
と
も
も
り
き
ゝ
給
へ

か
し
と
お
ほ
す
な
り
け
り
か
く
聞
給
ふ
に
つ
け
て
も
た
い

の
姫
君
を
み
せ
た
ら
ん
と
き
又
あ
な
つ
ら
は
し
か
ら
ぬ
か

た
に
○
て
も
イ

も
て
な
さ
れ
○な

ん
は
や
い
と
物
き
ら
�
�
し
く
か
い

あ
る
所
つ
き
給
へ
る
人
に
て
よ
し
あ
し
き
け
ち
め

も
け
さ
や
か
に
も
て
は
や
し
又
も
て
け
ち
か
ろ
む
る

こ
と
も
人
に
こ
と
な
る
お
と
ゝ
な
れ
は
い
か
に
も
の
し
と
お
ほ

す
と
も
お
ほ
え
ぬ
さ
ま
に
て
こ
の
君
を
さ
し
い
て
た
ら
ん

３
ウ

に
え
か
ろ
く
は
お
ほ
さ
し
い
と
き
ひ
し
く
も
て
な
し
て
ん

な
と
お
ほ
す
夕
つ
け
ゆ
く
風
い
と
す
ゝ
し
く
て
か
へ

り
う
く
わ
か
き
人
々
は
お
も
ひ
た
り
心
や
す
く
う
ち
○
と
け
や
す
み
イす
ゝ
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ま
ん
や
や
う
�
�
か
や
う
の
中
に
い
と
は
れ
ぬ
へ
き
よ

は
ひ
の
ほ
と
に
も
な
り
に
け
り
や
と
て
に
し
の
た
い
に
わ

た
り
給
へ
は
き
ん
た
ち
み
な
御
を
く
り
に
ま
い
り
給
ふ

た
そ
か
れ
と
き
の
お
ほ
�
�
し
き
に
お
な
し
な
を
し
と
も

な
れ
は
な
に
と
も
わ
き
ま
へ
ら
れ
ぬ
○に

お
と
ゝ
姫
君
を
す

こ
し
と
い
て
給
へ
と
て
し
の
ひ
て
少
将
侍
従
な
と
ゐ
て

ま
う
て
き
た
り
い
と
か
け
り
こ
ま
ほ
し
け
に
お
も
へ
る

４
オ

を
中
将
の
○い
と

し
ほ
う
の
人
に
て
ゐ
て
こ
ぬ
む
し
ん
な
め
り

か
し
こ
の
人
々
は
み
な
お
も
ふ
心
な
き
な
ら
し
な
を
�
�
し

き
ゝ
は
を
た
に
ま
と
の
う
ち
な
る
ほ
と
は
程
に
し
た
か
ひ

て
ゆ
か
し
く
お
も
ふ
へ
か
め
る
わ
さ
な
れ
は
こ
の
家
の
お
ほ
え

う
ち
�
�
の
く
た
�
�
し
き
ほ
と
よ
り
は
い
と
よ
に
す
き

て
こ
と
�
�
し
く
な
ん
い
ひ
お
も
ひ
な
す
へ
か
め
る
か
た
�
�

も
の
す
め
れ
と
さ
す
か
に
人
の
す
き
こ
と
い
ひ
よ
ら
ん

に
つつ

き
な
し
か
し
か
く
て
も
の
し
給
は
い
か
て
さ
や
う
な

ら
ん
人
の
け
し
き
の
ふ
か
さ
あ
さ
ゝ
を
も
見
ん
な
と

さ
う
�
�
し
き
ま
ゝ
に
ね
か
ひ
お
も
ひ
し
を
ほ
い
な
ん
か

４
ウ

な
ふ
心
地
し
け
る
な
と
さ
ゝ
め
き
聞
え
給
お
ま
へ
に
み

た
り
か
は
し
き
せ
む
さ
い
な
と
も
う
へ
さ
せ
給
は
す
な
て

し
こ
の
色
を
と
ゝ
の
へ
た
る
か
ら
の
や
ま
と
の
ま
せ
い
と

な
つ
か
し
く
ゆ
ひ
な
し
て
さ
き
み
た
れ
た
る
ゆ
ふ
は
え
い

と
い
み
し
く
み
ゆ
み
な
た
ち
よ
り
て
心
の
ま
ゝ
に
も
お
り

と
ら
ぬ
を
あ
か
す
お
も
ひ
つ
ゝ
や
す
ら
ふ
い
う
そ
く
と
も

な
り
な
心
も
ち
ゐ
な
と
も
と
り
�
�
に
つ
け
て
こ
そ
め
や

す
け
れ
右
の
中
将
は
ま
し
て
す
こ
し
し
つ
ま
り
て
心

は
つ
か
し
け
さ
ま
さ
り
た
り
い
か
に
そ
を
と
つ
れ
聞
ゆ
や

は
し
た
な
く
も
な
さ
し
は
な
ち
給
そ
な
と
の
給
ふ
中

５
オ

将
の
君
は
か
く
よ
き
中
に
もイ

す
く
れ
て
を
か
し
け
に
な

ま
め
き
給
へ
り
中
将
を
い
と
ひ
給
ふ
こ
そ
お
と
ゝ
は
ほ

い
な
け
れ
ま
し
り
物
な
く
き
ら
�
�
し
か
め
る
中
に
お
ほ

き
み
た
つ
す
ち
に
て
か
た
く
な
な
り
と
に
や
と
の
給

へ
は
き
ま
さ
は
と
い
ふ
人
も
侍
け
る
を
と
き
こ
え
給
ふ

い
て
そ
の
み
さ
か
な
も
て
は
や
さ
○れ
イ

ん
さ
ま
は
ね
か
は
し
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か
ら
す
た
ゝ
お
さ
な
き
と
ち
○の

む
す
ひ
を
き
け
ん
こ
ゝ
ろ

も
と
け
す
と
し
月
へ
た
て
給
ふ
心
む
け
の
つ
ら
き
な
り

ま
た
け
ら
う
な
り
世
の
き
ゝ
み
ゝ
か
ろ
し
と
お
も
は
れ

は
し
ら
す
か
ほ
に
て
こ
ゝ
に
ま
か
せ
給
へ
ら
ん
に
う
し
ろ

５
ウ

め
た
く
は
あ
り
な
ま
し
や
な
と
う
め
き
給
さ
は
か
ゝ
る
御

心
の
へ
た
て
あ
る
御
中
な
り
け
り
と
き
ゝ
給
ふ
に
も

お
や
に
し
ら
れ
た
て
ま
つ
ら
ん
こ
と
の
い
つ
と
な
き
はを
イ

あ

は
れ
に
い
ふ
せ
く
お
ほ
す
月
も
な
き
比
な
れ
は
と
う
ろ

に
お
ほ
と
な
ふ
ら
ま
い
れ
り
な
を
け
ち
か
く
て
あ
つ

か
は
し
や
か
ゝ
り
火
こ
そ
よ
け
れ
と
て
人
め
し
て
か
ゝ
り

火
の
た
い
ひ
と
つ
こ
な
た
に
と
め
す
を
か
し
け
な
る

和
琴
の
あ
る
ひ
き
よ
せ
給
て
か
き
な
ら
し
給
へ
は

り
ち
に
い
と
よ
く
し
ら
へ
ら
れ
た
り
ね
も
い
と
よ
く

な
れ
は
す
こ
し
ひ
き
給
て
か
や
う
の
事
は
御
心
に
い
ら
ぬ

６
オ

す
ち
に
や
と
月
こ
ろ
お
も
ひ
お
と
し
聞
え
け
る
か
な

秋
の
夜
の
月
か
け
す
ゝ
し
き
ほ
と
い
と
お
く
ふ
か
く
は

あ
ら
て
虫
の
こ
ゑ
に
か
き
○
な
ら
し

あ
は
せ
た
る
ほ
と
け
ち
か
く

い
ま
め
か
し
き
物
の
音
な
り
こ
と
�
�
し
き
し
ら
へ
も
て

な
し
し
と
け
な
し
や
こ
の
物
よ
さ
な
か
ら
お
ほ
く
の

あ
そ
ひ
も
の
ゝ
○ね

は
う
し
を
と
ゝ
の
へ
た
る
な
ん
い
と
か
し

こ
き
や
ま
と
こ
と
ゝ
は
か
な
く
見
せ
て
き
は
も
な
く

し
を
き
た
る
事
な
り
ひ
ろ
く
こ
と
く
に
の
こ
と
を

し
ら
ぬ
女
の
た
め
と
な
ん
お
ほ
ゆ
る
お
な
し
く
は
心
と
ゝ

め
て
物
な
と
に
か
き
あ
は
せ
て
な
ら
ひ
給
へ
ふ
か
き
心

６
ウ

と
て
な
に
は
か
り
も
あ
ら
す
な
か
ら
又
ま
こ
と
に
ひ
き
う

る
こ
と
は
か
た
き
に
や
あ
ら
ん
た
ゝ
い
ま
は
こ
の
う
ち
の

お
と
ゝ
に
な
す
ら
ふ
人
な
し
か
し
た
ゝ
は
か
な
き
お
な
し

す
か
ゝ
き
の
音
お
と
イ

に
よ
ろ
つ
の
も
の
ゝ
ね
こ
も
り
か
よ
ひ
て

い
ふ
か
た
も
な
く
こ
そ
ひ
ゝ
き
の
ほ
れ
と
か
た
り
給
へ
は

ほ
の
�
�
心
え
て
い
か
て
と
お
ほ
す
事
な
れ
は
い
と
ゝ
い

ふ
か
し
く
て
こ
の
わ
た
り
に
て
さ
り
ぬ
へ
き
御
あ
そ
ひ
の

お
り
な
と
に
き
ゝ
侍
な
ん
や
あ
や
し
き
山
か
つ
な
と
の
中

に
も
ま
ね
ふ
も
の
あ
ま
た
侍
な
る
事
な
れ
は
を
し
な
へ
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て
心
や
す
く
や
と
こ
そ
思
給
へ
つ
れ
さ
は
す
く
れ
た
る
は

７
オ

さ
ま
こ
と
に
や
侍
ら
ん
と
ゆ
か
し
け
に
せ
ち
に
心
に
い
れ

て
お
も
ひ
給
へ
れ
は
さ
か
し
あ
つ
ま
と
そ
名
も
た
ち
く

た
り
た
る
や
う
な
れ
と
御
ま
へ
の
御
あ
そ
ひ
に
も
ま
つ

ふ
ん
の
つ
か
さ
を
め
す
は
ひ
と
の
く
に
は
し
ら
す
こ
ゝ
に
は

こ
れ
を
物
の
お
や
と
し
た
る
に
こ
そ
あ
め
れ
そ
の
中
に

も
お
や
と
し
つ
へ
き
御
手
よ
り
ひ
き
と
り
給
へ
ら
ん
は

心
こ
と
な
り
な
ん
か
し
こ
ゝ
に
な
と
も
さ
る
へ
か
ら
ん
お
り
は

も
の
し
給
な
ん
を
こ
の
こ
と
に
て
お
し
ま
す
な
と
あ
き

ら
か
に
か
き
な
ら
し
給
は
ん
こ
と
や
か
た
か
ら
ん
も
の
ゝ

し
や
う
す
は
い
つ
れ
の
道
も
心
や
す
か
ら
す
の
み
そ
あ

７
ウ

め
る
さ
り
と
も
つ
ゐ
に
は
き
ゝ
給
ひ
て
ん
か
し
と
て
し
ら

へ
す
こ
し
ひ
き
給
ふ
こ
と
つ
ひ
き
ひ
う
○
い
と
に
な
く
イい
ま
め
か
し
う

を
か
し
こ
れ
に
も
ま
さ
れ
る
ね
や
い
つ
ら
ん
と
お
や
の
御

ゆ
か
し
さ
た
ち
そ
ひ
て
こ
の
事
に
て
さ
へ
い
か
な
ら
ん

世
に
さ
て
う
ち
と
け
ひ
き
給
は
ん
を
き
か
ん
な
と
思

ゐ
給
へ
り
ぬ
き
か
は
の
せ
ゝ
の
や
は
ら
た
と
い
と
な
つ

か
し
う
う
た
ひ
給
ふ
お
や
さ
く
る
つ
ま
は
す
こ
し
う

ち
わ
ら
ひ
つ
ゝ
わ
さ
と
も
な
く
か
き
な
し
給
ひ
た
る
す

か
ゝ
き
の
ほ
と
い
ひ
し
ら
す
お
も
し
ろ
く
聞
ゆ
い
て
ひ
き

た
ま
へ
さ
え
は
人
に
な
ん
は
ち
ぬ
さ
う
ふ
れ
ん
は
か
り

８
オ

こ
そ
心
の
う
ち
に
ま
き
ら
は
す
人
も
あ
り
け
め
お
も

な
く
て
か
れ
こ
れ
に
あ
は
せ
つ
る
な
ん
よ
き
と
せ
ち

に
聞
え
給
へ
と
さ
る
ゐ
中
の
く
ま
に
て
ほ
の
か
に
京

人
と
な
の
り
け
る
ふ
る
お
ほ
き
み
女
の
を
し
へ
聞
え

け
れ
は
ひ
か
こ
と
に
も
や
と
つ
ゝ
ま
し
う
て
手
ふ
れ

給
は
す
し
は
し
も
ひ
き
給
は
な
ん
き
ゝ
と
る
事
も

や
と
心
も
と
な
き
に
こ
の
御
事
に
よ
り
そ
ち
か
く
ゐ
さ

り
よ
り
て
い
か
な
る
風
の
ふ
き
そ
ひ
て
か
く
は
ひ
ゝ
き

侍
る
そ
○と
よ

と
て
う
ち
か
た
ふ
き
給
へ
る
さ
ま
ほ
か
け
に
い

と
う
つ
く
し
け
な
り
わ
ら
ひ
給
て
み
ゝ
か
た
か
ら
ぬ

８
ウ

人
の
た
め
に
は
身
に
し
む
風
も
ふ
き
そ
ふ
か
し
と
て
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を
し
や
り
給
い
と
心
や
ま
し
人
々
ち
か
く
さ
ふ
ら
へ

は
れ
い
の
た
は
ふ
れ
こ
と
も
え
聞
え
給
は
て
な
て
し
こ

を
あ
か
て
も
こ
の
人
々
の
た
ち
さ
り
ぬ
る
か
な
い
か
て

お
と
ゝ
に
も
こ
の
花
そ
の
み
せ
た
て
ま
つ
ら
ん
世
も
い

と
つ
ね
な
き
を
と
お
も
ふ
に
い
に
し
へ
も
物
の
つ
い
て

に
か
た
り
出
給
へ
り
し
も
た
ゝ
今
の
事
と
そ
お
ほ

ゆ
る
と
て
す
こ
し
の
給
ひ
出
た
る
に
も
い
と
あ
は
れ
な
り

な
て
し
こ
の
と
こ
な
つ
か
し
き
色
を
見
は
も
と

の
か
き
ね
を
人
や
た
つ
ね
ん
こ
の
こ
と
の
わ
つ
ら
は
し
さ

９
オ

に
こ
そ
ま
ゆ
こ
も
り
も
心
く
る
し
う
お
も
ひ
聞
ゆ
れ
と

の
た
ま
ふ
君
う
ち
な
け
き
て

山
か
つ
の
か
き
ほ
に
お
ひ
し
な
て
し
こ
の
も
と
の

ね
さ
し
を
た
れ
か
た
つ
ね
ん
は
か
な
け
に
聞
え
な
し
給

へ
る
さ
ま
け
に
い
と
な
つ
か
し
く
わ
か
や
か
な
り
こ
さ
ら

ま
し
か
は
と
う
ち
す
し
給
て
い
と
ゝ
し
き
御
こ
ゝ
ろ

は
く
る
し
き
ま
て
な
を
え
し
の
ひ
は
つ
ま
し
う
お

ほ
さ
る
わ
た
り
給
ふ
事
も
あ
ま
り
う
ち
し
き
り
人

の
み
た
て
ま
つ
り
と
か
め
つ
へ
き
ほ
と
は
心
の
お
に
ゝ

お
ほ
し
と
ゝ
め
て
さ
る
へ
き
こ
と
を
し
い
て
て
御

９
ウ

ふ
み
の
か
よ
は
ぬ
お
り
な
し
た
ゝ
こ
の
御
事
の
み

あ
け
く
れ
御
こ
ゝ
ろ
はに
イ

か
ゝ
り
た
り
な
そ
か
く
あ
い
な

き
わ
さ
を
し
て
や
す
か
ら
ぬ
も
の
お
も
ひ
を
す
ら
ん
さ

お
も
は
し
と
て
心
の
ま
ゝ
に
も
あ
ら
は
よ
の
人
の
そ
し

り
い
は
ん
こ
と
の
か
る
�
�
し
さ
わ
か
た
め
を
は
さ
る

物
に
て
こ
の
人
の
御
た
め
い
と
お
し
か
る
へ
し
か
き
り

な
き
心
さ
し
と
い
ふ
と
も
春
の
う
へ
の
御
お
ほ
え
に
な

ら
ふ
は
か
り
は
わ
か
御
心
な
か
ら
え
あ
る
ま
し
く
お

ほ
し
し
り
た
り
さ
て
そ
の
お
と
り
の
つ
ら
に
て
は
な
に

は
か
り
か
は
あ
ら
ん
わ
か
身
ひ
と
つ
こ
そ
人
よ
り
は
こ
と

10
オ

な
れ
見
ん
人
の
あ
ま
た
か
中
に
か
ゝ
つ
ら
は
ん
す
ゑ

に
て
は
な
に
の
お
ほ
え
か
は
た
け
か
ら
ん
こ
と
な
る
事

な
き
納
言
の
き
は
の
ふ
た
心
な
く
て
お
も
は
ん
に
は
を

と
り
ぬ
へ
き
事
そ
と
み
つ
か
ら
お
ほ
し
し
る
に
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い
と
い
と
お
し
く
て
宮
大
将
な
と
に
や
ゆ
る
し
て
ま
し

さ
て
も
て
は
な
れ
い
さ
な
ひ
と
り
て
は
お
も
ひ
た
え
な
ん

や
い
ふ
か
ひ
な
き
に
て
もも
イ

さ
も
し
て
ん
と
お
ほ
す
お
り

も
あ
り
さ
れ
と
わ
た
り
給
て
御
か
た
ち
を
み
た
ま
ひ

い
ま
は
御
こ
と
を
し
へ
た
て
ま
つ
り
給
に
さ
へ
こ
と
つ
け

て
ち
か
や
か
に
な
れ
よ
り
給
ひ
姫
君
も
は
し
め
こ
そ

10
ウ

む
く
つ
け
く
う
た
て
と
も
お
も
ひ
給
し
か
か
く
て
も

な
た
ら
か
に
う
し
ろ
め
た
き
心
は
あ
ら
さ
り
け
り
と

や
う
�
�
め
な
れ
て
い
と
し
も
う
と
み
聞
え
給
は
す

さ
る
へ
き
御
い
ら
へ
も
な
れ
�
�
し
か
ら
ぬ
ほ
と
に
き

こ
え
か
は
し
な
と
し
て
見
る
ま
ゝ
に
い
と
あ
い
き
や
う

つ
き
か
ほ
り
ま
さ
り
給
へ
れ
は
な
を
さ
て
も
え
す

く
し
や
る
ま
し
う
お
ほ
し
か
へ
す
さ
は
又
さ
て
こ
ゝ
な

か
ら
か
し
つ
き
す
へ
て
さ
る
へ
き
お
り
�
�
に
は
か
な

く
う
ち
し
の
ひ
物
を
も
聞
え
て
な
く
さ
み
な
ん
や

か
く
ま
た
世
な
れ
ぬ
ほ
と
の
わ
つ
ら
は
し
さ
こ
そ
こ
ゝ
ろ

11
オ

く
る
し
く
は
あ
り
け
れ
を
の
つ
か
ら
せ
き
も
り
つ
よ
く

と
も
物
の
心
し
り
そ
め
い
と
ほ
し
き
お
も
ひ
な
く
て

わ
か
心
も
お
も
ひ
い
り
な
は
し
け
く
と
も
さ
は
ら
し

か
し
と
お
ほ
し
よ
る
も
い
と
け
し
か
ら
ぬ
こ
御
心
イ

と
な
り
や

い
よ
�
�
心
や
す
か
ら
す
お
も
ひ
わ
た
ら
ん
も
○心

く
る
し
か
ら
ん

な
の
め
に
お
も
ひ
す
く
さ
ん
事
の
と
さ
ま
か
う
さ
ま

に
か
た
き
そ
よ
つ
か
す
む
つ
か
し
き
御
か
た
ら
ひ
な
り

け
る
内
の
お
ほ
と
の
は
こ
の
今
の
御
む
す
め
の
事
を

と
の
ゝ
人
も
ゆ
る
さ
す
か
ろ
め
い
ひ
よ
に
も
ほ
き
た
る

事
と
そ
し
り
き
こ
ゆ
と
き
ゝ
給
ふ
に
少
将
の
こ
と
の

11
ウ

つ
い
て
に
お
ほ
き
お
と
ゝ
の
さ
る
こ
と
や
と
と
ひ
給
し

事
か
た
り
聞
ゆ
れ
は
わ
ら
ひ
給
て
さ
か
し
か
し
こ
に

こ
そ
は
と
し
こ
ろ
を
と
に
も
聞
え
ぬ
山
か
つ
の
こ
む
か
へ
と

り出

て
も
の
め
か
し
た
つ
れ
お
さ
�
�
人
の
う
へ
も
と
き
給

は
ぬ
お
と
ゝ
の
○
あ
や
し
く
イこ
の
わ
た
り
の
事
は
み
ゝ
と
ゝ
め
て
そ
お
と

し
め
給
ふ
や
こ
れ
そ
お
ほ
え
あ
る
心
地
し
け
る
と
の

た
ま
ふ
少
将
の
か
の
に
し
の
た
い
に
す
へ
給
へ
る
人
は
い
と
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こ
と
も
な
き
け
は
ひ
み
ゆ
る
わ
た
り
に
な
ん
侍
な
る
兵
部

�
宮
な
と
い
た
う
心
と
ゝ
め
て
の
給
ひ
わ
つ
ら
ふ
とと
イ

か

お
ほ
ろ
け
に
は
あ
ら
し
と
な
ん
人
々
を
し
は
か
り
侍
め

12
オ

る
と
申
給
へ
は
い
て
そ
れ
は
か
の
お
と
ゝ
の
御
む
す
め

と
お
も
ふ
は
か
り
の
お
ほ
え
の
い
と
い
み
し
き
そ
人
の

心
み
な
さ
の
み
の
み
イ

こ
そ
あ
る
世
な
め
れ
か
な
ら
す
さ
し
も

す
く
れ
し
ひ
と
�
�
し
き
ほ
と
な
ら
は
と
し
こ
ろ
聞
え

な
ま
し
あ
た
ら
お
と
ゝ
の
ち
り
も
つ
か
す
こ
の
世
に
す
き

給
へ
る
御
身
の
お
ほ
え
あ
り
さ
ま
に
お
も
た
ゝ
し
き
は

ら
に
む
す
め
か
し
つ
き
て
け
に
き
す
な
か
ら
ん
と
思

や
り
め
て
た
き
か
も
の
し
給
は
ね
は
お
ほ
か
た
○
の
イ
無

子
の
す
く

な
く
て
心
も
と
な
き
な
め
り
か
し
を
と
り
は
ら
な
れ
と

あ
か
し
の
お
も
と
の
う
み
い
て
た
る
は
し
も
さ
る
世
に
な
き

12
ウ

す
く
せ
に
て
あ
る
や
う
あ
ら
ん
と
お
ほ
ゆ
か
し
そ
の

い
ま
ひ
め
君
は
よ
う
せ
す
は
し
ち
の
御
こ
に
も
あ
ら
し

か
し
さ
す
か
に
い
と
け
し
き
あ
る
所
つ
き
給
へ
る
人

に
て
も
て
な
い
給
ふ
な
ら
ん
と
い
ひ
お
と
し
給
さ
て

い
か
ゝ
さ
た
め
ら
る
な
る
み
こ
こ
そ
ま
つ
は
し
え
給
は
ん

も
と
よ
り
と
り
わ
き
て
御
中
も
よ
し
人
か
ら
も

き
や
う
さ
く
な
る
御
あ
は
ひ
と
も
な
ら
ん
か
し
な
と
の

給
て
は
な
を
姫
君
の
御
こ
と
を
あ
か
す
く
ち
お
し
く

か
や
う
に
心
に
く
ゝ
も
て
な
し
て
い
か
に
し
な
さ
ん
と

や
す
か
ら
す
い
ふ
か
し
か
ら
せ
ま
し
物
を
と
ね
た
け
れ

13
オ

は
く
ら
ゐ
さ
は
か
り
と
見
さ
ら
ん
か
き
り
は
ゆ
る
し
聞
え

か
た
く
お
ほ
す
な
り
け
り
お
と
ゝ
な
と
も
ね
ん
こ
ろ
に

く
ち
い
れ
か
へ
さ
ひ
給
は
ん
に
こ
そ
は
ま
く
る
や
う
に
て

も
な
ひ
か
め
と
お
ほ
す
に
お
と
こ
か
た
は
さ
ら
に
い
ら
れ

聞
え
給
は
す
心
や
ま
し
く
な
ん
と
か
く
お
ほ
し
め
く
ら

す
ま
ゝ
に
ゆ
く
り
も
な
く
か
る
ら
か
に
は
ひ
わ
た
り

給
へ
り
少
将
も
御
と
も
に
ま
い
り
給
ひ
め
君
は
ひ
る
ね

し
給
へ
る
ほ
と
な
り
う
す
も
の
ゝ
ひ
と
へ
を
き
給
ひ

て
ふ
し
給
へ
る
さ
ま
あ
つ
か
は
し
く
は
み
え
す
い
と
ら
う

た
け
に
さ
ゝ
や
か
な
り
す
き
給
へ
る
は
た
つ
き
な
と
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13
ウ

い
と
う
つ
く
し
○を
イ

け
な
る
手
つ
き
し
て
あ
ふ
き
を

も
給
へ
○り
け

る
な
か
ら
か
い
な
を
枕
に
て
う
ち
や
ら
れ
た
る

御
く
し
の
ほ
と
い
と
な
か
く
こ
ち
た
く
は
あ
ら
ね
と
い
と

を
か
し
き
す
ゑ
つ
き
な
り
人
々
○も

物
の
う
し
ろ
に
よ

り
ふ
し
つ
ゝ
う
ち
や
す
み
た
れ
は
ふ
と
も
お
と
ろ
き
給

は
す
あ
ふ
き
を
な
ら
し
給
へ
る
に
な
に
心
も
な
く
見

あ
け
給
へ
る
ま
み
ら
う
た
け
に
て
つ
ら
つ
き
あ
か

め
る
も
お
や
の
御
め
に
は
う
つ
く
し
う
の
み
み
ゆ
う
た

た
ね
は
い
さ
め
聞
ゆ
る
物
を
な
と
か
い
と
物
は
か
な

き
さ
ま
に
て
は
お
ほ
と
の
こ
も
り
け
る
人
々
も
ち
か
く

14
オ

さ
ふ
ら
は
て
あ
や
し
や
女
は
身
を
つ
ね
に
心
つ
か
ひ
し
て

ま
も
り
た
ら
ん
な
む
よ
か
る
へ
き
心
や
す
く
う
ち
す

て
さ
ま
に
も
て
な
し
た
る
し
な
ゝ
き
事
な
り
さ
り

と
て
い
と
さ
か
し
く
身
か
た
め
て
ふ
と
う
の
た
ら
に

よ
み
い
ん
つ
く
り
ゐ
た
ら
ん
も
に
く
し
う
つ
ゝ
の
人
に
も

あ
ま
り
け
と
を
く
物
へ
た
て
か
ま
し
き
な
と
け
た
か

き
や
う
と
て
も
人
に
く
ゝ
心
う
つ
く
し
う
は
あ
ら
ぬ

わ
さ
な
り
お
ほ
き
お
と
ゝ
の
き
さ
き
か
ね
の
ひ
め
き
み

な
ら
は
し
給
ふ
な
る
を
し
へ
は
よ
ろ
つ
の
事
に
か
よ

は
し
な
た
ら
め
て
こ
と
�
�
し
き
ゆ
へ
も
つ
け
し
た
と

14
ウ

た
と
し
く
お
ほ
め
く
こ
と
も
あ
ら
し
と
ゆ
る
ゝ
か
に
こ
そ

を
き
て
給
ふ
な
れ
け
に
さ
も
あ
る
事
な
れ
と
人

と
し
て
心
に
も
す
る
わ
さ
に
も
た
て
ゝ
な
ひ
く
か
た
は

か
た
と
あ
る
物
な
れ
は
お
ひ
い
て
給
ふ
さ
ま
あ
ら
ん

か
し
こ
の
君
の
ひ
と
ゝ
な
り
宮
つ
か
へ
に
い
た
し
た
て

給
は
ん
世
の
け
し
き
こ
そ
い
と
ゆ
か
し
け
れ
な
と
の
給

て
お
も
ふ
や
う
に
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
お
も
ひ
し
す
ち
は

た
か
ふ
や
う
に
な
り
に
た
る
御
身
な
れ
と
い
か
て
人
わ
ら

は
れ
な
ら
す
し
な
し
た
て
ま
つ
ら
ん
と
な
ん
人
の
う
へ
の

さ
ま
�
�
な
る
を
き
く
こ
と
に
お
も
ひ
み
た
れ
侍
こ
ゝ
ろ

15
オ

み
こ
と
に
ね
ん
こ
ろ
か
ら
ん
人
の
ね
き
こ
と
に
な
し
は

し
な
ひ
き
給
ひ
そ
お
も
ふ
さ
ま
侍
り
な
と
い
と
ら
う
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た
し
と
お
も
ひ
つ
ゝ
聞
え
た
ま
ふ
む
か
し
は
な
に
事
も

ふ
か
く
も
お
も
ひ
し
ら
て
中
�
�
さ
し
あ
た
り
て
い
と
お
し

か
り
し
こ
と
の
さ
は
き
に
も
お
も
な
く
て
み
え
た
て
ま
つ
り

け
る
よ
と
今
そ
お
も
ひ
出
る
に
む
ね
ふ
た
か
り
て
い

み
し
う
は
つ
か
し
き
・
大
宮
よ
り
も
つ
ね
に
お
ほ
つ
か

な
き
こ
と
を
う
ら
み
聞
え
給
へ
と
か
く
の
給
ふ
か
つ
ゝ

ま
し
く
て
え
わ
た
り
み
た
て
ま
つ
り
給
は
す
お
と
ゝ
こ

の
き
た
の
た
い
の
今
き
み
を
い
か
に
せ
ん
さ
か
し
ら
に

15
ウ

む
か
へ
ゐ
て
き
て
人
か
く
そ
し
る
と
て
か
へ
し
を
く
ら
ん
も

い
と
か
ろ
�
�
し
く
物
く
る
を
し
き
や
う
な
り
か
く
て
こ

め
を
き
た
れ
は
ま
こ
と
に
か
し
つ
く
へ
き
こ
ゝ
ろ
あ
る

か
と
人
の
い
ひ
な
す
な
る
も
ね
た
し
女
御
の
御
か
た
な

と
に
ま
し
ら
は
せ
て
さ
る
を
こ
の
物
に
し
な
い
て
ん
ひ

と
の
い
と
か
た
は
な
る
も
の
に
い
ひ
お
と
す
な
る
か
た
ち

は
た
い
と
さ
い
ふ
は
か
り
や
は
あ
る
な
と
お
ほ
し
て
女

御
の
君
に
か
の
人
ま
い
ら
せ
ん
見
く
る
し
か
ら
ん
事
な

と
は
お
ひ
し
ら
へ
る
女
房
な
と
し
て
つ
ゝ
ま
す
い
ひ
を
し
へ

さ
せ
た
ま
ひ
て
御
ら
ん
せ
よ
わ
か
き
人
々
の
こ
と
く
さ

16
オ

に
は
な
わ
ら
は
せ
さ
せ
給
そ
う
た
て
あ
は
つ
け
き
や
う

な
り
と
わ
ら
ひ
つ
ゝ
聞
え
給
ふ
な
と
か
い
と
さ
こ
と
の

ほ
か
に
は
侍
ら
ん
中
将
な
と
の
い
と
に
な
く
お
も
ひ
侍
り

け
ん
か
ね
こ
と
に
た
へ
す
と
い
ふ
は
か
り
に
こ
そ
は
侍
ら
め

か
く
の
た
ま
ひ
さ
は
く
を
は
し
た
な
く
お
も
は
る
ゝ
に
も

か
た
へ
は
か
ゝ
や
か
し
き
に
や
と
い
と
は
つ
か
し
け
に
○て

聞
え

さ
せ
給
ふ
こ
の
御
あ
り
さ
ま
は
こ
ま
か
に
を
か
し
け
に

は
な
く
て
い
と
あ
て
に
す
み
た
る
物
の
な
つ
か
し
き

さ
ま
そ
ひ
て
お
も
し
ろ
き
む
め
の
花
の
ひ
ら
け
さ
し

た
る
あ
さ
ほ
ら
け
お
ほ
え
て
の
こ
り
お
ほ
か
り
け
に
ほ
ゝ

16
ウ

ゑ
み
給
へ
る
そ
人
に
こ
と
な
り
け
る
と
み
た
て
ま
つ
り
給

中
将
の
い
と
さ
い
へ
と
心
わ
か
き
た
と
り
す
く
な
さ
に

な
と
申
給
ふ
も
い
と
を
し
け
な
る
人
の
御
お
ほ
え
か
な

や
か
て
こ
の
御
か
た
の
た
よ
り
に
た
ゝ
す
み
お
は
し
て

の
そ
き
給
へ
は
す
た
れ
た
か
や
か
に
を
し
は
り
て
五
せ
ち
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の
君
と
て
さ
れ
た
る
わ
か
人
の
あ
る
と
す
く
ろ
く
を
そ

う
ち
給
ふ
て
を
い
と
せ
ち
に
を
し
も
み
て
せ
う
さ
い
�
�

と
こ
ふ
こ
ゑ
そ
い
と
し
た
と
き
や
あ
な
う
た
て
と
お

ほ
し
て
御
と
も
の
人
の
さ
き
を
ふ
を
も
て
か
き
せ
い
し

た
ま
ひ
て
な
を
つ
ま
戸
の
ほ
そ
め
な
る
よ
り
さ
う
し

17
オ

の
あ
きい
イ

た
る
を
見
い
れ
た
ま
ふ
こ
の
人
も
は
た
け
し

き
は
や
れ
る
御
か
へ
し
や
�
�
と
と
う
を
ひ
ね
り
て

と
み
に
も
う
ち
い
て
す
中
に
お
も
ひ
は
あ
り
や
す
ら
ん

い
と
あ
さ
え
た
る
さ
ま
と
も
し
た
り
か
た
ち
は
ひ
ち
ゝ

か
に
あ
い
き
や
う
つ
き
た
る
さ
ま
し
て
か
み
う
る
は
し

く
つ
み
か
ろ
け
な
る
を
ひ
た
い
の
○い
と

ち
か
や
か
な
る
と

こ
ゑ
の
あ
は
つ
け
きさ

と
に
そ
こ
な
は
れ
た
る
な
め
り

と
り
た
て
ゝ
よ
し
と
は
な
け
れ
と
こ
と
人
と
あ
ら
か
ふ

へ
く
も
あ
ら
す
か
ゝ
み
に
お
も
ひ
あ
は
せ
ら
れ
給

に
い
と
す
く
せ
心
つ
き
な
し
・
か
く
て
も
の
し
給
ふ
は

17
ウ

つ
き
な
く
う
ゐ
�
�
し
く
な
と
や
あ
る
事
し
け

く
の
み
あ
り
て
○
と
ふ
ら
ひま

う
て
す
や
と
の
給
へ
は
・
れ
い
の

し
た
と
に
て
か
く
て
さ
ふ
ら
ふ
は
な
に
の
も
の
お
も
ひ

か
侍
ら
ん
と
し
こ
ろ
お
ほ
つ
か
な
く
ゆ
か
し
く
思
ひ
き

こ
え
さ
せ
し
御
か
ほ
つ
ね
に
え
み
た
て
ま
つ
ら
ぬ
は
か
り

こ
そ
て
う
た
ぬ
心
地
し
侍
れ
と
聞
え
給
・
け
に
み
に
身
に

ち
か
く
つ
か
ふ
人
も
お
さ
�
�
な
き
に
さ
や
う
に
て
も
見

な
ら
し
た
て
ま
つ
ら
ん
と
か
ね
て
は
お
も
ひ
し
か
と
え

さ
し
も
あ
る
ま
し
き
わ
さ
な
り
け
り
な
へ
て
の
つ

か
う
ま
つ
り
人
こ
そ
と
あ
る
も
か
ゝ
る
も
を
の
つ
か
ら
た

18
オ

ち
ま
し
ら
ひ
て
人
の
み
ゝ
を
も
め
を
も
か
な
ら
す

し
も
と
ゝ
め
ぬ
物
な
れ
は
心
や
す
○か
へ

か
め
れ
そ
れ
た
に

そ
の
人
の
む
す
め
か
の
人
の
こ
な
と
し
ら
る
ゝ
き
は

に
な
れ
は
お
や
は
ら
か
ら
の
お
も
て
ふ
せ
な
る
た
く
ひ

お
ほ
か
め
り
ま
し
て
と
の
給
ひ
さ
し
つ
る
御
け
し

き
の
は
つ
か
し
き
も
見
し
ら
す
・
な
に
か
そ
は
こ
と
�
�

し
く
思
給
へ
て
ま
し
ら
ひ
侍
ら
は
こ
そ
所
せ
か
ら

め
お
ほ
み
お
ほ
つ
ほ
と
り
に
も
つ
か
う
ま
つ
り
侍
な
ん
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と
聞
え
た
ま
へ
は
・
え
ね
ん
し
給
は
て
う
ち
わ
ら
ひ

給
て
に
つ
か
は
し
か
ら
ぬ
や
く
な
ゝ
り
か
く
た
ま
さ
か
に

18
ウ

あ
へ
る
お
や
の
け
う
せ
ん
の
心
あ
ら
は
こ
の
も
の

の
た
ま
ふ
こ
ゑ
を
す
こ
し
の
と
め
て
き
か
せ
た
ま
へ

さ
ら
は
い
の
ち
も
の
ひ
な
ん
か
し
と
お
こ
め
い
た
ま
へ
る

お
と
ゝ
に
て
ほ
ゝ
ゑ
み
て
の
た
ま
ふ
・
し
た
の
ほ
ん
し
や
う

に
こ
そ
は
侍
ら
め
お
さ
な
く
侍
し
時
た
に
こ
そ
は
ゝ

の
つ
ね
に
く
る
し
か
り
を
し
へ
侍
り
し
め
う
ほ
う
し

の
へ
た
う
大
と
こ
の
う
ふ
屋
に
侍
り
た
う
ひ
し
け
に

い
か
て
こ
の
し
た
と
さ
や
め
侍
ら
ん
と
お
も
ひ
さ
は
き

た
る
も
い
と
け
う
や
う
の
心
ふ
か
く
あ
は
れ
な
り
と

見
た
ま
ふ
・
そ
の
け
ち
か
く
い
り
た
ち
○た
り

け
ん
大
と
こ
こ
そ

19
オ

あ
ち
き
な
か
り
け
れ
た
ゝ
そ
の
つ
み
の
む
く
ひ
な
ゝ

り
を
し
こ
と
と
も
り
と
そ
大
そ
う
そ
し
り
た
る

つ
み
に
も
か
そ
へ
た
る
か
し
と
の
た
ま
ひ
て
こ
な
か
ら

は
つ
か
し
く
お
は
す
る
御
さ
ま
に
見
え
た
て
ま
つ
ら
ん

こ
そ
は
つ
か
し
け
れ
い
か
に
さ
た
め
て
か
く
あ
や
し

き
け
は
ひ
も
た
つ
ね
す
む
か
へ
よ
せ
け
ん
と
お
ほ
し

人
々
も
あ
ま
た
見
つ
き
い
ひ
ち
ら
さ
ん
事
と
お

も
ひ
か
へ
し
給
ふ
物
か
ら
・
女
御
の
さ
と
に
物
し

給
ふ
と
き
�
�
わ
た
り
ま
い
り
て
人
の
あ
り
さ
ま

な
と
も
見
な
ら
ひ
給
へ
か
し
こ
と
な
る
事
な
き

19
ウ

人
も
を
の
つ
か
ら
人
に
ま
し
ら
ひ
さ
る
か
た
に
な

れ
は
さ
て
も
あ
り
ぬ
か
し
さ
る
心
し
て
見
え
た

て
ま
つ
り
給イ

な
ん
や
と
の
た
ま
へ
は
・
い
と
う
れ
し
き

事
に
こ
そ
侍
な
れ
た
ゝ
い
か
て
も
�
�
御
か
た
�
�
に

か
す
ま
へ
し
ろ
し
め
さ
れ
ん
こ
と
を
な
ん
ね
て
も
さ

め
て
も
と
し
こ
ろ
な
に
こ
と
を
お
も
ひ
給
へ
つ
る
に

も
あ
ら
す
御
ゆ
る
し
た
に
侍
ら
は
み
つ
を
く
み
い

た
ゝ
き
て
も
つ
か
う
ま
つ
り
な
ん
と
い
と
よ
け
に
今

す
こ
し
さ
へ
つ
れ
は
・
い
ふ
か
ひ
な
し
と
お
ほ
し
て
い
と

し
か
お
り
た
ち
て
た
き
ゝ
ひ
ろ
ひ
給
は
す
と
も

20
オ

48



ま
い
り
給
な
ん
た
ゝ
か
の
あ
へ
も
の
に
し
け
ん
法
の
師

た
に
と
を
く
は
と
お
こ
こ
と
に
の
た
ま
ひ
な
す
を
も

し
ら
す
お
な
し
き
大
臣
と
聞
ゆ
る
中
に
も
い
と

き
よ
け
に
も
の
�
�
し
く
は
な
や
か
な
る
さ
ま
し

て
お
ほ
ろ
け
の
人
み
え
に
く
き
御
け
し
き
を
も

見
し
ら
す
・
さ
て
い
つ
か
女
御
と
の
に
は
ま
い
り
侍
ら
ん

す
る
と
き
こ
ゆ
れ
は
・
よ
ろ
し
き
ひ
な
と
や
い
ふ
へ

か
ら
ん
よ
し
こ
と
�
�
し
く
は
な
に
か
は
さ
も
と
お
も

は
れ
は
け
ふ
に
て
も
と
の
た
ま
ひ
す
て
ゝ
わ
た
り
給

ぬ
よ
き
四
位
五
位
た
ち
の
い
つ
き
聞
え
て
う
ち
身

20
ウ

し
ろ
き
給
ふ
に
も
い
と
い
か
め
し
き
御
い
き
ほ
ひ
な

る
を
見
を
く
り
聞
え
て
・
い
て
あ
な
め
て
た
の
わ
か

お
や
ゝ
か
ゝ
り
け
る
た
ね
な
か
ら
あ
や
し
き
こ
家
に

お
ひ
い
て
け
る
こ
と
ゝ
の
た
ま
ふ
五
せ
ち
あ
ま
り

こ
と
�
�
し
く
は
つ
か
し
け
に
そ
お
は
す
る
よ
ろ

し
き
お
や
の
お
も
ひ
か
し
つ
か
ん
に
そ
た
つ
ね
い
て

ら
れ
給
は
ま
し
と
い
ふ
も
わ
り
な
し
れ
い
の
君
の

人
の
い
ふ
こ
と
や
ふ
り
給
い
て
め
さ
ま
し
い
ま
は
ひ

と
つ
く
ち
に
こ
と
は
な
ま
せ
ら
れ
そ
あ
る
や
う
あ
る

へ
き
身
に
こ
そ
あ
め
れ
と
は
ら
た
ち
給
か
ほ
や
う

21
オ

け
ち
か
く
あ
い
き
や
う
つ
き
て
う
ち
そ
ほ
れ
た
る

は
さ
る
か
た
に
を
か
し
く
つ
み
ゆ
る
さ
れ
た
り
た
ゝ

い
と
ひ
な
ひ
あ
や
し
き
し
も
人
の
中
に
お
ひ
出

給
へ
れ
は
物
い
ふ
さ
ま
も
し
ら
す
・
こ
と
な
る
ゆ
へ
な

き
こ
と
は
を
も
こ
ゑ
の
と
や
か
に
を
し
し
つ
め
て

い
ひ
い
た
し
た
る
は
う
ち
き
く
み
ゝ
こ
と
に
お
ほ
え

わ
イ

を
か
し
か
ら
ぬ
う
た
か
た
り
を
す
る
も
こ
わゑ

ゑ
つ
か
ひ

つ
き
�
�
し
う
て
残
り
お
も
は
せ
も
と
す
ゑ
お

し
み
た
る
さ
ま
に
て
う
ち
す
ん
し
た
る
は
ふ
か
き

す
ち
お
も
ひ
え
ぬ
ほ
と
の
う
ち
き
ゝ
に
は
を
か
し

21
ウ

か
な
り
と
み
ゝ
も
と
ま
る
か
し
い
と
心
ふ
か
く

よ
し
あ
る
こ
と
を
い
ひ
ゐ
た
り
と
も
よ
ろ
し
き
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心
ち
あ
ら
ん
と
き
こ
ゆ
へ
く
も
あ
ら
す
・
あ
は
つ
け

き
こ
わ
さ
ま
に
の
た
ま
ひ
い
つ
る
こ
と
は
こ
は

こ
は
し
う
こ
と
葉
た
み
て
わ
か
ま
ゝ
に
ほ
こ
り

な
ら
ひ
た
る
め
の
と
の
ふ
と
こ
ろ
に
な
ら
ひ
た
る
さ
ま

に
も
て
な
し
て
い
と
あ
や
し
き
に
や
つ
る
ゝ
な
り

け
り
い
と
い
ふ
か
ひ
な
き
に
は
あ
ら
す
み
そ
も
し
あ

ま
り
も
と
す
ゑ
あ
は
ぬ
う
た
う
ち
つ
ゝ
け
な
と

し
た
ま
ふ
・
さ
て
女
御
と
の
に
○
ま
い
れ
との

た
ま
ひ
つ
る
を
し
ふ
�
�

22
オ

な
る
さ
ま
な
ら
は
も
の
し
く
も
こ
そ
お
ほ
せ
よ
さ
り

ま
う
て
ん
お
と
ゝ
の
君
天
下
に
お
ほ
す
と
も
こ
の

御
か
た
�
�
の
す
け
な
く
し
給
は
ん
に
は
と
の
ゝ
う
ち

に
は
た
て
り
な
ん
や
と
の
た
ま
ふ
御
お
ほ
え
の
ほ
と
い

と
か
ろ
ら
か
な
り
や
・
ま
つ
御
ふ
み
た
て
ま
つ
り
給
ふ

あ
し
か
き
の
ま
ち
か
き
ほ
と
に
は
さ
ふ
ら
ひ
な
か
ら
今

ま
て
か
け
ふ
む
は
か
り
の
し
る
し
も
侍
ら
ぬ
は
な
こ
そ

の
せ
き
を
や
す
へ
さ
せ
給
ふへ

ら
ん
と
な
ん
し
ら
ね
と

も
む
さ
し
野
と
い
へ
は
か
し
こ
け
れ
と
も
あ
な
か
し

こ
�
�
や
と
て
ん
か
ち
に
て
う
ら
に
は
ま
こ
と
や
く
れ

22
ウ

に
も
ま
い
り
こ
ん
と
お
も
ひ
給
へ
た
つ
は
い
と
ふ
に
は

ゆ
る
に
や
い
て
�
�
あ
や
し
き
は
み
な
せ
川
に
を

と
て
又
は
し
に
か
く
そ

草
わ
か
み
ひ
た
ち
の
う
ら
の
い
か
ゝ
さ
き
い
か
て

あ
ひ
み
ん
た
こ
の
う
ら
波
お
ほ
か
は
み
つ
の
と
あ
を
き

し
き
し
ひ
と
か
さ
ね
に
い
と
さ
う
か
ち
に
い
か
れ
る
て

の
そ
の
す
ち
と
も
見
え
す
た
ゝ
よ
ひ
た
る
か
き
さ
ま

し
も
○し
イ

な
か
に
わ
り
な
く
ゆ
へ
は
め
り
く
た
り
の
ほ
と

は
し
さ
ま
に
す
ち
か
ひ
て
た
う
れ
ぬ
へ
く
み
ゆ
る

を
う
ち
ゑ
み
つ
ゝ
さ
す
か
に
い
と
ほ
そ
く
ち
い
さ
く

23
オ

ま
き
む
す
ひ
て
な
て
し
こ
の
花
に
つ
け
た
り
ひ

す
ま
し
わ
ら
は
ゝ
し
も
い
と
な
れ
て
き
よ
け
な
る

い
ま
ま
い
り
な
り
け
り
女
御
の
御
か
た
の
た
い
は
ん

所
に
よ
り
て
こ
れ
ま
い
ら
せ
給
へ
と
い
ふ
し
も
つ
か
へ

見
し
り
て
北
の
た
い
に
さ
ふ
ら
ふ
わ
ら
は
な
り
け
り
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と
て
御
ふ
み
と
り
い
る
大
輔
の
君
と
い
ふ
も
て

ま
い
り
て
ひ
き
と
き
て
御
覧
せ
さ
す
女
御
ほ
ゝ
ゑ

み
て
う
ち
を
か
せ
給
へ
る
を
中
納
言
の
君
と
い
ふ

い
と
ち
か
く
さ
ふ
ら
ひ
て
そ
は
�
�
見
け
り
い
と
今

め
か
し
き
御
ふ
み
の
け
し
き
に
も
侍
る
か
な
と
ゆ

23
ウ

か
し
け
に
お
も
ひ
た
れ
は
さ
う
の
も
し
は
え
み
し

ら
ね
は
に
や
あ
ら
ん
も
と
す
ゑ
な
く
も
見
ゆ
る

か
な
と
て
た
ま
へ
り
・
か
へ
り
こ
と
か
く
ゆ
へ
�
�
し
か

ら
す
は
わ
ろ
し
と
や
お
も
ひ
お
と
さ
れ
ん
や
か
て

か
き
給
へ
と
ゆ
つ
り
給
ふ
も
て
い
て
ゝ
こ
そ
あ
ら
ね

わ
か
き
人
々
は
物
を
か
し
く
て
み
な
う
ち
わ
ら
ひ
ぬ

御
か
へ
り
こ
へ
は
を
か
し
き
事
の
す
ち
に
の
み
ま
と

は
れ
て
侍
め
れ
は
聞
え
さ
せ
に
く
ゝ
こ
そ
せ
ん
し

か
き
め
き
て
は
い
と
お
し
か
ら
ん
と
て
た
ゝ
御
ふ
み

め
き
て
か
く
ち
か
き
し
る
し
な
き
お
ほ
つ
か
な
さ
は

24
オ

う
ら
め
し
く

ひ
た
ち
な
る
す
る
か
の
う
み
の
す
ま
の
う
ら
に

な
み
た
ち
い
て
よ
は
こ
さ
き
の
ま
つ
と
か
き
て
よ

み
聞
ゆ
れ
は
あ
な
う
た
て
ま
こ
と
に
身
つ
か
ら
の
に

も
こ
そ
い
ひ
な
せ
と
か
た
は
ら
い
た
け
に
お
ほ
し
た
れ

と
そ
れ
は
き
か
ん
人
わ
き
ま
へ
侍
り
な
ん
と
て
を
し

つ
ゝ
み
て
い
た
し
つ
・
御
か
た
見
て
を
か
し
の
御
く
ち

つ
き
や
ま
つ
と
の
給
へ
る
を
と
て
い
と
あ
ま
へ
た

る
た
き
も
の
ゝ
か
を
か
へ
す
�
�
た
き
し
め
ゐ
給
へ

り
へ
に
と
い
ふ
も
の
い
と
あ
か
ら
か
に
か
い
つ
け
て

24
ウ

か
み
け
つ
り
つ
く
ろ
ひ
給
へ
る
さ
る
か
た
に
に
き

は
ゝ
し
く
あ
い
き
や
う
つ
き
た
り
御
た
い
め
ん
の
ほ
と

さ
し
す
く
し
○い

た
る
事
と
も
あ
ら
ん
か
し

25
オ
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(
か
ゝ
り
火)

こ
の
こ
ろ
世
の
人
の
こ
と
く
さ
に
う
ち
の
大
い
と

の
ゝ
い
ま
ひ
め
き
み
と
こ
と
に
ふ
れ
つ
ゝ
い
ひ
ち

ら
す
を
源
し
の
お
と
ゝ
き
こ
し
め
し
て
と
も
○
あ
れ
イ

か
く

も
あ
れ
人
み
る
ま
し
く
て
こ
も
り
ゐ
た
ら
む

女
こ
を
な
を
さ
り
の
か
こ
と
に
て
も
さ
は
か
り

に
物
め
か
し
い
て
ゝ
か
く
人
に
み
せ
い
ひ
つ
た
へ

ら
る
ゝ
こ
そ
心
え
ぬ
事
な
れ
い
と
き
は
�
�
し

く
も
の
し
給
ふ
あ
ま
り
ふに
イ

か
き
心
を
も
た
つ
ね

す
も
て
い
て
ゝ
心
に
も
か
な
は
ね
は
か
く
は
し
た
な

き
な
る
へ
し
よ
ろ
つ
の
こ
と
も
て
な
し
か
ら
に
こ

１
オ

そ
な
た
ら
か
な
る
も
の
な
め
れ
と
い
と
を
し
か
り
た

ま
ふ
か
ゝ
る
に
つ
け
て
も
け
に
よ
く
こ
そ
おと
イ

や

と
き
こ
え
な
か
ら
も
と
し
こ
ろ
の
御
心
を
し
り

き
こ
え
す
な
れ
た
て
ま
つ
ら
ま
し
か
は
は
ち
か
ま
し

き
事
や
あ
ら
ま
し
と
た
い
の
ひ
め
き
み
おは
イ

ほ

し
ゝ
る
を
右
近
も
い
と
よ
く
き
こ
ゑ
し
ら
せ

け
り
に
く
き
御
心
こ
そ
ゝ
ひ
た
れ
と
さ
り
と
て

御
心
の
ま
ゝ
に
を
し
た
ち
て
な
と
も
て
な
し

た
ま
は
す
い
と
ゝ
ふ
か
き
御
心
の
み
ま
さ
り
た
ま

へ
は
や
う
�
�
な
つ
か
し
う
ゝ
ち
と
け
き
こ
え
給
あ
き

１
ウ

に
な
り
ぬ
は
つ
か
せ
す
ゝ
し
く
ふ
き
い
て
ゝ
せ

こ
か
こ
ろ
も
ゝ
う
ら
さ
ひ
し
き
心
地
し
た
ま
ふ

に
し
の
ひ
か
ね
つ
ゝ
い
と
し
は
�
�
わ
た
り
た
ま
ひ

て
お
は
し
ま
し
く
ら
し
御
こ
と
な
と
も
な
ら
は

し
き
こ
え
給
五
六
日
の
ゆ
ふ
つ
く
夜
は
と
く
い

り
て
す
こ
し
く
も
か
く
る
れ
る
イ

ゝ
け
し
き
お
き
の
を

と
も
や
う
�
�
あ
は
れ
な
る
ほ
と
に
な
り
に
け
り
御

こ
と
を
ま
く
ら
に
て
も
ろ
と
も
に
そ
ひ
ふ
し
た
ま

へ
り
か
ゝ
る
た
く
ひ
あ
ら
む
や
と
う
ち
な
け
き
か

ち
に
て
夜
ふ
か
し
た
ま
ふ
も
人
の
と
か
め
た
て

２
オ
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ま
つ
ら
む
事
を
お
ほ
せ
は
わ
た
り
給
な
む
と
て

御
ま
へ
の
か
ゝ
り
火
の
す
こ
し
き
え
か
た
な
る
を

御
と
も
な
る
右
近
の
た
い
ふ
を
め
し
て
と
も
し

つ
け
さ
せ
た
ま
ふ
い
と
す
ゝ
し
け
な
る
や
り
水

の
ほ
と
り
に
け
し
き
○
こ
と
に
イひ

ろ
こ
り
た
し
た
る
ま

ゆ
み
の
木
の
し
た
に
う
ち
ま
つ
お
と
ろ
く
し
か

ら
ぬ
ほ
と
に
を
き
て
さ
し
ゝ
り
そ
き
て
と
も

し
た
れ
は
御
前
の
か
た
は
い
と
す
ゝ
し
く
を

か
し
き
ほ
と
な
る
ひ
か
り
に
女
の
御
あ
り
さ
ま
み
る

に
か
ひ
あ
り
御
く
し
の
て
あ
た
り
な
と
い
と
ひ
や
ゝ

２
ウ

か
に
て
あ
て
は
か
な
る
心
地
し
て
う
ち
と
け
ぬ

さ
ま
に
も
の
を
つ
ゝ
ま
し
と
お
ほ
し
た
る
け

し
き
い
と
ら
う
た
け
な
り
か
へ
り
う
く
お
ほ
し

や
す
ら
ふ
た
え
す
人
候
て
と
も
し
つ
け
よ
夏

の
月
な
き
ほ
と
は
に
は
の
ひ
か
り
な
き
い
と
物

む
つ
か
し
く
お
ほ
つ
か
な
し
や
と
の
た
ま
ふ

か
ゝ
り
火
に
た
ち
そ
ふ
こ
ひ
の
け
ふ
り
こ
そ

よ
に
は
た
え
せ
ぬ
ほ
の
を
な
り
け
れ
い
つ
ま
て

と
か
や
ふ
す
ふ
る
な
ら
て
も
く
る
し
き
し
た
も

え
な
り
や
け
り
イ

と
き
こ
え
た
ま
ふ
女
き
み
あ
や
し
の

３
オ

有
さ
ま
や
と
お
ほ
す
に

ゆ
く
ゑ
な
き
そ
ら
に
け
ち
て
よ
か
ゝ
り
ひ

の
た
よ
り
に
た
く
ふ
け
ふ
り
と
な
ら
は
人
の
あ

や
し
と
お
も
ひ
侍
ら
む
事
と
わ
ひ
た
ま
へ
は
く

は
や
と
て
○
い
て
給
にひ

む
か
し
の
た
い
の
か
た
に
お
も
し
ろ
き

ふ
え
の
ね
笙
に
ふ
き
あ
は
せ
た
○な

り
中
将

の
れ
い
の
あ
た
り
は
な
れ
ぬ
と
ち
あ
そ
ふ
に
そ
あ

り
け
る
頭
中
将
に
こ
そ
あ
○な

れ
い
と
わ
さ
と
も
ふ

き
な
る
ね
か
な
と
て
た
ち
と
ま
り
た
ま
ふ
御

せ
う
そ
こ
ゝ
な
た
に
な
む
い
と
か
け本
無

す
ゝ
し
き
か

３
ウ

か
り
火
に
と
ゝ
め
ら
れ
て
も
の
す
る
と
の
た
ま
へ

れ
は
う
ち
つ
れ
て
三
人
ま
い
り
た
ま
ふ
里
風

の
を
と
あ
き
に
な
り
に
け
り
と
き
こ
え
つ
る
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ふ
え
の
ね
に
し
の
は
れ
て
な
む
と
て
御
こ
と

ひ
き
い
て
ゝ
な
つ
か
し
き
ほ
と
に
ひ
き
給
源
中
将

はイ
本
無は

ん
し
き
て
う
に
い
と
を
も
し
ろ
く
ふ
き
た
り

頭
中
将
はイ
無

心
つ
か
ひ
し
て
い
た
し
た
て
か
た
う
す

を
そ
し
と
あ
れ
は
弁
少
将
ひ
や
う
し
う
ち
い
て
ゝ

し
の
ひ
や
か
に
う
た
ふ
こ
ゑ
す
ゝ
む
し
に
ま
か

ひ
た
り
ふ
た
か
へ
り
は
か
り
う
た
は
せ
た
ま
ひ
て

４
オ

御
こ
と
は
中
将
に
ゆ
つ
ら
せ
た
ま
ひ
つ
け
に
か

の
ち
ゝ
お
と
ゝ
の
御
つ
ま
を
と
に
を
さ
�
�
お
と
ら
す

は
な
や
か
に
お
も
し
ろ
し
み
す
の
う
ち
に
も
の
ゝ
ね

き
ゝ
わ
く
人
も
の
し
た
ま
ふ
ら
む
か
し
こ
よ
ひ
は

さ
か
つ
き
な
と
心
し
て
を
さ
か
り
す
き
た
る
人
は

ゑ
ひ
な
き
の
つ
い
て
に
し
の
は
ぬ
こ
と
も
こ
そ

と
の
た
ま
へ
は
ひ
め
君
も
け
に
あ
は
れ
と
き

き
た
ま
ふ
た
え
せ
ぬ
中
の
御
ち
き
り
を
ろ
か
な

る
ま
し
き
物
な
れ
は
に
や
こ
の
君
た
ち
を

人
し
れ
す
め
に
も
み
ゝ
に
も
と
ゝ
め
た
ま
へ
と

４
ウ

さ
た
に
思
よ
ら
す
こ
の
中
将
は
心
の
か
き
り

つ
く
し
て
お
も
ふ
す
ち
に
そ
か
ゝ
る
つ
ゐ
て

に
も
え
し
の
ひ
は
つ
ま
し
き
心
地
す
れ
と
さ

ま
よ
く
も
て
な
し
て
お
さ
�
�
心
と
け
て
も
か

き
わ
た
さ
す

５
オ
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(
野
わ
き)

中
宮
の
御
ま
へ
に
秋
の
は
な
を
う
へ
さ
せ
給
へ
る
事

つ
ね
の
と
し
よ
り
も
見
所
お
ほ
く
色
草
を
つ
く
し

て
よ
し
あ
る
く
ろ
き
あ
か
き
の
ま
せ
を
ゆ
ひ
ま
せ

つ
ゝ
お
な
し
き
花
の
枝
さ
し
す
か
た
朝
夕
露
の

光
も
よ
の
つ
ね
な
ら
す
玉
か
と
か
ゝ
や
き
て
作
り

わ
た
せ
る
野
へ
の
色
を
見
る
に
は
た
春
の
山
も

わ
す
ら
れ
て
す
ゝ
し
う
お
も
し
ろ
く
心
も
あ
く

か
る
ゝ
や
う
な
り
・
春
秋
の
あ
ら
そ
ひ
に
む
か
し

よ
り
秋
に
心
を
よ
す
る
人
は
か
す
ま
さ
り

け
る
を
な
た
ゝ
る
春
の
御
ま
へ
の
花
園
に
こ
ゝ
ろ

１
オ

よ
せ
し
人
々
又
ひ
き
か
へ
し
う
つ
ろ
ふ
け
し
き
世
の

あ
り
さ
ま
に
に
た
り
こ
れ
を
御
ら
ん
し
つ
き
て

里
ゐ
し
給
程
御
あ
そ
ひ
な
と
も
あ
ら
ま
ほ
し

け
れ
と
八
月
は
故
前
坊
の
御
き
月
な
れ
は
心
も
と

な
く
お
ほ
し
つ
ゝ
あ
け
く
る
ゝ
に
此
は
な
の
色
ま

さ
る
け
し
き
と
も
を
御
ら
ん
す
る
に
野
分
れ
い

の
と
し
よ
り
も
お
と
ろ
�
�
し
く
空
の
色
か
は
り

て
吹
い
つ
花
と
も
の
し
ほ
る
ゝ
を
い
と
さ
し
も

お
も
ひ
し
ま
ぬ
人
た
に
あ
な
わ
り
な
と
お
も
ひ
さ

は
か
る
ゝ
を
ま
し
て
草
む
ら
の
露
の
玉
の
を

１
ウ

み
た
る
ゝ
ま
ゝ
に
御
心
ま
と
ひ
も
し
ぬ
へ
く
お
ほ

し
た
り
お
ほ
ふ
は
か
り
の
袖
は
秋
の
空
に
し
も

こ
そ
ほ
し
け
な
り
け
れ
暮
行
ま
ゝ
に
物
も
見
え

す
吹
ま
よ
は
し
て
い
と
む
く
つ
け
ゝ
れ
は
み
か
う
し

な
と
ま
い
り
ぬ
る
に
う
し
ろ
め
た
く
い
み
し
と
花

の
う
へ
を
お
ほ
し
な
け
く
南
の
お
と
ゝ
に
も
せ
ん

さ
い
つ
く
ろ
は
せ
給
け
る
お
り
し
も
か
く
ふ
き

出
て
も
と
あ
ら
の
こ
萩
は
し
た
な
く
ま
ち
え

た
る
風
の
け
し
き
な
り
お
れ
か
へ
り
露
も
と

ま
る
ま
し
う
吹
ち
ら
す
を
す
こ
し
は
し
ち
か
く

２
オ
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て
見
給
・
お
と
ゝ
は
姫
君
の
御
か
た
に
お
は
し
ま
す

程
に
中
将
の
き
み
ま
い
り
給
て
ひ
ん
か
し
の

わ
た
と
の
ゝ
こ
さ
う
し
の
か
み
よ
り
つ
ま
戸

の
あ
き
た
る
ひ
ま
を
な
に
心
も
な
く
み
い
れ

給
へ
る
に
女
房
の
あ
ま
た
見
ゆ
れ
は
立
と
ま
り
て

を
と
も
せ
て
見
る
御
屏
風
も
風
の
い
た
く
ふ
き

け
れ
は
を
し
た
ゝ
み
よ
せ
た
る
に
見
と
を
し
あ
ら
は

な
る
ひ
さ
し
の
お
ま
し
に
ゐ
給
へ
る
人
物
に

ま
き
る
へ
く
も
あ
ら
す
け
た
か
く
き
よ
ら
に

さ
と
う
ち
匂
ふ
心
ち
し
て
春
の
明
ほ
の
ゝ
霞
の

２
ウ

間
よ
り
お
も
し
ろ
き
か
は
桜
の
咲
み
た
れ
た
る

を
見
る
心
ち
す
あ
ち
き
な
く
見
た
て
ま
つ
る

わ
か
か
ほ
に
も
う
つ
り
く
る
や
う
に
あ
い
き
や
う
は

に
ほ
ひ
ち
り
て
又
な
く
め
つ
ら
し
き
人
の
御
さ
ま

な
り
み
す
の
吹
あ
け
ら
る
ゝ
を
人
々
を
さ
へ

て
い
か
に
し
た
る
に
か
あ
ら
ん
う
ち
わ
ら
ひ
給
へ
る

い
と
い
み
し
く
見
ゆ
花
と
も
を
心
く
る
し
か
り
て

え
見
す
て
ゝ
入
給
は
す
御
ま
へ
な
る
人
々
も
さ

ま
さ
ま
に
物
き
よ
け
な
る
す
か
た
共
は
見

わ
た
さ
る
れ
と
め
う
つ
る
へ
く
も
あ
ら
す
お
と
ゝ
の

３
オ

い
と
け
と
を
く
は
る
か
に
も
て
な
し
給
へ
る
は
か
く

見
る
人
た
ゝ
に
は
え
お
も
ふ
ま
し
き
御
あ
り
さ

ま
を
い
た
り
ふ
か
き
御
心
に
て
も
し
か
ゝ
る
事

も
や
と
お
ほ
す
な
り
け
り
と
お
も
ふ
に
け
は
ひ

お
そ
ろ
し
う
て
立
さ
る
に
そ
に
し
の
御
方

よ
り
う
ち
の
み
さ
う
し
引
あ
け
て
わ
た
り
給

い
と
う
た
て
あ
は
た
ゝ
し
き
風
な
め
り
み

か
う
し
お
ろ
し
て
よ
お
の
こ
と
も
あ
る
ら
ん
を

あ
ら
は
に
も
こ
そ
あ
れ
と
聞
え
給
を
又
よ
り
て

見
れ
は
物
き
こ
え
て
お
と
ゝ
も
ほ
ゝ
ゑ
み
て

３
ウ

そ
見
た
て
ま
つ
り
給
お
や
と
も
お
ほ
え
す
若
く

き
よ
け
に
な
ま
め
き
て
い
み
し
き
御
か
た
ち
の
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さ
か
り
也
女
も
ね
ひ
と
ゝ
の
ひ
あ
か
ぬ
事
な
き

御
さ
ま
共
な
る
を
見
る
に
身
に
し
む
は
か
り

お
ほ
ゆ
れ
と
此
わ
た
と
の
ゝ
ひ
ん
か
し
の
か
う
し

も
吹
は
な
ち
て
た
て
る
所
の
あ
ら
は
に
な
れ
は

お
そ
ろ
し
う
て
立
の
き
ぬ
今
ま
い
れ
る
や
う
に

う
ち
こ
は
つ
く
り
て
す
の
こ
の
か
た
に
あ
ゆ
み
出

給
へ
れ
は
さ
れ
は
よ
あ
ら
は
な
り
つ
ら
ん
と
て
か

の
つ
ま
戸
の
あ
き
た
り
け
る
よ
と
今
そ
○見

と
か
め

４
オ

給
ふ
・
と
し
こ
ろ
か
ゝ
る
事
の
露
な
か
り
つ
る
を
・
風

こ
そ
け
に
岩
ほ
も
吹
あ
け
つ
へ
き
物
な
り
け
れ

さ
は
か
り
の
御
心
と
も
を
さ
は
か
し
て
め
つ
ら
し
く

う
れ
し
き
め
を
見
つ
る
か
な
と
お
ほ
ゆ
・
人
々
ま
い

り
て
い
と
い
か
め
し
う
吹
ぬ
へ
き
風
に
は
侍
り

う
し
と
ら
の
方
よ
り
ふ
き
侍
れ
は
此
御
ま
へ
は
の
と

け
き
な
り
む
ま
は
の
お
と
ゝ
南
の
つ
り
殿
な
と

は
あ
や
う
け
に
な
ん
と
て
と
か
く
事
お
こ
な
ひ

の
ゝ
し
る
・
中
将
は
い
つ
こ
よ
り
も
の
し
つ
る
そ

三
条
の
宮
に
侍
り
つ
る
を
風
い
た
く
吹
ぬ
へ
し
と

４
ウ

人
々
○の

申
つ
れ
は
お
ほ
つ
か
な
さ
に
な
ん
ま
い
り
て

侍
つ
る
か
し
こ
に
は
ま
し
て
心
ほ
そ
く
風
の
音
○を

も

今
は
か
へ
り
て
わ
か
き
子
の
や
う
に
を
ち
給
め
れ
は

心
く
る
し
さ
に
ま
か
て
侍
な
ん
と
申
給
へ
は
け
に
は
や

ま
う
て
給
ひ
ね
老
も
て
い
き
て
又
わ
か
う
な
る

事
世
に
あ
る
ま
し
き
事
な
れ
と
け
に
さ
の
み
こ
そ

あ
れ
な
と
あ
は
れ
か
り
聞
え
給
て
・
か
く
さ
は
か

し
け
に
侍
め
る
を
此
朝
臣
さ
ふ
ら
へ
は
と
思
ひ
給
へ

ゆ
つ
り
て
な
ん
と
御
せ
う
そ
こ
聞
え
給
ふ
み
ち

す
か
ら
い
り
も
み
す
る
風
な
れ
と
う
る
は
し
く
物
し

５
オ

給
君
に
て
三
条
の
宮
と
六
条
院
と
に
ま
い
り
て

御
ら
ん
せ
ら
れ
給
は
ぬ
日
な
し
内
の
御
物
い
み
な
と

に
え
さ
ら
す
こ
も
り
給
へ
き
日
よ
り
外
は
い
そ

か
し
き
お
ほ
や
け
事
せ
ち
ゑ
な
と
の
い
と
ま
い
る
へ

く
事
し
け
き
に
あ
は
せ
て
も
ま
つ
此
院
に
ま
い
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り
宮
よ
り
そ
出
給
ひ
け
れ
は
ま
し
て
け
ふ

か
ゝ
る
空
の
け
し
き
に
よ
り
風
の
さ
き
に
あ
く
か

れ
あ
り
き
給
も
あ
は
れ
に
見
ゆ
・
宮
い
と
う
れ
し
う

た
の
も
し
と
待
う
け
給
て
こ
ゝ
ら
の
よ
は
ひ
に

ま
た
か
く
さ
は
か
し
き
野
分
に
こ
そ
あ
は
さ
り

５
ウ

つ
れ
と
た
ゝ
わ
な
ゝ
き
に
わ
な
ゝ
き
給
お
ほ
き

な
る
木
の
枝
な
と
の
お
る
ゝ
を
と
も
い
と
う
た
て

あ
り
お
と
ゝ
の
か
は
ら
さ
へ
残
る
ま
し
く
吹
ち
ら
す

に
か
く
て
も
の
し
給
へ
る
事
と
か
つ
は
の
た
ま
ふ

そ
こ
ら
所
せ
か
り
し
御
い
き
ほ
ひ
の
し
つ
ま
り
て

此
君
を
た
の
も
し
人
に
お
ほ
し
た
る
つ
ね
な
き

世
な
り
今
も
お
ほ
か
た
の
お
ほ
え
の
う
す
ら
き
給

事
は
な
け
れ
と
内
の
お
ほ
い
と
の
ゝ
御
け
は
ひ
は

中
�
�
す
こ
し
う
と
く
そ
あ
り
け
る
中
将
よ
も
す

か
ら
あ
ら
き
風
の
音
に
も
す
ゝ
ろ
に
物
あ
は
れ
な
り

６
オ

心
に
か
け
て
恋
し
と
お
も
ふ
人
の
御
事
は
さ
し

を
か
れ
て
あ
り
つ
る
御
お
も
か
け
の
わ
す
ら
れ
ぬ
を

こ
は
い
か
に
お
ほ
ゆ
る
心
そ
あ
る
ま
し
き
思
ひ
も

こ
そ
そ
へ
い
と
お
そ
ろ
し
き
事
と
み
つ
か
ら

お
も
ひ
ま
き
ら
は
し
こ
と
事
に
思
ひ
う
つ
れ
と

猶
ふ
と
お
ほ
え
つ
ゝ
き
し
か
た
行
末
あ
り
か
た
く
も

物
し
給
け
る
か
な
か
ゝ
る
御
な
か
ら
ひ
に
い
か
て

ひ
ん
か
し
の
御
方
さ
る
も
の
ゝ
か
す
に
て
た
ち
な

ら
ひ
給
つ
ら
ん
た
と
し
へ
な
か
り
け
り
や
あ
な
い
と

お
し
と
お
ほ
ゆ
お
と
ゝ
の
御
心
は
へ
を
あ
り
か
た
し
と

６
ウ

お
も
ひ
し
り
給
人
か
ら
の
い
と
ま
め
や
か
な
れ
は

に
け
な
さ
を
お
も
ひ
よ
ら
ね
と
さ
や
う
な
ら
ん

人
を
こ
そ
お
な
し
く
は
見
て
あ
か
し
く
ら
さ
め
か
き

り
あ
ら
ん
命
の
程
も
今
す
こ
し
は
か
な
ら
す
の

ひ
な
ん
か
し
と
お
も
ひ
つ
ゝ
け
ら
る
・
あ
か
つ
き
方
に

風
す
こ
し
し
め
り
て
む
ら
雨
の
や
う
に
ふ
り
い
つ

六
条
院
に
は
は
な
れ
た
る
屋
と
も
た
ふ
れ
た
り

な
と
人
々
申
風
の
吹
ま
ふ
程
ひ
ろ
く
そ
こ
ら
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高
き
心
ち
す
る
院
に
人
々
は
た
お
は
し
ま
す

お
と
ゝ
の
あ
た
り
に
こ
そ
し
け
け
れ
ひ
ん
か
し
の

７
オ

町
な
と
は
人
す
く
な
に
お
ほ
さ
れ
つ
ら
ん
と
お
と
ろ

き
給
て
ま
た
ほ
の
�
�
と
す
る
に
ま
い
り
給
ふ
道

の
程
よ
こ
さ
ま
雨
い
と
ひ
や
ゝ
か
に
ふ
り
い
る
空

の
け
し
き
も
す
こ
き
に
あ
や
し
く
あ
く
か
れ

た
る
心
ち
し
て
何
事
そ
や
又
我
心
に
思
ひ

く
は
ゝ
れ
る
よ
と
お
も
ひ
い
つ
れ
は
い
と
に
け
な
き

事
な
り
け
り
あ
な
物
く
る
を
し
と
と
さ
ま
か
う

さ
ま
に
お
も
ひ
つ
ゝ
ひ
ん
か
し
の
御
方
に
ま
つ
ま
う

て
給
へ
れ
は
を
ち
こ
う
し
て
お
は
し
け
る
に

と
か
く
聞
え
な
く
さ
め
て
人
め
し
て
所
�
�

７
ウ

つ
く
ろ
は
す
へ
き
よ
し
な
と
い
ひ
を
き
て

南
の
お
と
ゝ
に
ま
い
り
給
へ
れ
は
ま
た
み
か
う
し
も

ま
い
ら
す
お
は
し
ま
す
に
あ
た
れ
る
か
う
ら
ん
に

を
し
か
ゝ
り
て
見
わ
た
せ
は
山
の
木
共
も
ふ
き

な
ひ
か
し
て
枝
と
も
お
ほ
く
お
れ
ふ
し
た
り

草
む
ら
は
さ
ら
に
も
い
は
す
ひ
は
た
か
は
ら
所
々

の
た
て
し
と
み
す
い
か
い
な
と
や
う
の
も
の
み
た

り
か
は
し
日
の
は
つ
か
に
さ
し
出
た
る
に
う
れ
へ

か
ほ
な
る
庭
の
露
き
ら
�
�
と
し
て
空
は
い
と

す
こ
く
霧
わ
た
れ
る
に
そ
こ
は
か
と
な
く
涙

８
オ

の
お
つ
る
を
ゝ
し
の
こ
ひ
か
く
し
て
打
し
は
ふ
き

給
へ
れ
は
中
将
の
こ
は
つ
く
る
に
そ
あ
な
る
夜
は

ま
た
ふ
か
ゝ
ら
ん
は
と
て
お
き
給
な
り
何
事
に
か

あ
ら
ん
聞
え
給
こ
ゑ
は
せ
て
お
と
ゝ
打
わ
ら
ひ

給
て
い
に
し
へ
た
に
し
ら
せ
た
て
ま
つ
ら
す
な
り

に
し
あ
か
つ
き
の
わ
か
れ
よ
今
な
ら
ひ
給
は
ん
に

心
く
る
し
か
ら
ん
と
て
と
は
か
り
か
た
ら
ひ
○聞
え

給
ふ

け
は
ひ
と
も
い
と
お
か
し
女
の
御
い
ら
へ
は
聞
え
ね

と
ほ
の
�
�
か
や
う
に
き
こ
え
た
は
ふ
れ
給
こ
と

の
は
の
お
も
む
き
に
ゆ
る
ひ
な
き
御
な
か
ら
ひ

８
ウ
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か
な
と
き
ゝ
ゐ
給
へ
り
・
み
か
う
し
を
御
て
つ
か
ら

引
あ
け
給
へ
は
け
ち
か
き
か
た
は
ら
い
た
さ
に

立
の
き
て
さ
ふ
ら
ひ
給
い
か
に
そ
よ
へ
宮
は

ま
ち
よ
ろ
こ
ひ
給
ひ
き
や
し
か
は
か
な
き
事
に

つ
け
て
も
な
み
た
も
ろ
に
物
し
給
へ
は
い
と

ふ
ひ
ん
に
こ
そ
侍
れ
と
申
給
へ
は
わ
ら
ひ
給
て

い
ま
い
く
は
く
も
お
は
せ
し
ま
め
や
か
に
つ
か
う
ま

つ
り
見
え
た
て
ま
つ
れ
内
の
お
と
ゝ
は
こ
ま
か
に

し
も
あ
る
ま
し
う
こ
そ
う
れ
へ
給
ひ
し
か
人
か
ら

あ
や
し
う
は
な
や
か
に
を
ゝ
し
き
か
た
に
よ
り

９
オ

て
お
や
な
と
の
御
け
う
を
も
い
か
め
し
き
か
た
さ
ま

を
は
た
て
ゝ
人
に
も
見
お
と
ろ
か
さ
ん
の
心
あ
り

ま
こ
と
に
し
み
て
ふ
か
き
所
は
な
き
人
に
な
ん

物
せ
ら
れ
け
る
さ
る
は
心
の
く
ま
お
ほ
く
○い
と

か
し
こ
き

人
の
す
ゑ
の
世
に
あ
ま
る
ま
て
さ
え
た
く
ひ
な

く
う
る
さ
な
か
ら
人
と
し
て
か
く
な
ん
な
き

事
は
か
た
か
り
け
る
な
と
の
給
・
い
と
お
と
ろ
�
�

し
か
り
つ
る
風
に
中
宮
に
は
か
�
�
し
き
み
や

つ
か
さ
な
と
さ
ふ
ら
ひ
つ
ら
ん
や
と
て
此
君

し
て
御
せ
う
そ
こ
聞
え
給
よ
る
の
風
の
音

９
ウ

は
い
か
ゝ
き
こ
し
め
し
つ
ら
ん
吹
きみ

た
り
侍
し
に

お
こ
り
あ
ひ
侍
て
い
と
た
へ
か
た
き
た
め
ら
ひ
侍
程

に
な
ん
と
き
こ
え
給
中
将
お
り
て
中
の
ら
う
の

と
よ
り
と
を
り
て
ま
い
り
給
朝
ほ
ら
け
の
か
た
ち

い
と
め
て
た
く
お
か
し
け
な
り
ひ
ん
か
し
の
た
い

の
南
の
そ
は
に
た
ち
て
御
前
の
か
た
を
見
や
り

給
へ
は
み
か
う
し
ふ
た
ま
は
か
り
あ
け
て
ほ
の

か
な
る
朝
ほ
ら
け
の
ほ
と
に
み
す
ま
き
あ
け
て

人
々
ゐ
た
り
か
う
ら
ん
に
を
し
か
ゝ
り
つ
ゝ
わ
か
や

か
な
る
か
き
り
あ
ま
た
見
ゆ
打
と
け
た
る
は

10
オ

い
か
ゝ
は
あ
ら
ん
さ
や
か
な
ら
ぬ
あ
け
く
れ
の
程
色
々

な
る
す
か
た
は
い
つ
れ
と
も
な
く
お
か
し
わ
ら
は
へ

お
ろ
さ
せ
給
て
む
し
の
こ
と
も
に
露
か
は
せ
給
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な
り
け
り
し
を
ん
な
て
し
こ
の
こ
き
う
す
き
あ

こ
め
と
も
に
女
郎
花
の
か
さ
み
な
と
や
う
の
時
に

あ
ひ
た
る
さ
ま
に
て
四
五
人
は
か
り
つ
れ
て
こ
ゝ

か
し
こ
の
草
む
ら
に
よ
り
て
色
々
の
こ
と
も
を

も
て
さ
ま
よ
ひ
な
て
し
こ
な
と
の
い
と
あ
は
れ

け
な
る
は
枝
と
も
と
り
も
て
ま
い
る
霧
の

ま
よ
ひ
は
い
と
え
ん
に
そ
み
え
け
る
吹
く
る

10
ウ

を
ひ
風
は
し
を
に
こ
と

し
ゝ
う
の
か
に
こ
と
に
イ

�
�
に
匂
ふ
か
う
の
か
ほ
り

も
ふ
れ
は
い
給
へ
る
御
け
は
ひ
に
や
と
い
と
お
も
ひ

や
り
め
て
た
く
心
け
さ
う
せ
ら
れ
て
立
出
に
く

け
れ
と
し
の
ひ
や
か
に
う
ち
音
な
ひ
て
あ
ゆ
み
出

給
へ
る
に
人
々
け
さ
や
か
に
お
と
ろ
き
か
ほ
に
は

あ
ら
ね
と
み
な
す
へ
り
い
り
ぬ
御
ま
い
り
の
ほ
と

な
と
わ
ら
は
な
に
て
イ
り
し
に
い
り
た
ち
な
れ
給
へ
る
れ
は
イ

女
は
う
な
と
も
い
と
け
う
と
く
は
あ
ら
す
御
せ
う

そ
こ
け
い
せ
さ
せ
給
て
宰
相
の
君
内
侍
な
と

け
は
ひ
す
れ
は
わ
た
く
し
事
も
忍
ひ
や
か
に

11
オ

か
た
ら
ひ
給
こ
れ
は
た
さ
い
へ
と
け
た
か
く
す
み
た
る

け
は
ひ
あ
り
さ
ま
を
見
る
に
も
さ
ま
�
�
に
も
の

お
も
ひ
出
ら
る
・
南
の
お
と
ゝ
に
は
み
か
う
し
ま
い
り

わ
た
し
て
よ
へ
見
す
て
か
た
か
り
し
花
と
も

の
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
や
う
に
て
し
ほ
れ
臥
た
る
を

見
給
け
り
中
将
み
は
し
に
ゐ
給
て
御
か
へ
り
聞

え
給
ふ
あ
ら
き
風
を
も
ふ
せ
か
せ
給
へ
く
や
と
わ
か
�
�

し
く
心
ほ
そ
く
お
ほ
え
侍
る
を
今
な
ん
な
く
さ
め

侍
り
ぬ
る
と
き
こ
え
給
へ
れ
は
あ
や
し
く
あ
え
か

に
お
は
す
る
宮
な
り
女
と
ち
は
物
お
そ
ろ
し
く

11
ウ

お
ほ
し
ぬ
へ
か
り
つ
る
夜
の
さ
ま
な
れ
は
け
に
を
ろ
か

な
り
と
も
お
ほ
い
て
ん
と
て
や
か
て
ま
い
り
給
御

な
を
し
な
と
た
て
ま
つ
る
と
て
み
す
引
あ
け
て
入

給
に
み
し
か
き
み
き
丁
引
よ
せ
て
は
つ
か
に
見
ゆ
る

御
袖
く
ち
は
さ
に
こ
そ
は
あ
ら
め
と
お
も
ふ
に
む
ね

つ
ふ
�
�
と
な
る
心
ち
す
る
も
う
た
て
あ
れ
は
外
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さ
ま
に
見
や
り
つ
・
と
の
御
か
ゝ
み
な
と
見
給
て

し
の
ひ
て
中
将
の
朝
け
の
す
か
た
は
き
よ
け
な
り
な

た
ゝ
今
は
き
ひ
は
な
な
る
へ
き
ほ
と
を
か
た
く
な
し
か
ら
す

見
ゆ
る
も
心
の
や
み
に
や
と
て
わ
か
御
か
ほ
は

12
オ

ふ
り
か
た
く
よ
し
と
見
給
ふ
へ
か
め
り
い
と
い
た
う

心
け
さ
う
し
給
て
宮
に
見
え
た
て
ま
つ
る

は
は
つ
か
し
う
こ
そ
あ
れ
な
に
は
か
り
あ
ら
は
な
る

ゆ
へ
�
�
し
さ
も
見
え
給
は
ぬ
人
の
お
く
ゆ
か
し
く

心
つ
か
ひ
せ
ら
れ
給
そ
か
し
い
と
お
ほ
と
か
に
女
し

き
物
か
ら
け
し
き
つ
き
て
そ
お
は
す
る
や
と
て

出
給
に
中
将
な
か
め
い
り
て
と
み
に
も
お
と
ろ
く

ま
し
き
け
し
き
に
て
ゐ
給
へ
る
を
心
と
き
人
の

御
め
に
は
い
か
ゝ
見
給
ひ
け
ん
立
帰
り
女
き
み
に

き
の
ふ
風
の
ま
き
れ
に
中
将
は
見
た
て
ま
つ
り

12
ウ

や
し
て
け
ん
か
の
と
の
あ
き
た
り
し
に
よ
と
の
給

へ
は
お
も
て
う
ち
あ
か
み
て
い
か
て
か
さ
は
あ
ら
ん

わ
た
と
の
ゝ
方
に
は
人
の
音
も
せ
さ
り
し
物
を
と

聞
え
給
ふ
猶
あ
や
し
と
独
こ
ち
て
渡
り
給
ぬ

み
す
の
う
ち
に
入
給
ぬ
れ
は
中
将
わ
た
と
の
ゝ
戸

く
ち
に
人
々
け
は
ひ
す
る
に
よ
り
て
物
な
と
い
ひ

た
は
ふ
る
れ
と
お
も
ふ
事
の
す
ち
�
�
な
け
か
し
う

て
れ
い
よ
り
も
し
め
り
て
ゐ
給
へ
り
・
こ
な
た
よ
り

や
か
て
北
に
と
を
り
て
あ
か
し
の
御
方
を
見
や
り

給
へ
は
は
か
�
�
し
き
け
い
し
た
つ
人
な
と
も
見
え
す

13
オ

な
れ
た
る
し
も
つ
か
ひ
共
そ
草
の
中
に
ま
し
り

て
あ
り
く
わ
ら
○は

へ
な
と
お
か
し
き
あ
こ
め
す
か
た

う
ち
と
け
て
心
と
ゝ
め
と
り
わ
き
○て
イ

う
へ
給
ふ

り
ん
た
う
あ
さ
か
ほ
の
は
い
ま
し
○れ
る

ま
せ
も
み
な

ち
り
み
た
れ
た
る
を
と
か
く
ひ
き
い
て
尋
る
な
る
へ

し
・
も
の
ゝ
哀
に
お
ほ
え
け
る
ま
ゝ
に
さ
う
の

琴
を
か
き
ま
さ
く
り
つ
ゝ
は
し
ち
か
う
ゐ
給
へ
る
に

御
さ
き
を
ふ
こ
ゑ
の
し
け
れ
は
打
と
け
な
へ
は

め
る
す
か
た
に
こ
う
ち
き
引
お
と
し
て
け
ち
め
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見
せ
た
る
い
と
い
た
し
は
し
の
か
た
に
つ
い
ゐ
給

13
ウ

風
の
さ
は
き
は
か
り
を
と
ふ
ら
ひ
給
て
つ
れ
な
く

た
ち
か
へ
り
給
○も
イ

心
や
ま
し
け
な
り

お
ほ
か
た
のに

荻
の
葉
過
る
風
の
音
も
う
き

身
ひ
と
つ
に
し
む
心
ち
し
て
と
独
こ
ち
け
り
・

に
し
の
た
い
に
は
お
そ
ろ
し
と
思
ひ
あ
か
し
給
け
る

名
残
に
ね
す
く
し
て
今
そ
か
ゝ
み
な
と
見
給
○
ほ
と
な
り
イ

け
る
こ
と
�
�
し
く
さ
き
な
を
ひ
そ
と
の
給
へ
は

こ
と
に
を
と
も
せ
て
入
給
屏
風
な
と
も
み
な
た
ゝ
み

よ
せ
も
の
し
と
け
な
く
し
な
し
た
る
に
日
の

は
な
や
か
に
さ
し
出
た
る
ほ
と
け
さ
�
�
と
物
き
よ

14
オ

け
な
る
さ
ま
し
て
ゐ
給
へ
り
ち
か
く
ゐ
給
て
れ
い

の
風
に
つ
け
て
も
お
な
し
す
ち
に
む
つ
か
し
う

聞
え
た
は
ふ
れ
給
へ
は
○
た
え
す
う
た
て
と
お
も
ひ
て

か
う
心
う
け
れ
は
こ
そ
今
夜
の
風
に
も
あ
く
か
れ

な
ま
ほ
し
うく

侍
つ
れ
と
む
つ
か
り
給
へ
は
い
と

よ
く
う
ち
わ
ら
ひ
給
て
風
に
つ
き
て
あ
く

か
れ
あ
く
か
れ
給
は
ん
や
か
る
�
�
し
か
ら
ん
さ
り

と
も
と
ま
る
か
た
あ
り
な
ん
か
し
や
う
�
�
か
ゝ
る

御
心
む
け
こ
そ
そ
ひ
に
け
れ
こ
と
は
り
や
と

の
給
へ
は
け
に
○
あ
や
し
く
も
イう

ち
思ふ

の
ま

の
イ

ゝ
に
聞
え
て
け
る

14
ウ

か
な
と
お
ほ
し
て
み
つ
か
ら
も
う
ち
ゑ
み
給
へ
る

い
と
お
か
し
き
色
あ
ひ
つ
ら
つ
き
な
り
ほ
う

つ
き
な
と
い
ふ
め
る
や
う
に
ふ
く
ら
か
に
て
か
み

の
か
ゝ
れ
る
ひ
ま
�
�
う
つ
く
し
う
お
ほ
ゆ
ま
み

の
あ
ま
り
わ
ら
ゝ
か
な
る
そ
い
と
し
も
し
な

高
く
見
え
さ
り
け
る
そ
の
外
は
露
な
ん

つ
く
へ
う
も
あ
ら
す
・
中
将
い
と
こ
ま
や
か
に
聞
え

給
を
い
か
て
此
御
か
た
ち
見
て
し
か
な
と
お
も
ひ
わ
た
る

心
に
て
す
み
の
ま
の
○
み
す
の
木
丁
は
そ
ひ
な
か
ら
し
と

な
き
を
や
を
ら
ひ
ま
引
あ
け
て
見
る
に
ま
き

15
オ
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る
ゝ
物
共
も
と
り
や
り
た
れ
は
い
と
よ
く
見
ゆ
か
く

た
は
ふ
れ
給
け
し
き
の
し
る
き
を
あ
や
し
の
わ
さ

や
お
や
○こ
イ

と
聞
え
な
か
ら
か
く
ふ
と
こ
ろ
は
な
れ
す

物
ち
か
ゝ
へ
き
程
か
は
と
目
と
ま
り
ぬ
見
や
つ
け

給
は
ん
と
お
そ
ろ
し
け
れ
と
あ
や
し
き
に
心
も

お
と
ろ
き
て
な
を
見
れ
は
は
し
ら
か
く
れ
に

す
こ
し
そ
は
み
給
へ
り
つ
る
を
引
よ
せ
給
へ
る

に
御
く
し
の
な
み
よ
り
て
は
ら
�
�
と
こ
ほ
れ

か
ゝ
り
た
る
ほ
と
女
も
い
と
む
つ
か
し
う
く
る
し
○と

お
も
ひ
給
へ
る
け
し
き
な
か
ら
さ
す
か
に
い
と
な
こ

15
ウ

や
か
な
る
さ
ま
し
て
よ
り
か
ゝ
り
給
へ
る
は
こ
と
と

な
れ
�
�
し
き
に
こ
そ
あ
まめ

れ
い
て
あ
な
う
た
て

い
か
な
る
事
に
か
あ
ら
ん
思
ひ
よ
ら
ぬ
く
ま
な
く
お
は

し
け
る
御
心
に
て
も
と
よ
り
見
な
れ
お
ほ
し

た
て
給
は
ぬ
は
か
ゝ
る
御
お
も
ひ
そ
ひ
給
へ
る

な
め
り
む
へ
な
り
け
り
や
あ
な
う
と
ま
し
と
思
ふ

心
も
は
つ
か
し
女
の
御
さ
ま
け
に
は
ら
か
ら
と
い
ふ
○と

も

す
こ
し
た
ち
の
き
て
こ
と
は
ら
そ
か
し
な
と

お
も
は
ん
は
な
と
か
心
あ
や
ま
り
も
せ
さ
ら
ん
と

お
ほ
ゆ
き
の
ふ
見
し
御
け
は
ひ
に
は
け
お
と
り

16
オ

た
れ
と
見
る
に
え
ま
る
ゝ
さ
ま
は
た
ち
も

な
ら
ひ
ぬ
へ
く
見
ゆ
る
八
重
や
ま
ふ
き
の
さ
き

み
た
れ
た
る
さ
か
り
に
露
か
ゝ
れ
る
夕
は
へ
そ
ふ

と
思
ひ
い
て
ら
る
ゝ
お
り
に
あ
は
ぬ
よ
そ
へ
と
も

な
れ
と
猶
う
ち
お
ほ
ゆ
る
や
う
よ
花
は
か
き

り
こ
そ
あ
れ
そ
ゝ
け
た
る
し
へ
な
と
も
○
う
ち
イ

ま
し
る

か
し
人
の
御
か
た
ち
の
よ
き
は
た
と
へ
ん
方
な
き

も
の
な
り
け
り
お
ま
へ
に
人
も
い
て
こ
す
い
と

こ
ま
や
か
に
打
さ
ゝ
め
き
か
た
ら
ひ
き
こ
え
給
に

い
か
ゝ
あ
ら
ん
ま
め
た
ち
て
そ
た
ち
給
ふ
女
君

16
ウ

吹
み
た
る
風
の
け
し
き
に
女
郎
花
し
ほ
れ
し

ぬ
へ
き
心
ち
こ
そ
す
れ
く
は
し
く
も
聞
え
ぬ
に
打

す
ん
し
給
ふ
を
ほ
の
き
く
に
に
く
き
も
の
ゝ
お
か
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し
け
れ
は
猶
見
は
て
ま
ほ
し
け
れ
と
ち
か
か
り

け
り
と
見
え
た
て
ま
つ
ら
し
と
思
て
立
さ
り

ぬ
御
か
へ
り

し
た
露
に
な
ひ
か
ま
し
か
は
を
み
な
へ
し
あ
ら
き

風
に
は
し
ほ
れ
さ
ら
ま
し
な
よ
竹
を
見
給
へ
か
し
な
と

ひ
か
み
ゝ
に
や
あ
り
け
ん
き
ゝ
よ
く
も
あ
ら
す
そ
・
東

の
御
か
た
へ
こ
れ
よ
り
そ
わ
た
り
給
今
朝
の
あ
さ
さ
む

17
オ

な
る
う
ち
とつ
イ

け
わ
さ
に
や
物
た
ち
な
と
す
る
ね
ひ

こ
た
ち
お
ま
へ
に
あ
ま
た
し
て
ほ
そ
ひ
つ
め
く
物
に

わ
た
引
か
け
て
ま
さ
く
る
わ
か
人ひ
と

と
も
あ
り
い
と

き
よ
ら
な
る
く
ち
は
の
う
す
も
の
今
や
う
色
の
に

な
く
う
ち
た
る
な
と
引
ち
ら
し
給
へ
り
中
将
の

し
た
か
さ
ね
か
御
前
の
つ
ほ
せ
ん
さ
い
の
え
ん
も
と
ま

り
ぬ
ら
ん
か
し
か
く
吹
ち
ら
し
て
ん
に
は
な
に
事
か

せ
ら
れ
ん
冷
し
か
る
へ
き
秋
な
め
り
な
と
の
給
て
何

に
ゝ
か
あ
ら
ん
さ
ま
�
�
な
る
物
の
色
の
い
ろ
イ

と
も
の
い
と
き
よ

ら
な
れ
は
か
や
う
な
る
か
た
は
南
の
う
へ
に
も

17
ウ

を
と
ら
す
か
し
と
お
ほ
す
御
な
を
し
○
唐
の
イ

花
文
れ
う

を
此
こ
ろ
つ
み
出
し
た
る
花
し
て
は
か
な
く
そ
め

出
給
へ
る
い
と
あ
ら
ま
ほ
し
き
色
し
た
るり

中
将
に

こ
そ
か
や
う
に
て
は
き
せ
給
は
め
わ
か
き
人
の
に

て
め
や
す
か
め
り
な
と
や
う
の
事
を
聞
え
給
て

わ
た
り
給
ぬ
・
む
つ
か
し
き
か
た
�
�
め
く
り
給
御
と
も

に
あ
り
き
て
中
将
は
な
ま
心
や
ま
し
う
か
ゝ
ま
ほ

し
き
文
な
と
日
た
け
ぬ
る
を
お
も
ひ
つ
ゝ
姫
君

の
御
方
に
ま
い
り
給
へ
り
ま
た
あ
な
た
に
な
ん

お
は
し
ま
す
風
に
お
ち
さ
せ
給
て
け
さ
は
え
お
き

18
オ

あ
か
り
給
は
さ
り
つ
る
と
御
め
の
と
そ
聞
ゆ
○る

物
さ
は

か
し
け
な
り
し
か
は
と
の
ゐ
も
つ
か
う
ま
つ
ら
ん
と

思
給
へ
し
を
宮
の
い
と
も
心
く
る
し
う
お
ほ
い
た
り

し
か
は
な
ん
ひ
い
な
の
と
の
は
い
か
ゝ
お
は
す
ら
ん
と

と
ひ
給
へ
は
人
々
わ
ら
ひ
て
扇
の
風
た
に
○ま

い
れ
は

い
み
し
き
事
に
お
ほ
い
た
る
を
ほ
と
�
�
し
く
こ
そ
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ふ
き
み
た
り
侍
し
か
此
御
と
の
あ
つ
か
ひ
に

わ
ひ
に
て
侍
な
と
か
た
る
こ
と
�
�
し
か
ら
ぬ
紙
や

侍
御
つ
ほ
ね
の
す
ゝ
り
と
○と

こ
ひ
給
へ
は
み
つ
し
に

よ
り
て
か
み
一
ま
き
御
硯
の
ふ
た
に
と
り
お
ろ
し

18
ウ

て
た
て
ま
つ
れ
は
い
な
こ
れ
は
か
た
は
ら
い
た
し
と

の
給
へ
と
北
の
お
と
ゝ
の
お
ほ
え
を
お
も
ふ
に
す
こ
し

な
の
め
な
る
心
ち
し
て
か
き
給
む
ら
さ
き
の
う
す

や
う
な
り
け
り
○す
み

心
と
め
て
を
し
す
り
ふ
て
の
さ

き
打
見
つ
ゝ
こ
ま
や
か
に
か
き
や
す
ら
ひ
給
へ
る

さ
ま
さ
ま
イ

い
と
よ
し
さ
れ
と
あ
や
し
く
さ
た
ま
り
て
に
く

き
く
ち
つ
き
こ
そ
も
の
し
給
へ

風
さ
は
き
む
ら
雲
ま
よ
ふ
夕
に
も
わ
す
る
ゝ

ま
な
く
わ
す
ら
れ
ぬ
君
ふ
き
み
た
れ
た
る
か
る

か
や
に
つ
け
給
へ
れ
は
人
々
か
た
の
ゝ
少
将
は
紙
の

19
オ

色
に
こ
そ
と
ゝ
の
へ
侍
け
れ
と
き
こ
ゆ
さ
は
か
り
の

色
も
お
も
ひ
わ
か
さ
り
け
り
や
い
つ
こ
の
野
へ
の
ほ
と

り
の
花
よ
な
と
か
や
う
の
人
々
に
も
こ
と
す
く
な
に

見
え
て
心
と
く
へ
う
も
も
て
な
さ
す
い
と
す
く
�
�

し
う
け
た
か
し
又
も
か
い
給
て
む
ま
の
す
け
に

給
へ
れ
は
お
か
し
き
わ
ら
は
又
い
と
な
れ
た
る
見み

随
身
な
と
に
打
さ
ゝ
め
き
て
と
ら
す
る
を
わ
か
き
人
々

た
ゝ
な
ら
す
ゆ
か
し
か
る
・
わ
た
ら
せ
給
と
て
人
々
打

そ
よ
め
き
き
丁
引
な
を
し
な
と
す
見
つ
る
花
の

か
ほ
と
も
お
も
ひ
く
ら
へ
ま
ほ
し
く
て
れ
い
は
物
ゆ
か
し

19
ウ

か
ら
ぬ
心
ち
に
あ
な
か
ち
に
つ
ま
戸
の
み
す
を
引
き
て

き
丁
の
ほ
こ
ろ
ひ
よ
り
見
れ
は
物
の
そ
は
よ
り

た
ゝ
は
ひ
わ
た
り
給
ほ
と
そ
ふ
と
う
ち
見
え
た
る
人

の
し
け
く
ま
か
へ
は
な
に
の
あ
や
め
も
見
え
ぬ
程
に

い
と
心
も
と
な
し
う
す
色
の
御
そ
に
か
み
の
ま
た

た
け
に
は
は
つ
れ
た
る
す
ゑ
の
引
ひ
ろ
け
た
る

や
う
に
て
い
と
ほ
そ
く
ち
い
さ
き
や
う
た
い
ら
う

た
け
に
心
く
る
し
を
と
ゝ
し
は
か
り
は
た
ま
さ
か

に
も
ほ
の
見
た
て
ま
つ
り
し
に
又
こ
よ
な
く
お
い
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ま
さ
り
給
な
め
り
か
し
ま
し
て
さ
か
り
い
か
な
ら
ん

20
オ

と
お
も
ふ
か
の
見
つ
る
さ
きま
イ

�
�
の
桜
や
ま
ふ
き
と

い
は
ゝ
こ
れ
は
藤
の
花
と
や
い
ふ
へ
か
ら
ん
木
た
か
き

木き
し
イよ

り
さ
き
か
ゝ
り
て
風
に
な
ひ
き
た
る
匂
ひ
は

か
く
そ
あ
る
か
し
と
お
も
ひ
よ
そ
へ
ら
る
か
ゝ
る
人
々
を

心
に
ま
か
せ
て
あ
け
く
れ
見
た
て
ま
つ
ら
は
や
さ
も

あ
り
ぬ
へ
き
ほ
と
な
か
ら
へ
た
て
�
�
の
○け

け
さ
や
か
な
る

こ
そ
つ
れら

け
れ
な
と
お
も
ふ
に
ま
め
心
も
な
ま
あ

く
か
る
ゝ
心
ち
す
・
お
は
宮
の
御
も
と
に
も
ま
い
り
給
へ

れ
は
の
と
や
か
に
て
御
お
こ
な
ひ
し
給
よ
ろ
し
き

わ
か
人
な
と
こ
ゝ
に
も
さ
ふ
ら
へ
と
も
て
な
し
け
は
ひ

20
ウ

さ
う
そ
く
共
も
さ
か
り
な
る
あ
た
り
に
は
に
る
へ
く
も

あ
ら
す
か
た
ち
よ
き
あ
ま
君
た
ち
の
墨
染
に

や
つ
れ
た
る
そ
中
�
�
か
ゝ
る
所
に
つ
け
て
は
さ
る

か
た
に
て
あ
は
れ
な
り
け
る
う
ち
の
お
と
ゝ
も
ま
い
り

給
へ
る
に
御
と
な
あ
ふ
ら
な
と
ま
い
り
て
の
と
や
か
に

御
物
か
た
り
な
と
聞
え
給
姫
君
を
ひ
さ
し
く
見

た
て
ま
つ
ら
ぬ
か
あ
さ
ま
し
き
事
と
て
た
ゝ
な
き

に
な
き
給
ふ
今
こ
の
心こ
ろ

の
ほ
と
に
ま
い
ら
せ
ん

心
つ
か
ら
物
お
も
は
し
け
に
て
く
ち
お
し
う
お
と
ろ
へ

に
て
な
ん
侍
め
る
女
こ
こ
そ
よ
く
い
は
ゝ
も
ち
侍
る

21
オ

ま
し
き
も
の
な
り
け
れ
と
あ
る
に
つ
け
て
も
心
の

み
な
ん
つ
く
さ
れ
侍
け
る
な
と
猶
心
と
け
す
思
ひ

を
き
た
る
け
し
き
し
て
の
給
へ
は
心
う
く
て
せ
ち

に
も
聞
え
給
は
す
そ
の
つ
い
て
に
○そ
イ

い
と
ふ
て
う
な
る

む
す
め
ま
う
け
侍
て
も
て
わ
つ
ら
ひ
侍
ぬ
と

う
れ
へ
き
こ
え
給
て
わ
ら
ひ
給
宮
い
て
あ
な

あ
や
し
む
す
め
と
い
ふ
名
は
し
て
さ
か
な
か
な
る

や
う
や
あ
る
と
の
給
へ
は
そ
れ
な
ん
見
く
る
し
き

事
に
な
ん
侍る

い
か
て
御
ら
ん
せ
さ
せ
ん
と
き
こ
え
給

と
や

21
ウ
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(
ふ
ち
は
か
ま)

内
侍
の
か
み
の
御
み
や
つ
か
へ
の
事
を
た
れ
も
�
�
そ
ゝ

の
か
し
給
も
い
か
な
ら
ん
お
や
と
思
ひ
き
こ
ゆ
る
人
の
御

心
た
に
う
ち
と
く
ま
し
き
世
な
り
け
れ
は
ま
し
て
さ

や
う
の
ま
し
ら
ひ
に
つ
け
て
心
よ
り
ほ
か
に
ひ
ん
な
き
こ

と
も
あ
ら
は
中
宮
も
女
御
も
か
た
�
�
に
つ
け
て
心
を
き

給
は
ゝ
は
し
た
な
か
ら
む
に
我
身
は
か
く
は
か
な
き
さ
ま
に

て
い
つ
か
た
に
も
ふ
か
く
思
ひ
と
ゝ
め
ら
れ
た
て
ま
つ
る

ほ
と
も
な
く
あ
さ
き
お
ほ
え
に
て
た
ゝ
な
ら
す
お
も
ひ
い

ひ
い
か
て
人
わ
ら
へ
な
る
さ
ま
に
見
き
ゝ
な
さ
む
と
う

け
ひ
給
人
�
�
も
お
ほ
く
と
か
く
に
つ
け
て
や
す
か
ら

１
オ

ぬ
事
の
み
あ
り
ぬ
へ
き
を
お
ほ
し
し
る
ま
し
き
ほ
と
に
し

あ
ら
ね
は
さ
ま
�
�
に
お
も
ほ
し
み
た
れ
人
し
れ
す
物

な
け
か
し
さ
り
と
て
か
ゝ
る
あ
り
さ
ま
も
あ
し
き
事
は

な
け
れ
と
こ
の
お
と
ゝ
の
む
つ
か
し
う
心
つ
き
な
き
も

い
か
な
る
つ
ゐ
て
に
か
は
も
て
は
な
れ
て
人
の
を
し
は
か
る

へ
か
め
る
す
ち
を
心
き
よ
く
も
あ
り
は
つ
へ
き
ま
こ
と
の

ち
ゝ
お
と
ゝ
も
こ
の
と
の
ゝ
お
ほ
さ
ん
所
も
は
ゝ
か
り
給
て

う
け
は
り
て
と
り
は
な
ち
け
さ
や
き
給
へ
き
事

に
も
あ
ら
ね
は
な
を
と
て
も
か
く
て
も
見
く
る
し
う

か
け
�
�
し
き
あ
り
さ
ま
に
て
心
を
な
や
ま
し
人
に

１
ウ

も
て
さ
は
か
る
へ
き
身
な
め
り
と
中
�
�
こ
の
お
や
た

つ
ね
き
こ
え
給
て
の
ち
は
こ
と
に
は
ゝ
か
り
給
け
し

き
も
な
き
お
と
ゝ
の
君
の
御
も
て
な
し
を
と
り
く
は
へ
つ
ゝ

人
し
れ
す
な
ん
な
け
か
し
か
り
け
る
思
ふ
事
を
ま
ほ
な

ら
す
と
も
か
た
は
し
に
て
も
う
ち
か
す
め
つ
へ
き
女
お

や
も
お
は
せ
す
い
つ
か
た
も
�
�
い
と
は
つ
か
し
け
に
う
る

は
し
き
御
さ
ま
と
も
に
は
な
に
事
を
か
は
さ
な
ん
か
く

な
ん
と
も
き
こ
え
わ
き
給
は
ん
世
の
人
に
ゝ
ぬ
身
の
あ
り

さ
ま
を
う
ち
な
か
め
つ
ゝ
夕
暮
の
空
あ
は
れ
け
な
る
け

し
き
を
は
し
ち
か
く
て
見
い
た
し
給
へ
る
さ
ま
い
と

２
オ
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を
か
し
う
す
き
に
ひ
色
の
御
そ
な
つ
か
し
き
ほ
と
に
や
つ
れ

て
れ
い
に
か
は
り
た
る
色
あ
ひ
に
し
も
か
た
ち
は
い
と

は
な
や
か
に
も
て
は
や
さ
れ
て
お
は
す
る
を
お
ま
へ
な
る
人
�
�

は
う
ち
ゑ
み
て
見
た
て
ま
つ
る
に
宰
相
中
将
お
な
し
色

の
い
ま
す
こ
し
こ
ま
や
か
な
る
な
を
し
す
か
た
に
て
ゑ
い

ま
き
給
へ
る
し
も
又
い
と
な
ま
め
か
し
う
き
よ
ら
に
て

お
は
し
た
り
は
し
め
よ
り
物
ま
め
や
か
に
心
よ
せ

聞
え
た
ま
へ
は
も
て
は
な
れ
て
う
と
�
�
し
き
さ
ま

に
は
も
て
な
し
給
は
さ
り
し
な
ら
ひ
に
い
ま
あ
ら
さ

り
け
り
と
て
こ
よ
な
く
か
は
ら
む
も
う
た
て
あ
れ
は
な

２
ウ

を
み
す
に
き
丁
そ
へ
た
る
御
た
い
め
ん
は
人
つ
て
な
ら
て

あ
り
け
り
と
の
の
御
せ
う
そ
こ
に
て
内
よ
り
お
ほ
せ
こ

と
あ
る
さ
ま
や
か
て
こ
の
君
の
う
け
給
は
り
給
へ
る
な
り

け
り
御
返
お
ほ
と
か
な
る
物
か
ら
い
と
め
や
す
く
聞
え

な
し
給
け
は
ひ
の
ら
う
�
�
し
く
な
つ
か
し
き
に
つ
け
て

も
か
の
野
わ
き
の
あ
し
た
の
御
あ
さ
か
ほ
は
心
に
か
ゝ
り

て
恋
し
き
を
う
た
て
あ
る
す
ち
に
思
ひ
し
を
き
ゝ
あ

き
ら
め
て
後
は
な
を
も
あ
ら
ぬ
心
ち
そ
ひ
て
こ
の
宮
つ

か
へ
を
お
ほ
か
た
に
し
も
お
ほ
し
は
な
た
し
か
し
さ
は
か
り

見
所
あ
る
御
あ
は
ひ
と
も
に
て
を
か
し
き
さ
ま
な
る
事

３
オ

の
わ
つ
ら
は
し
き
は
た
か
な
ら
す
い
て
き
な
ん
か
し
と
思

ふ
に
た
ゝ
な
ら
す
む
ね
ふ
た
か
る
心
ち
す
れ
と
つ
れ
な

く
す
く
よ
か
に
て
人
に
き
か
す
ま
し
と
侍
つ
る
事
を

き
こ
え
さ
せ
ん
と
い
か
ゝ
侍
へ
き
と
け
し
き
た
て
は
ち
か
く
さ

ふ
ら
ふ
人
も
す
こ
し
し
り
そ
き
つ
ゝ
み
き
丁
の
う
し
ろ

な
と
に
そ
は
み
あ
へ
り
そ
ら
せ
う
そ
こ
を
つ
き
�
�
し
う
と

り
つ
ゝ
け
て
こ
ま
や
か
に
聞
え
給
ふ
う
へ
の
御
け
し
き

の
た
ゝ
な
ら
ぬ
す
ち
を
さ
る
御
心
し
給
へ
な
と
や
う
の
す
ち

な
り
い
ら
へ
た
ま
は
ん
事
も
な
く
て
た
ゝ
う
ち
な
け
き
給

へ
る
ほ
と
し
の
ひ
や
か
に
う
つ
く
し
う
い
と
な
つ
か
し
き
に
な

３
ウ

を
え
し
の
ふ
ま
し
く
御
ふ
く
も
こ
の
月
に
は
ぬ
か
せ
給
へ
き

を
日
つ
ゐ
て
な
ん
よ
ろ
し
か
ら
さ
り
け
る
十
三
日
に
は
か
は

ら
へ
い
て
さ
せ
給
ふ
へ
き
よ
し
の
給
は
せ
つ
る
な
に
か
し
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も
御
と
も
に
さ
ふ
ら
ふ
へ
く
な
ん
思
給
ふ
る
と
き
こ
え
た

ま
へ
は
た
く
ひ
給
は
ん
も
こ
と
�
�
し
き
や
う
に
や
侍

ら
ん
し
の
ひ
や
か
に
て
こ
そ
よ
く
侍
ら
め
と
の
給
ふ
こ
の

御
ふ
く
な
と
の
お
も
し
き
さ
ま
を
人
に
あ
ま
ね
く
し

ら
せ
し
と
お
も
む
け
た
ま
へ
る
け
し
き
い
と
ら
う
あ
り

中
将
も
ら
さ
し
と
つ
ゝ
ま
せ
給
ふ
ら
ん
こ
そ
心
う
け
れ

し
の
ひ
か
た
く
思
ふ
給
へ
ら
る
ゝ
か
た
み
な
れ
は
ぬ
き

４
オ

す
て
侍
ら
ん
こ
と
も
い
と
物
う
く
侍
る
物
を
さ
て
も
あ
や

し
う
も
て
は
な
れ
ぬ
こ
と
の
又
心
え
か
た
き
に
こ
そ
侍
れ

こ
の
御
あ
ら
は
し
衣
の
色
な
く
は
え
こ
そ
思
ふ
給
へ
わ

く
ま
し
か
り
け
れ
は
の
給
へ
は
何
事
も
思
ひ
わ
か
ぬ
心

に
は
ま
し
て
と
も
か
く
も
お
も
ふ
給
へ
た
と
ら
れ
侍
ら
ね

と
か
ゝ
る
色
こ
そ
あ
や
し
く
物
あ
は
れ
な
る
わ
さ
に
侍
け

れ
と
て
れ
い
よ
り
も
し
め
り
た
る
御
け
し
き
い
と
ら
う

た
け
に
を
か
し
か
ゝ
る
つ
ゐ
て
に
と
や
思
ひ
よ
り
け
ん

ら
に
の
花
に
い
と
お
も
し
ろ
き
を
も
た
ま
へ
り
け
る

を
み
す
の
つ
ま
よ
り
さ
し
い
れ
て
こ
れ
も
御
ら
ん
す
へ

４
ウ

き
ゆ
へ
は
あ
り
け
り
と
て
と
み
に
も
ゆ
る
さ
て
も
た

ま
へ
れ
は
う
つ
た
へ
に
思
ひ
も
よ
ら
て
と
り
給
御
袖
を
ひ

き
う
こ
か
し
た
り

お
な
し
野
の
露
に
や
つ
る
ゝ
藤
は
か
ま
あ
は
れ
は
か

け
よ
か
こ
と
は
か
り
も
み
ち
の
は
て
も
な
る
と
か
や
い
と
心

つ
き
な
く
う
た
て
な
り
ぬ
れ
と
見
し
ら
ぬ
さ
ま
に

や
を
ら
ひ
き
い
り
て

尋
ぬ
る
に
は
る
け
き
野
へ
の
露
な
ら
は
う
す
む
ら

さ
き
や
か
こ
と
な
ら
ま
し
か
や
う
に
て
き
こ
ゆ
る
よ
り
ふ

か
き
ゆ
へ
は
い
か
ゝ
と
の
給
へ
は
す
こ
し
う
ち
わ
ら
ひ
て
あ
さ

５
オ

き
も
ふ
か
き
も
お
ほ
し
わ
く
か
た
は
侍
な
ん
と
思
給
ふ
る

ま
め
や
か
に
は
い
と
か
た
し
け
な
き
す
ち
を
お
も
ひ
し

り
な
か
ら
て
し
つ
め
侍
ら
ぬ
心
の
う
ち
を
い
か
て
か
し
ろ
し
め
さ

る
へ
き
な
か
�
�
お
ほ
し
う
と
ま
ん
か
わ
ひ
し
さ
に
い
み
し

く
こ
め
侍
を
い
ま
は
た
お
な
し
と
思
給
へ
わ
ひ
て
な
ん

頭
中
将
の
け
し
き
は
御
ら
ん
し
し
り
き
や
人
の
う
へ
に
な
と
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お
も
ひ
侍
け
ん
身
に
て
こ
そ
い
と
お
こ
か
ま
し
う
か
つ
は
お

も
ふ
給
へ
し
ら
れ
け
れ
中
々
か
の
君
は
思
ひ
さ
ま
し
て
つ

ゐ
に
御
あ
た
り
は
な
る
ま
し
き
た
の
み
お
も
ひ
な
く
さ
め

た
る
け
し
き
な
と
見
侍
も
い
と
う
ら
や
ま
し
く
ね
た

５
ウ

き
に
あ
は
れ
と
た
に
お
ほ
し
を
け
よ
な
と
き
こ
え
し
ら

せ
給
事
お
ほ
か
れ
と
か
た
は
ら
い
た
け
れ
は
か
ゝ
ぬ
な
り
か
ん

の
君
や
う
�
�
ひ
き
い
り
つ
ゝ
む
つ
か
し
と
お
ほ
し
た
れ

は
心
う
き
御
け
し
き
か
な
あ
や
ま
ち
す
ま
し
き
心
の
ほ

と
は
を
の
つ
か
ら
御
ら
ん
し
し
る
や
う
も
侍
ら
ん
物
を
と
て
か
ゝ

る
つ
ゐ
て
に
い
ま
す
こ
し
も
ら
さ
ま
ほ
し
け
れ
と
あ
や

し
く
な
や
ま
し
く
な
ん
と
て
い
り
は
て
給
ぬ
れ
は
い
と

い
た
く
う
ち
な
き
て
た
ち
給
ぬ
中
�
�
に
も
う
ち
出
て
け
る

か
な
と
く
ち
お
し
き
に
つ
け
て
も
か
の
い
ま
す
こ
し
身
に

し
み
て
お
ほ
え
し
御
け
は
ひ
を
か
は
か
り
の
物
こ
し
に
て

６
オ

も
御
声
を
た
に
い
か
な
ら
ん
つ
ゐ
て
に
き
か
ん
と
や
す
か
ら

す
思
ひ
つ
ゝ
お
ま
へ
に
ま
い
り
給
へ
れ
は
出
給
て
御
か
へ
り

な
と
き
こ
え
給
ふ
こ
の
宮
つ
か
へ
を
し
ふ
け
に
こ
そ
思
ひ

給
へ
れ
宮
な
と
の
れ
ん
し
給
へ
る
人
に
て
い
と
心
ふ
か
き

あ
は
れ
を
つ
く
い
ひ
な
や
ま
し
給
に
心
や
し
み
給
ら
ん

と
思
に
な
ん
心
く
る
し
き
さ
れ
と
お
ほ
は
ら
野
の
行
幸

に
う
へ
を
み
た
て
ま
つ
り
て
は
い
と
め
て
た
く
お
は
し
け
り

思
給
へ
り
き
わ
か
き
人
は
ほ
の
か
に
も
見
た
て
ま
つ
り

て
え
し
も
宮
つ
か
へ
の
す
ち
も
て
は
な
れ
し
さ
お
も
ひ

て
な
ん
こ
の
事
も
か
く
物
せ
し
な
と
の
給
へ
は
さ
て
も

６
ウ

人
さ
ま
は
い
つ
か
た
に
つ
け
て
か
は
た
く
ひ
て
物
し
給
ふ
ら

ん
中
宮
か
く
な
ら
ひ
な
き
す
ち
に
て
お
は
し
ま
し
又
こ

き
殿
や
む
こ
と
な
く
お
ほ
え
こ
と
に
て
物
し
給
へ
は
い

み
し
き
御
思
ひ
あ
り
と
も
た
ち
な
ら
ひ
給
事
か
た
く

こ
そ
侍
ら
め
宮
は
い
と
ね
ん
こ
ろ
に
お
ほ
し
た
な
る
を
わ

さ
と
さ
る
す
ち
の
御
宮
つ
か
へ
に
も
あ
ら
ぬ
物
か
ら
ひ
き
た

か
へ
た
ら
ん
さ
ま
に
御
心
を
き
給
は
ん
も
さ
る
御
な
か
ら
ひ
に

て
は
い
と
お
し
く
な
ん
き
ゝ
給
ふ
る
と
お
と
な
お
と
な
し

く
申
給
か
た
し
や
わ
か
心
ひ
と
つ
な
る
人
の
う
へ
に
も
あ
ら
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ぬ
を
大
将
さ
へ
我
を
こ
そ
う
ら
む
な
れ
す
へ
て
か
ゝ
る
事
の

７
オ

心
く
る
し
さ
を
見
す
く
さ
て
あ
や
な
き
人
の
う
ら
み
お
ふ

か
へ
り
て
は
か
る
か
る
し
き
わ
さ
な
り
け
り
か
の
は
ゝ
君

の
あ
は
れ
に
い
ひ
を
き
し
事
の
わ
す
れ
さ
り
し
か
は
心

ほ
そ
き
山
里
に
な
ん
と
き
ゝ
し
を
か
の
お
と
ゝ
は
た
き
ゝ

い
れ
給
へ
く
も
あ
ら
す
と
う
れ
へ
し
に
い
と
お
し
く
て
か
く

わ
た
し
そ
め
た
る
な
り
こ
ゝ
に
か
く
物
め
か
す
と
て
か
の
お
と

と
も
人
め
か
い
給
な
め
り
と
つ
き
�
�
し
う
の
給
な
す

人
か
ら
は
宮
の
御
人
に
て
い
と
よ
か
る
へ
し
い
ま
め
か
し
う
い

と
な
ま
め
き
た
る
さ
ま
し
て
さ
す
か
に
か
し
こ
く
あ
や

ま
ち
す
ま
し
く
な
と
し
て
あ
は
ひ
は
め
や
す
か
ら
ん

７
ウ

さ
て
又
宮
つ
か
へ
に
も
い
と
よ
く
た
ら
ひ
た
ら
む
か
し

か
た
ち
よ
く
ら
う
�
�
し
き
物
の
お
ほ
や
け
こ
と
な

と
に
も
お
ほ
め
か
し
か
ら
す
は
か
�
�
し
う
て
う
へ
の
つ
ね
に

ね
か
は
せ
給
ふ
御
心
に
は
た
か
ふ
ま
し
な
と
の
給
け
し
き

の
み
ま
ほ
し
け
れ
は
年
比
か
く
て
は
く
ゝ
み
き
こ

え
給
け
る
御
心
さ
し
を
ひ
か
さ
ま
に
こ
そ
人
は
申
な

れ
か
の
お
と
ゝ
も
さ
や
う
に
な
ん
お
も
む
け
て
大
将
の

あ
な
た
さ
ま
の
た
よ
り
に
け
し
き
は
み
た
り
け
る

に
も
い
ら
へ
給
け
る
と
き
こ
え
給
へ
る
う
ち
わ
ら
ひ
て

か
た
�
�
い
と
に
け
な
き
事
か
な
猶
宮
つ
か
へ
を
も
何

８
オ

事
を
も
御
心
ゆ
る
し
て
か
く
な
ん
と
お
ほ
さ
れ
ん
さ

ま
に
そ
し
た
か
ふ
へ
き
女
は
三
に
し
た
か
ふ
物
に
こ
そ
あ

な
れ
と
つ
ゐ
て
を
た
か
へ
て
を
の
か
心
に
ま
か
せ
ん
事
は

あ
る
ま
し
き
事
な
り
と
の
給
ふ
う
ち
�
�
に
も
や
む

事
な
き
こ
れ
か
れ
年
比
を
へ
て
物
し
給
へ
は
え
そ
の

す
ち
の
人
か
す
に
は
物
し
給
は
て
す
て
か
て
ら
に
か
く
ゆ

つ
り
つ
け
お
ほ
そ
ふ
の
宮
つ
か
へ
の
す
ち
に
ら
う
ろ
ふ

せ
ん
と
お
ほ
し
を
き
つ
る
い
と
か
し
こ
く
か
と
あ
る
事
也

と
な
ん
よ
ろ
こ
ひ
申
さ
れ
け
る
と
た
し
か
に
人
の
か
た

り
申
侍
し
な
り
と
い
と
う
る
は
し
き
さ
ま
に
か
た
り

８
ウ

申
給
へ
は
け
に
さ
は
お
も
ふ
給
ふ
ら
ん
か
し
と
お
ほ
す
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に
い
と
を
し
く
て
い
と
ま
か
�
�
し
き
す
ち
に
も
思
よ
り

給
け
る
か
な
い
た
り
ふ
か
き
御
心
な
ら
ひ
な
ら
ん
か
し
い
ま

を
の
つ
か
ら
い
つ
か
た
に
つ
け
て
も
あ
ら
は
な
る
事
あ
り

な
ん
お
も
ひ
く
ま
な
し
や
と
わ
ら
ひ
た
ま
ふ
御
け
し

き
は
け
さ
や
か
な
れ
と
猶
う
た
か
ひ
は
を
か
る
お
と
と
も

さ
り
や
か
く
人
の
を
し
は
か
る
あ
ん
に
お
つ
る
事
も
あ
ら

ま
し
か
は
い
と
く
ち
お
し
く
ね
ち
け
た
ら
ま
し
か
の

お
と
ゝ
に
い
か
て
か
く
心
き
よ
き
さ
ま
を
し
ら
せ
た
て
ま

ら
ん
と
お
ほ
す
に
そ
け
に
宮
つ
か
へ
の
す
ち
に
て
け
さ
や

９
オ

か
な
る
ま
し
く
ま
き
れ
た
る
お
ほ
え
を
か
し
こ
く
も
思

ひ
よ
り
給
け
る
か
な
と
む
く
つ
け
う
お
ほ
さ
る
か
く
て
御

ふ
く
な
と
ぬ
き
給
ふ
て
月
た
ゝ
は
猶
ま
い
り
給
は
ん
こ

と
い
み
あ
る
へ
し
十
月
は
か
り
に
と
お
ほ
し
の
給
を
う
ち

に
も
心
も
と
な
く
き
こ
し
め
し
き
こ
え
給
人
�
�
は

た
れ
も
�
�
い
と
く
ち
お
し
く
て
こ
の
御
ま
い
り
の
さ
き

に
と
心
よ
せ
の
よ
す
か
�
�
に
せ
め
わ
ひ
給
へ
と
よ
し

野
の
た
き
を
せ
か
ん
よ
り
も
か
た
き
事
な
れ
は

い
と
わ
り
な
し
と
を
の
�
�
い
ら
ふ
中
将
も
中
�
�
な
る

事
を
う
ち
出
て
い
か
に
お
ほ
す
ら
ん
と
く
る
し
き
ま
ゝ
に

９
ウ

か
け
り
あ
り
き
て
い
と
ね
ん
こ
ろ
に
大
か
た
の
御
う
し
ろ
み
を

お
も
ひ
あ
つ
か
ひ
た
る
さ
ま
に
て
つ
い
せ
う
し
あ
り
き
給

ふ
た
は
や
す
く
か
ろ
ら
か
に
う
ち
出
て
は
き
こ
え
か
ゝ
り
給

は
す
め
や
す
く
も
て
し
つ
め
給
へ
り
ま
こ
と
の
御
は
ら

か
ら
の
君
た
ち
は
え
よ
り
こ
す
宮
つ
か
へ
の
ほ
と
の
御

う
し
ろ
み
を
と
を
の
�
�
心
も
と
な
く
そ
思
け
る
頭
中
将

心
を
つ
く
し
わ
ひ
し
事
は
か
き
た
え
に
た
る
を
う
ち

つ
け
な
る
御
心
か
な
と
人
�
�
は
を
か
し
か
る
に
と
の
ゝ
御

つ
か
ひ
に
て
お
は
し
た
り
な
を
も
て
出
す
し
の
ひ
や

か
に
御
せ
う
そ
こ
な
と
も
き
こ
え
か
は
し
給
け
れ
は

10
オ

月
の
あ
か
き
夜
か
つ
ら
の
か
け
に
か
く
れ
て
物
し
給
へ
り

み
き
ゝ
い
る
へ
く
も
あ
ら
さ
り
し
を
な
こ
り
な
く
み
な
み

の
み
す
の
ま
へ
に
す
へ
た
て
ま
つ
る
み
つ
か
ら
き
こ
え
給

は
ん
事
は
し
も
猶
つ
ゝ
ま
し
け
れ
は
宰
相
の
君
し
て
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い
ら
へ
聞
え
給
ふ
な
に
か
し
を
え
ら
ひ
て
た
て
ま
つ
り

給
へ
る
は
人
つ
て
な
ら
ぬ
御
せ
う
そ
こ
に
こ
そ
侍
ら
め
か
く
物

と
を
く
て
は
い
か
ゝ
き
こ
え
さ
す
へ
か
ら
む
み
つ
か
ら
こ
そ
か
す

に
も
侍
ら
ね
と
た
え
ぬ
た
と
ひ
も
は
へ
な
る
は
い
か
に
そ

や
こ
た
い
の
事
な
れ
と
た
の
も
し
く
そ
思
給
け
る

と
て
物
し
と
思
給
へ
り
け
に
年
比
の
つ
も
り
も
と

10
ウ

り
そ
へ
て
き
こ
え
ま
ほ
し
け
れ
と
日
比
な
や
ま
し
く

侍
れ
は
お
き
あ
か
り
な
と
も
え
し
侍
ら
て
な
ん
か
く

ま
て
と
か
め
給
も
中
�
�
う
と
�
�
し
き
心
ち
な
ん
し
侍

け
る
と
い
と
ま
め
た
ち
て
き
こ
え
い
た
し
給
へ
り
な
や

ま
し
く
お
ほ
さ
る
ら
ん
み
き
丁
の
も
と
を
は
ゆ
る
さ
せ
給
ま

し
く
や
よ
し
�
�
け
に
き
こ
え
さ
す
る
も
こ
ゝ
ち
な
か
り
け
り

と
て
お
と
ゝ
の
御
せ
う
そ
こ
と
も
し
の
ひ
や
か
に
き
こ
え

給
ふ
よ
う
い
な
と
人
に
は
お
と
り
給
は
す
い
と
め
や
す
し

ま
い
り
た
ま
は
ん
ほ
と
の
あ
な
い
く
は
し
き
さ
ま
も

え
き
か
ぬ
を
う
ち
�
�
に
の
給
は
ん
な
ん
よ
か
ら
ん
何
事

11
オ

も
人
め
に
は
ゝ
か
り
て
え
ま
い
り
こ
す
き
こ
え
ぬ
こ
と
を

な
ん
中
�
�
い
ふ
せ
く
お
ほ
し
た
る
な
と
か
た
り
聞
え

給
ふ
つ
ゐ
て
に
い
て
や
お
こ
か
ま
し
き
事
も
え
す

き
こ
え
さ
せ
ぬ
や
い
つ
か
た
に
つ
け
て
も
あ
は
れ
を

は
御
覧
し
す
く
す
へ
く
や
は
あ
り
け
る
と
い
よ
�
�
う

ら
め
し
さ
も
そ
ひ
侍
る
か
な
ま
つ
は
こ
よ
ひ
な
と
の

御
も
て
な
し
よ
き
た
お
も
て
た
つ
か
た
に
め
し
い
れ

て
き
ん
た
ち
こ
そ
め
さ
ま
し
く
も
お
ほ
さ
め
し
も

つ
か
へ
な
と
や
う
の
人
�
�
と
た
に
う
ち
か
た
ら
は
ゝ
や
ま

た
か
ゝ
る
や
う
は
あ
ら
し
か
し
さ
ま
�
�
に
め
つ
ら
し

11
ウ

き
世
な
り
か
し
と
う
ち
か
た
ふ
き
つ
ゝ
う
ら
み
つ
ゝ
け
た
る

も
を
か
し
け
れ
は
か
く
な
ん
と
聞
ゆ
け
に
人
き
ゝ
を

う
ち
つ
け
な
る
や
う
に
や
と
は
ゝ
か
り
侍
る
ほ
と
に
と
し

こ
ろ
の
む
も
れ
い
た
さ
を
も
あ
き
ら
め
侍
ら
ぬ
は
い
と

中
�
�
な
る
事
お
ほ
く
な
ん
と
た
ゝ
す
く
よ
か
に
き
こ
え
な

し
給
に
ま
は
ゆ
く
て
よ
ろ
つ
を
し
こ
め
た
り

い
も
せ
山
ふ
か
き
道
を
は
た
つ
ね
す
て
を
た
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え
の
は
し
に
ふ
み
ま
と
ひ
け
る
よ
と
う
ら
む
る
も
人

や
り
な
ら
す

ま
と
ひ
け
る
み
ち
を
は
し
ら
て
い
も
せ
山
た
と
�
�

12
オ

し
く
そ
誰
も
ふ
み
見
し
い
つ
か
た
の
ゆ
へ
と
な
ん
え

お
ほ
し
わ
か
さ
め
り
し
何
事
も
わ
り
な
き
ま
て
お
ほ

か
た
の
世
を
は
ゝ
か
ら
せ
給
め
れ
は
え
き
こ
え
さ
せ
給

は
ぬ
に
な
ん
を
の
つ
か
ら
か
く
の
み
も
侍
ら
し
と
き
こ
ゆ
る

も
さ
る
事
な
れ
は
よ
し
な
か
ゐ
し
侍
ら
む
も
す
さ

ま
し
き
ほ
と
な
り
や
う
�
�
ら
う
つ
も
り
て
こ
そ
は
か
く

こ
ん
を
も
と
て
た
ち
給
月
く
ま
な
く
さ
し
あ
か
り
て

空
の
け
し
き
も
え
ん
な
る
に
い
と
あ
て
や
か
に
き
よ

け
な
る
か
た
ち
し
て
御
な
を
し
の
す
か
た
花
や
か
に
て

い
と
を
か
し
宰
相
の
中
将
の
け
は
ひ
あ
り
さ
ま
に
は

12
ウ

え
な
ら
ひ
給
は
ね
と
こ
れ
も
お
か
し
か
め
る
は
い
か
て

か
ゝ
る
御
な
ら
ひ
な
り
け
ん
と
わ
か
き
人
�
�
は
れ
い
の
さ
る

ま
し
き
事
を
も
と
り
た
て
ゝ
め
て
あ
へ
り
大
将
は
こ

の
中
将
は
お
な
し
右
の
す
け
な
れ
は
つ
ね
に
よ
ひ
と

り
つ
ゝ
ね
ん
こ
ろ
に
か
た
ら
ひ
お
と
ゝ
に
も
申
さ
せ
給
け

り
人
か
ら
も
い
と
よ
く
お
ほ
や
け
の
御
う
し
ろ
見
と
な
る

へ
か
め
る
し
た
か
た
な
る
を
な
と
か
は
あ
ら
ん
と
お
ほ
し
な
か
ら

か
の
お
と
ゝ
の
か
く
し
た
ま
へ
る
事
を
い
か
ゝ
は
き
こ
え
返
す

へ
か
ら
む
さ
る
や
う
あ
る
事
に
こ
そ
と
心
え
給
へ
る
す
ち

さ
へ
あ
れ
は
ま
か
せ
き
こ
え
給
へ
り
こ
の
大
将
は
東
宮

13
オ

の
女
御
の
御
は
ら
か
ら
に
そ
お
は
し
け
る
お
と
ゝ
た
ち
を
ゝ

き
奉
り
て
さ
し
つ
き
の
御
お
ほ
え
い
と
や
ん
こ
と
な
き

君
な
り
年
三
十
二
三
の
ほ
と
に
物
し
給
ふ
北
の
か
た

は
む
ら
さ
き
の
う
へ
の
御
あ
ね
そ
か
し
式
部
�
の
宮

の
御
お
ほ
い
君
よ
年
の
ほ
と
み
つ
よ
つ
か
こ
の
か
み
は

こ
と
な
る
か
た
は
に
も
あ
ら
ぬ
を
人
か
ら
や
い
か
ゝ
お
は
し

け
ん
お
う
な
と
つ
け
て
心
に
も
い
れ
す
い
か
て
そ
む
き

な
ん
と
お
も
へ
り
そ
の
す
ち
に
よ
り
六
条
の
お
と
ゝ
は
大
将

の
御
事
は
に
け
な
く
い
と
お
し
か
ら
む
と
お
ほ
し
た
る

な
り
け
り
色
め
か
し
く
う
ち
み
た
れ
た
る
と
こ
ろ
な
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13
ウ

き
さ
ま
な
か
ら
い
み
し
く
そ
心
を
つ
く
し
あ
り
き
給

け
る
か
の
お
と
ゝ
も
て
は
な
れ
て
も
お
ほ
し
た
ゝ
さ
な
り

女
は
み
や
つ
か
へ
を
物
う
け
に
お
ほ
い
た
な
り
な
と
う
ち
�
�

の
事
も
さ
る
く
は
し
き
た
よ
り
し
あ
れ
は
も
り
き
ゝ

て
た
ゝ
お
ほ
と
の
の
御
お
も
む
け
の
こ
と
な
る
に
こ
そ
は

あ
な
れ
ま
こ
と
の
お
や
の
御
心
た
に
た
か
は
す
は
と
こ

の
弁
の
お
も
と
に
も
せ
め
給
九
月
に
も
な
り
ぬ
は
つ

霜
む
す
ほ
ゝ
れ
え
ん
な
る
あ
し
た
の
れ
い
の
と
り
�
�

な
る
御
う
し
ろ
み
と
も
の
ひ
き
そ
は
み
つ
ゝ
も
て
ま
い
る

御
ふ
み
と
も
を
見
給
ふ
事
も
な
く
て
よ
み
き
こ
ゆ
る

14
オ

は
か
り
を
き
ゝ
給
大
将
と
の
ゝ
に
は
な
を
た
の
み
こ
し
も
す

き
ゆ
く
空
の
け
し
き
こ
そ
心
つ
く
し
に

か
す
な
ら
は
い
と
ひ
や
せ
ま
し
な
か
月
に
命
を

か
く
る
ほ
と
そ
は
か
な
き
月
た
ゝ
は
と
あ
る
御
さ
た
め
を

い
と
よ
く
き
ゝ
給
な
め
り
兵
部
�
の
宮
は
い
ふ
か
ひ
な

き
世
は
き
こ
え
ん
か
た
な
き
を

あ
さ
日
さ
す
ひ
か
り
を
み
て
も
玉
さ
ゝ
の
葉
わ
け

の
霜
を
け
た
す
も
あ
ら
な
ん
お
ほ
し
た
に
し
ら
は
な

く
さ
む
方
も
あ
り
ぬ
へ
く
な
ん
と
て
い
と
か
し
け
た
る
し

た
お
れ
の
霜
も
お
と
さ
す
も
て
ま
い
れ
る
御
つ
か
ひ

14
ウ

さ
へ
そ
う
ち
あ
ひ
た
る
や
し
き
ふ
き
や
う
の
宮
の
左
兵
衛

督
は
と
の
ゝ
う
へ
の
御
は
ら
か
ら
そ
か
し
し
た
し
く
ま
い
り
な

と
し
給
君
な
れ
は
を
の
つ
か
ら
い
と
よ
く
も
の
ゝ
あ
な
い
も

き
ゝ
て
い
み
し
く
そ
思
ひ
わ
ひ
け
る
い
と
お
ほ
く
う
ら
み
つ
ゝ
け
て

わ
す
れ
な
ん
と
思
ふ
も
物
の
か
な
し
き
を
い
か
さ
ま

に
し
て
い
か
さ
ま
に
せ
ん
か
み
の
色
す
み
つ
き
し
め
た
る
に

ほ
ひ
も
さ
ま
�
�
な
る
を
人
�
�
も
み
な
お
ほ
し
た
え
ぬ
へ
か

め
る
こ
そ
さ
う
�
�
し
け
れ
な
と
い
ふ
宮
の
御
か
へ
り
を
そ

い
か
ゝ
お
ほ
す
ら
ん
た
ゝ
い
さ
ゝ
か
に
て

心
も
て
ひ
か
り
に
む
か
ふ
あ
ふ
ひ
た
に
朝
を
く
霜

15
オ

を
を
の
れ
や
は
け
つ
と
ほ
の
か
な
る
を
い
と
め
つ
ら
し
と

み
給
に
み
つ
か
ら
は
あ
は
れ
を
し
り
ぬ
へ
き
御
け
し
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き
に
か
け
給
へ
れ
は
露
は
か
り
な
れ
と
い
と
う
れ
し
か
り

け
り
か
や
う
に
な
に
と
な
け
れ
と
さ
ま
�
�
な
る
人
�
�
の

御
わ
ひ
こ
と
も
お
ほ
か
り
を
ん
な
の
御
心
は
へ
は
こ
の
君

を
な
ん
ほ
ん
に
す
へ
き
と
お
と
ゝ
た
ち
さ
た
め
き

こ
え
た
ま
ひ
け
り
と
や

15
ウ
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注(
１)

｢

長
谷
川
端
蔵

『

源
氏
物
語』

源
氏
物
語
筆
者
目
録

源
氏
物
語
秘
訣｣

『

文
学
部
紀
要』

第
四
七
巻
二
号

(

中
京
大
学
文
学
部

平
成
二
五

年
三
月)

(

２)
｢

長
谷
川
端
蔵

『

源
氏
物
語』

昌
琢
筆

桐
壺｣

『

文
学
部
紀
要』

第
四
八
巻
一
号

(

中
京
大
学
文
学
部

平
成
二
五
年
一
〇
月)

(

３)
｢

長
谷
川
端
蔵

『

源
氏
物
語』

玄
陳
筆

帚
木｣

『

文
学
部
紀
要』

第
四
八
巻
二
号

(

中
京
大
学
文
学
部

平
成
二
六
年
三
月)

(

４)
｢

長
谷
川
端
蔵

『

源
氏
物
語』

岡
本
主
水
筆

蓬
生

手
習

玄
陳
筆

関
屋｣

『

文
学
部
紀
要』

第
五
一
巻
二
号

(

中
京
大
学
文
学
部

平

成
二
九
年
三
月)

(

５)
｢

長
谷
川
端
蔵

『
源
氏
物
語』

玄
的
筆

空
蝉

岡
本
主
水
筆

夕
顔｣

『

文
学
部
紀
要』

第
四
九
巻
一
号

(

中
京
大
学
文
学
部

平
成
二
六

年
一
〇
月)

(

６)

注
５
に
同
じ
。

(

７)
｢

長
谷
川
端
蔵

『

源
氏
物
語』

岡
本
主
水
筆

若
紫

石
井
了
倶
筆

末
摘
花

左
馬
助
筆

花
宴｣

『

文
学
部
紀
要』

第
四
九
巻
二
号

(

中

京
大
学
文
学
部

平
成
二
七
年
三
月)

(

８)
｢

長
谷
川
端
蔵

『

源
氏
物
語』

東
寺
観
智
院
筆

葵

岡
本
主
水
筆

賢
木

北
左
平
次
行
生
筆

花
散
里｣

『

文
学
部
紀
要』

第
五
〇
巻
一

号

(

中
京
大
学
文
学
部

平
成
二
七
年
一
〇
月)

(

９)
｢

長
谷
川
端
蔵

『

源
氏
物
語』

大
鳥
居
信
岩
筆

須
磨

岡
本
主
水
筆

明
石

澪
標｣

『

文
学
部
紀
要』

第
五
〇
巻
二
号

(

中
京
大
学
文
学

部

平
成
二
八
年
三
月)

(

�)

注
９
に
同
じ
。

(

�)

注
４
に
同
じ
。

(

�)
｢

長
谷
川
端
蔵『

源
氏
物
語』

宗
琢
筆

絵
合

玄
仍
息
女
筆

松
風

岡
本
主
水
筆

薄
雲

伴
与
九
郎
紀
金
筆

朝
顔｣

『

文
学
部
紀
要』

第
五
二
巻
一
号

(

中
京
大
学
文
学
部

平
成
二
九
年
一
一
月)
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(

�)
｢

長
谷
川
端
蔵

『

源
氏
物
語』

岡
本
主
水
筆

少
女

玉
鬘

昌
俔
筆

初
音

八
幡
田
中
殿
筆

胡
蝶｣

『

文
学
部
紀
要』

第
五
二
巻
二
号

(

中
京
大
学
文
学
部

平
成
三
〇
年
三
月)

(
�)
注
�
に
同
じ
。

(

�)
｢

長
谷
川
端
蔵

『

源
氏
物
語』

岡
本
主
水
筆

橋
姫｣

『

文
学
部
紀
要』

第
五
一
巻
一
号

(

中
京
大
学
文
学
部

平
成
二
八
年
一
二
月)

(

�)

注
４
に
同
じ
。

(

�)

注
７
に
同
じ
。

(

�)
｢

長
谷
川
端
蔵

『
源
氏
物
語』

西
山
宗
因
筆

紅
葉
賀｣
『

文
学
部
紀
要』

第
四
六
巻
二
号

(

中
京
大
学
文
学
部

平
成
二
四
年
三
月)

(

�)
｢

長
谷
川
端
蔵

『
源
氏
物
語』

西
山
宗
因
筆

宿
木｣

『

文
学
部
紀
要』

第
四
七
巻
一
号

(

中
京
大
学
文
学
部

平
成
二
四
年
一
〇
月)

(

�)

注
７
に
同
じ
。

(

	)

注
８
に
同
じ
。

(


)

注
８
に
同
じ
。

(

�)

注
９
に
同
じ
。

(

�)

注

に
同
じ
。

(

�)

注

に
同
じ
。

(

�)

注

に
同
じ
。

(

�)

注
�
に
同
じ
。

(

�)

注
�
に
同
じ
。

(

�)

上
野
英
子
氏

｢

紹
巴
所
持
本
狭
衣
物
語
と

『

下
紐』

を
め
ぐ
る
考
察
―
巻
一
を
中
心
に
―｣

『

論
叢
狭
衣
物
語
一

本
文
と
表
現』

(

新
典
社

平
成
一
二
年)

(

�)

川
崎
佐
知
子
氏

｢

里
村
紹
巴
と
奈
良
連
歌

『

狭
衣
物
語』

享
受
史
研
究
の
一
助
と
し
て｣

『

待
兼
山
論
叢』

文
学
篇
三
四

(

平
成
一
二
年)

。
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そ
の
注
に
は
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵

『

狭
衣
下
紐』

(

神
宮
文
庫
蔵

『

狭
衣
下
紐』

の
山
岸
徳
平
氏
新
写
本)

に
、
山
岸
徳
平

氏
は
、
宗
具
を
江
村
専
斎
と
す
る
考
証
も
載
せ
る
。

(
�)
木
藤
才
蔵
氏

『

連
歌
史
論
考』

下

(

明
治
書
院

平
成
五
年
五
月)

｢

第
十
一
章

室
町
後
期
の
地
方
連
歌｣

。

(

�)
『

続
群
書
類
従』

第
三
一
下

(

続
群
書
類
従
完
成
会

大
正
一
五
年
一
二
月)

(

�)

正
宗
敦
夫
氏
編

『

顕
伝
明
名
録』

下

日
本
古
典
全
集

(

日
本
古
典
全
集
刊
行
会

昭
和
一
三
年
一
二
月)

(

�)

正
宗
敦
夫
氏
編『

顕
伝
明
名
録』

上

日
本
古
典
全
集(

日
本
古
典
全
集
刊
行
会

昭
和
一
三
年
一
一
月)

の
最
初
に｢

朱
書
符｣

と
し
て
、

｢(

波)

は
新
�
菟
玖
波
集｣

と
あ
る
。

(

�)

宗
政
五
十
緒
氏
校
注

『
近
世
畸
人
伝
・
続
近
世
畸
人
伝』

東
洋
文
庫
二
〇
二

(

平
凡
社

昭
和
四
七
年
一
月)

森
銑
三
氏
校
注

『

近
世
畸
人
伝』

岩
波
文
庫

(

岩
波
書
店

昭
和
一
五
年
一
月)

(

�)

寺
田
貞
次
氏

『

京
都
名
家
墳
墓
録』
(

山
本
文
華
堂

大
正
一
一
年
一
〇
月)

(

�)
『

史
籍
集
覧

老
人
雑
話』

(

近
藤
活
版
所

明
治
一
四
年
一
〇
月)

。『

翁
草』

巻
六
一

｢

老
人
雑
話
抜
萃｣

日
本
随
筆
大
成

(

第
三
期)

二

〇

(

吉
川
弘
文
館

昭
和
五
三
年
四
月)
も
参
考
。

(

	)

連
歌
総
目
録
編
纂
会
編

『

連
歌
総
目
録』

(
明
治
書
院

平
成
九
年
四
月)

(


)

加
藤
楸
邨
氏
他
監
修

『

俳
文
学
大
辞
典』

(

角
川
書
店

平
成
七
年
一
〇
月)

｢

祐
範｣

(

�)

注
�
に
同
じ
。

(

)

注
�
の
解
題
で
触
れ
た
。

(

�)
『

八
代
城
主
・
加
藤
正
方
の
遺
産』

(

八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

平
成
二
四
年
一
〇
月)

を
参
考
。

(

�)

鈴
木
棠
三
氏

『

安
楽
庵
策
伝
ノ
ー
ト』

(

東
京
堂
出
版

昭
和
四
八
年
九
月)

(

�)

中
村
幸
彦
氏
編
著

『

策
伝
和
尚
送
答
控』

未
刊
文
芸
資
料
第
三
期

(

古
典
文
庫

昭
和
二
九
年
一
月)

に
記
載
が
あ
り
、
注
�
の

｢

解
題｣

で
触
れ
た
。
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(

�)

清
水
孝
之
氏
他
校
注

『

と
は
じ
ぐ
さ』

｢

切
字
て
ふ
事
助
語
の
事

并
能
順
芭
蕉
の
対
話｣

『

中
興
俳
論
俳
文
集』

古
典
俳
文
学
大
系
一
四

(

集
英
社

昭
和
四
六
年
七
月)

(
�)
棚
町
知
彌
氏

｢

加
能
連
歌
壇
史
藁
草
・
そ
の
二

(

後)

―
能
順
伝
資
料
そ
の
十
―｣

『

国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要』

一
五

平
成
元
年
三
月)

(

�)
大
河
寥
々
氏

『

加
能
俳
諧
史』

(

金
沢
文
化
協
会

昭
和
一
三
年
二
月)

(

�)

奥
野
高
広
氏
他
校
注

『

信
長
公
記』

角
川
文
庫

(

角
川
書
店

昭
和
四
四
年
一
一
月)

(

�)

黒
板
勝
美
氏

『

公
�
補
任』

第
三
篇

(

大
八
洲
出
版
株
式
会
社

昭
和
一
一
年
八
月)

｢

中
院
家｣

｢

北
畠
家｣

。

(

�)

宝
月
圭
吾
氏
他
監
修

『

系
図
纂
要』

第
九
冊

(

名
著
出
版

昭
和
四
九
年
二
月)

｢

中
院
家｣

｢

北
畠
家｣

。

(

�)

注
	
の
中
に
葵
の
外
箱
の
写
真
が
あ
る
。

(


)

注
�
に
同
じ
。

(

�)

宝
月
圭
吾
氏
他
監
修

『

系
図
纂
要』

第
六
冊

(

名
著
出
版

昭
和
四
八
年
一
一
月)

｢

水
無
瀬
家｣

。

(

�)

注
�
の
論
文
に
、
次
の
よ
う
な
手
紙
が
あ
る
。

手
前
病
人
為
御
見
舞
、
飛
脚
被
差
越
、
殊
御
祈
念
御
札
守
并
団
二
本
送
賜
、
喜
悦
之
至
候
、
猶
追
而
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
。

(

元
和
八
年)

六
月
廿
九
日

松
筑
前
利
光

(

花
押)

北
野

能
舜

返
報

(

)
『

石
川
県
史』

第
三
編

(

昭
和
四
年
一
二
月)

。
そ
の
中
に

｢

前
田
利
常
と
連
歌
、
又
元
和
八
年
藩
侯
前
田
利
常
以
下
の
詠
じ
た
る
連
歌
一
卷

あ
り
。
そ
の
發
句
に
御
上
と
あ
る
は
將
軍
秀
忠
に
し
て
、
こ
の
連
歌
を
興
行
し
た
る
六
月
十
七
日
は
、
秀
忠
の
女
に
し
て
後
水
尾
天
皇
の
女
御

た
り
し
和
子
が
深
曾
木
の
祝
を
擧
げ
た
る
翌
日
な
る
が
故
に
、
亦
之
を
賀
す
る
の
意
に
出
で
た
る
や
も
知
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
連
歌
に
利
光
と

あ
る
は
利
常
の
當
時
の
名
と
し
、
そ
の
脇
句
を
つ
け
る
龜
鶴
は
利
光
の
長
女
に
し
て
時
に
十
歳
、
犬
千
代
は
光
高
に
し
て
八
歳
、
千
勝
は
後
の

富
山
藩
祖
に
し
て
六
歳
、
宮
松
は
大
聖
寺
藩
祖
と
な
れ
る
も
の
に
し
て
五
歳
な
る
が
故
に
、
是
等
の
句
は
皆
代
詠
た
り
し
な
り
。｣

と
い
う
詳

し
い
解
説
が
あ
る
。
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82

② 蛍 １オ

① 蛍 表紙



83

④ 常夏 表紙

③ 蛍 終丁
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⑥ 常夏 終丁

⑤ 常夏 １オ
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⑧ 篝火 １オ

⑦ 篝火 表紙
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⑩ 野分 表紙

⑨ 篝火 終丁
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⑫ 野分 終丁

⑪ 野分 １オ
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⑭ 藤袴 １オ

⑬ 藤袴 表紙
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⑮ 藤袴 終丁




